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　序章　―Prologue―







「あの公こう爵しやく令れい嬢じようにも困ったものだ。殿でん下かの何が気にいらないのか」

　薄うす暗ぐらい回かい廊ろうを進みながら、男は抑おさえた声で愚ぐ痴ちをこぼした。

　陽ひの光を通さないよう造られた城の中は、昼なお蠟ろう燭そくが揺ゆれている。石壁の隙すき間まからわずかに射さし込む光に、うっすらと埃ほこりが舞うのが見えた。

「一度も社交界に出ずに、公爵閣かつ下かもお怒いかりだろう」

「公爵家の恥はじだと申されて、淑しゆく女じよ教育もあきらめたとお聞きしていますが」

　斜ななめ後ろを歩く従じゆう者しやの密ひそやかな声に、男は嘆たん息そくを漏もらした。

「いや……。どんな娘むすめでもかまわんな。とりあえず殿下とあの姫が結婚することが大事なのだ」

「姉君のアニス姫がご存ぞん命めいであれば……」

「死んだ人間のことはもういい」

　男はぴしゃりと従者を黙らせた。

　父親である公爵でなくても、正せい妃ひ候補として最有力だった姫の早そう逝せいは無念だった。あの一件で完全に自分達は出で鼻ばなを挫くじかれたのだ。

　だがそれももう終わりだ。

「今は一いつ刻こくも早くローレンシア姫を連れ戻すだけだ。婚約は勝手にできても、結婚だけは本人なしにできん」

　姉が死んでから行方ゆくえをくらませていた妹姫が、つい先頃見つかった。先日、公爵自みずからが迎えに飛び出したところだ。

「これで、やっと王太子を決めることができる……！　あの女が子を産む前にな！」

「閣下」

　高くなった声を、従者が素早く遮さえぎる。

　男は慌あわてて口をつぐんだ。前方の曲がり角から、光が近づいてくるのが見えたのだ。

　二人はその場で壁際に下がると、深く頭こうべを垂たれた。

　光はゆらゆらと揺れながら少しずつ歩み寄ってくる。大人数だ。

　足音だけでどんな連中が来るのか分かり、男は伏ふせた顔をしかめた。

「こんにちは！　君達も父上のお見舞い？」

　やがて足音と共に、頭上から明るい声が掛かった。男は更さらに深く頭を垂れ、いつもの挨あい拶さつを口にする。

「はっ。王太子殿下にはご機き嫌げん麗うるわしく……」

「ローレンシア姫が見つかったんだって？　早くライに会わせてあげたいな」

　ギクリとしたのは男と従者だけではない。

　与えられた情報に、その場にいた全員に静かな衝しよう撃げきが走った。

（なぜ知っている？）

　自分ですら、先ほど聞いたばかりの情報を。

　男の額ひたいに、冷や汗が滲にじんだ。

　顔を上げることも答えることもできない男に、さらに嬉うれしそうな声が掛かった。

「どうしたの？　よかったよ、ローレンシアが見つかって。公爵もとっても心配してたし」

「はっ……。しかしどこでそのお話を？　すでに報告が行っておりましたか？」

　男は不思議そうな表情を作り、ゆっくりと顔を上げた。

　目に映うつるのは驚きよう愕がくの表情の壮そう年ねんの貴き族ぞく。寄り添そう美しい、だが気位の高そうな若い女。他にも下位の貴族が後ろに続き、視線だけでざわめいている。

「さっきだよ」

　それらを従したがえ、男の目の前にいた人物が明るく声を張り上げた。

「君達の声は大きいからね！　とてもよく聞こえたよ！」

　今年四十七歳になるヴァルダン王国王太子サウルは、若々しい青年の顔で微ほほ笑えんだ。







　第一章　一夜の大逆転







　馬のいななきが聞こえた気がして、モニカは二階の窓から身を乗り出した。

　カゼルラ王国最さい西せい端たんの町ミセレーからは、隣りん国ごくペンテレイアの広こう大だいな湖、ロラン湖が見渡せる。穏おだやかな水みな面もをオレンジ色に染そめていた太陽は姿を消し、空気は随ずい分ぶんと涼すずやかになっていた。

（お着きになったのかな？）

　ミセレーの領りよう主しゆの館から階下を見下ろし、モニカは耳を澄すませる。

　屋や敷しきの玄げん関かんは方向が違うため見えないが、どうやら待っていた人物が到着したようだ。大おお勢ぜいの賑にぎやかな歓かん待たいの声が聞こえる。

　懐なつかしいロラン湖の水の香りを胸いっぱいに吸い込むと、腰こしに力強い腕うでが回った。

「あんまり乗り出すと落ちますよ」

　やんわり抱き寄せられ、見上げると優しい薄うす紫むらさきの瞳ひとみと目が合う。

「アレク、カーライル殿でん下かがお着きに……うぎゃっ！」

　顎あごを持ち上げられ唇くちびるが近づく気け配はいを感じたモニカは、ぺちっと音を立てて平手でアレクの口を塞ふさいだ。

「人前でキスをしない！」

「ふみまへん、ふい」

　カゼルラ王国王太子アレクシスは、モニカに口を塞がれたまま、ふごふご返事をする。

　すらりとした長身に、一いつ見けんすると黒に見える濃こい紫色の髪。端たん正せいな美び貌ぼうで優ゆう雅がに微ほほ笑えむ様を見れば完かん璧ぺきな王子様だが、今はモニカの手を舐なめている。

「手を舐めない！」

「すみません、そこにあなたの手があったので」

　つい、と謝られ、モニカはげんなりしてアレクの服で手の平を拭ぬぐった。この間、ずっとアレクの腕の中だ。

　もともと人目を憚はばからず求きゆう愛あいしてくるアレクだったが、婚約が本決まりになってからは輪をかけて周囲の目を気にしなくなった。敵の多いモニカの屋敷では控ひかえているが、自分の縄なわ張ばりである王おう宮きゆう内ではとみに激しい。何かと抱き締しめ、キスしようとしてくる。周りの女じよ官かんも気にしないどころか煽あおってくるので、主おもにモニカ一人が困っていた。

　アレクはあきらめずに、素早くモニカの額ひたいにキスをする。

「人前と言ったってここうははハハハハハハッ！　ハハッハアハハハハハッ！」

「どうしたの、アレク!?」

　突然身をくねらせ哄こう笑しようしだした恋人にぎょっとしたが、アレクの背中からひょっこりと銀色の髪の少年が顔を覗のぞかせた。

　神秘的な紺こん碧ぺきの瞳で下から見上げ、わきわきと小さな手を動かす。

「くすぐったー。レーム、今日は嚙かんでないよ？」

　えらい？　とあどけない顔で聞かれ、モニカは思わず小さな体を抱き締めた。

「もおおおっ、レームはいたずらっ子なんだから！」

　実は人間ではなく人の姿を取れる一いつ角かく獣じゆうのレームは、飼かい主ぬしであるモニカの胸に顔を埋うずめ幸せそうな顔をする。

　不ふ意い打うちに思うまま踊らされたアレクは、脇わきを締しめたまま歯嚙みした。

「お、おのれ、嚙む蹴けるだと怒られると思って！　どこでこんな知恵を……！」

「あらあら、レームったら殿下とこんなに仲良くなって。よろしゅうございました。私もモニカ様付きの侍じ女じよとして喜ばしい限りですわ……！」

　クククッ、と黒幕のような顔で現れた若い女性に、アレクは本能的に後あと退ずさった。

「参さん謀ぼうは君か、ローズ！」

「参謀とかわけが分かりません。殿下がそんなご様子では幸せな結婚もままなりませんわね。旦だん那な様に〝殿下ノ妄もう想そう癖へき未いまダ強シ〟と連絡しておきます」

「なんだその軍隊のような連絡は!?　やめろ、ロスターに余よ計けいなことは言わないでくれ！」

　ホーホッホッと高笑いする侍女に、屈くつしたかのように王子は頭を抱かかえる。

　そんな主あるじを見事に無む視しして、侍じ従じゆうのマーシュはひょいとモニカの頭越しに窓の外を眺ながめた。外の声はすでに消えているが、ずっと開かれていた館の門が閉じられる音がする。

「カーライル殿下でしょうけど、兵士団がついてきている感じはしませんね。やけに少人数みたいだ」

「そうだね、私もそう思った」

　声は多かったが、明らかに迎える側の声だった。

　カゼルラの西の果て、ペンテレイア王国との国こつ境きようミセレーの町は、王おう都とネルトハイムから馬車で約十日。町自体が国境の役目を果たしており、ここを越えれば次の町はペンテレイア王都となる。

　モニカ達はミセレーの領主の館に留とどまり、ヴァルダン王国の王子カーライルの到着を待っていた。

　やがてノックの音がして、外から従じゆう僕ぼくの声が聞こえる。

「アレクシス殿下。カーライル殿下がお着きになりました」

　五人は総員配置につけ、とばかりに窓際を離れ椅い子すに駆かけ寄る。

　アレクが中央の椅子に腰掛ければ背はい後ごにマーシュが付き、同じく左隣の椅子に腰掛けたモニカの背後に、ローズと小こ姓しよう役のレームが立つ。

　三秒で態たい勢せいを整え、アレクは優雅に部屋の外に声を掛けた。

「通してくれ」

　従僕の返事とともに、客室の扉とびらが開かれる。領主や召めし使い達に恭うやうやしく案内され、一人の青年が部屋に姿を現した。

「おっ！」

　背の高い青年は、一目モニカを見るなり颯さつ爽そうと歩み寄ってきた。

「こんにちは、可愛かわいい人。君みたいな人にお出迎えされるとは気分が良いね」

　立ち上がったモニカはあっという間に抱き寄せられ、頰ほおに唇が近づく。

　キスされる、と思った瞬しゆん間かん、力強く引き離された。

「油ゆ断だんも隙すきもない！　ライ。女性と見れば手を出すのはやめてくれ！」

　庇かばうようにモニカを抱き締め、アレクは憮ぶ然ぜんと青年を睨にらむ。だが、ライと呼ばれた青年は意に介かいした様子もなく、にんまりと笑った。

「お、お、お？　珍めずらしい行動に出たな、アレク！」

「当たり前だろう、彼女は私の婚約者だ。――紹介しましょう、モニカ。これがヴァルダンの王子でカーライルです。ライ、こちらはウェスタイン公こう爵しやく令れい嬢じよう、モニカだ」

　ヴァルダン王国王太子サウルの第一王子であり、現国王ベルナルドの孫まご。カーライルは改めてモニカの手を取り、甲こうにキスをした。

「初めまして、モニカ。カーライル・フラン・アディマーリ・ヴァルダンだ」

「初めまして、カーライル殿下。モニカ・ウェスタインと申します」

　深くお辞じ儀ぎをし、モニカは目の前に立つ青年に微笑んだ。

　少し垂たれ気味の、優しそうな赤みがかった茶色の瞳ひとみ。瞳と同じ赤みを帯びた茶色の髪は不ふ揃ぞろいで、一番長い後ろは肩かたに掛かっている。

（この人がリディとディアのお兄さんなんだ）

　カゼルラに滞たい在ざいしているヴァルダンの王女達を脳のう裏りに浮かべ、モニカはカーライルを見上げた。ディアにとっては異い母ぼ兄けいだが、リディとは両親を同じくした兄きよう妹だいになる。

　同じ大国の王子でありながら、アレクとは全く雰ふん囲い気きが違っていた。髪型やくだけた口調のせいだろうか。王子だと言われれば王子だし、町の若者だと言われればそう思えてくる。特別整った容よう姿しでもないし、身だしなみもざっくばらんだが、嫌いや味みな感じは少しもしない。陽よう気きで、一目見て好こう感かんの持てる男性だ。
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　だが。

「当ててやろうか？」

　見つめるモニカに、カーライルはニッと笑った。

「リディと似てない、だろう？」

「！　申し訳ありません！」

　露ろ骨こつ過ぎたかもしれない。

　だが、決して失礼な意味ではなく、血の繋つながった兄妹には見えなかったのだ。リディの人間離れした美貌や王女らしい立ち居振ふる舞まい、髪の色も目の色も何もかもが違っていて、二人を結びつけるのは難しい。

　視線を恥はじたモニカに、ライは屈くつ託たくなく笑った。

「いいさ。我が妹姫は類たぐい稀まれなる美び姫きだからな。言われ慣なれてる。しかし、アレクの好このみがあんたみたいな可愛い女だったとは、こりゃ、うちの妹達が次々と振られるわけだ」

（妹達？）

　リディもディアも振られたわけではないのだが、それについて考える前にアレクが割り込んできた。

「ライ、言葉遣づかいを戻せ。くだけすぎだ」

「おっと失礼、モニカ。君があまりに親しみやすい姫君だったから、調子に乗ってしまった。申し訳ない」

　ライは姿し勢せいを正すとモニカの手に再び口付けた。

　まるで別人のように、物もの腰ごしまで貴き公こう子しに変わる。アレクとライの仲の良さを感じ、モニカは笑顔になった。

「いいえ、そのままで結構です。私は気になりませんので、カーライル殿下がお話ししやすい方で」

「そうか？　じゃあ遠えん慮りよなく。よければ俺のことはライと呼んでくれ」

　案内してくれた従僕や挨拶を済ませた領主も下がり、部屋にいるのはマーシュとローズとレーム、そしてライの護ご衛えい騎き士しだけになる。ライの背後に控えているのは小こ柄がらで細剣を腰に差した二十歳前後の男性。そしてもう一人は背も高く、見るからに貴き人じんの騎士という二十代半ばの上品な男性だ。

　アレクは二人に目を向け、渋じゆう面めんになった。

「ライ。護衛の小隊はどうした。まさかその人数で来たんじゃないだろうな？」

「そのまさかだ。ぞろぞろ連れて来るのが面めん倒どうだから三人だけで来た」

　気楽に言われモニカは冷や汗が出る思いだったが、どうやらいつものことらしい。アレクが呆あきれと怒いかりの入り混じった声で「またか！」とつぶやいたからだ。

「頼たのむから危き機き感かんを持て。国内ならともかく国外で何かあったらどうするつもりだ」

　大国の王子がたった三人で国をまたいで旅をするなど、考えられない。道中何が起こるか分からないし、事が起こればカーライル一人の問題ではなくなるのだ。

　アレクはイライラと眉み間けんにしわを寄せる。

「だいたい、どうして急に待ち合わせ場所をこの町に変えた？　いきなり予定を変えるなと何度も言っているだろう？」

　最初は王都ネルトハイムでライを待って発たつ予定だったのだ。数日前、アレク宛あてに突然予定変更の密書を送ってきたライは、苦く言げんに肩をすくめる。

「なんとなく。違う道を通りたくなったから」

「どうしてお前は気分で予定を変えるんだ!?」

「悪い悪い。お前が俺の希望通り来てくれて助かった。持つべきものは友だな」

　全く反省してない様子で気安く肩を叩たたかれ、アレクは大きなため息をついた。もう何を言っても無む駄だらしい。

　うまく説教する気を削そがせたライは、機き嫌げん良く背後のマーシュに手を振る。

「よっ！　ディ・ミーニ兄きよう弟だい……っと、ロベルトはいないのか？」

「そうなのですよー。兄は大事な任にん務むがあり、王都に留まっております」

「なんだ、珍しいな。アレクから離れるとは」

「フフフ、このマーシュがいるかぎり殿下方の身の安全は」

「ペンテレイアはよほど平和なんだな」

「聞いてますか、ライ様」

「モニカと後ろの美しい侍女のお嬢じようさんもよろしく。そっちの君は男の子か？　いや、美形なら俺はかまわないよ」

「レーム、くすぐっちゃダメ！」

　近づいたライに向け、わきわきと手がうごめくのを見て、モニカは慌あわててレームを抱き締めて止める。ライは声を上げて笑うと、自分の護衛達を振り返った。

「小さい方がジェラルド、でかい方がルドルフだ。名前はすぐに忘れてもらっていい」

「私の従者のマーシュだ。存在はすぐに忘れてもらっていい」

「私の侍女のローズと、実は小姓じゃないんですけど今日は小姓のレームです」

「ハハハ、妙みような紹介だな！」

「ライ様、一番変なのは殿下の俺の紹介なんですが」

　それぞれ付き人の紹介も済ませ、三人は互いに握あく手しゆを交わした。

「ペンテレイアまでよろしくな、モニカ」

「はい！」

　え？　無視？　というマーシュのつぶやきに答える者はいなかった。
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「ペンテレイアに行かんか？」

　発ほつ端たんは、半月ほど前のティマエスの言葉だった。

「本当ですか!?」

「いいんですか、父上」

　モニカとアレクは思わず身を乗り出す。

　カゼルラ王宮ミゼリア城。王家の住まいである奥宮の一室では、第一王子、第二王子、そしてその婚約者達が顔を揃え、午後のお茶を楽しんでいた。白はく髪はつの国王ティマエスは、面おも差ざしどおりの優しい声でモニカに語りかける。

「ヴァルダンのカーライル殿下が、近くペンテレイアを訪問する。アレクが案内役を務つとめるが、モニカもついて行ってはどうかと思ってな。ロスターも了りよう解かいしてくれたことじゃし」

　同席していたモニカの父、カゼルラ王国王宮将しよう軍ぐんであるロスターはしぶしぶうなずく。

「その代わり、私から条件があります。まずはレームを同行させること。連れて行く侍女はローズにすること。殿下がこれを了りよう承しようしてくださるなら、私はもう何も言いません」

「監かん視しか!?　監視兼護衛なのか!?　モニカと二人きりではない！　マーシュも兵士も、それこそライもいるのに!?」

「あなた寄りの人間では抑よく止し力りよくに欠けますからな！　正直なところ、カーライル殿下にも目を光らせたいところですし」

「くっ！　そこには同意するが、レームとローズだと!?」

　モニカの忠実な侍女であるローズと、飼い一角獣のレームはアレクの王太子という身分を怖おそれないため、ロスターから絶大な信頼を得えている。

　アレクは悔くやしげに顔を歪ゆがめたが、モニカには嬉うれしいことだ。特にレームにとってペンテレイアは故こ郷きようなので、是ぜ非ひとも連れて行ってあげたい。

「本当に行ってきてもいいの？　お父様」

「もちろん。お前も会いたい人がたくさんいるだろう？　ペンテレイアは平和な国だし、殿下にさえ気をつければ何も問題はない」

「ありがとう、お父様！」

「否ひ定ていしないんですか、モニカ!?」

　なんだかこの世の終わりのように言われたが、モニカはとりあえず視線を逸そらしておいた。残念ながら否定はできない。

（別に嫌いやなわけじゃないんだけど……）

　過去の件があるため決して無理やりではないが、最近のアレクは視線も言葉も行動も情熱的過ぎて困ることがある。できれば、もう少し愛情表現を落ち着かせてほしいところだ。

　その様子を見ていたリディ――ヴァルダン王国王孫であり、カゼルラの第二王子エリオットの婚約者であるセリディアーナは、女神のごとき美貌で微笑む。

「ペンテレイアってどんな国なのかしら。ヴァルダンでは何も話を聞かないわ」

「リディ、なぜそんな必要以上に満まん面めんの笑みを？」

「あら！　ごめんあそばせ、アレクシス。あなたがモニカから避さけられていると思うと心の底から愉ゆ快かいで、つい！」

「なっ！　エリオ、何か言ってやってくれ！」

「ペンテレイアはとても美しい国ですよ、リディ」

　アレクの望む言葉とは全く別方向の一言を添そえて、エリオは王子様らしく美しく微笑む。兄と違って華きや奢しやで少女めいた容姿をエリオは気にしているが、婚約者のリディにとっては好みのど真ん中らしい。今も微笑みを受けて、ぽぽぽと頰を染めるとうつむいてしまった。

「そういえば、ペンテレイアはエリオの初めての単たん独どく外がい交こうの国じゃったな」

　ティマエスがつぶやけば、落ち込んでいたアレクも思い出し、立ち直った。

「そうでした。喜びのあまり興奮して熱を出して……。私が代わりに行くと言うと、父上は焦あせって止めるし、エリオは泣くし……」

「余計なことを言うな！」

　真っ赤になったエリオを見て、モニカは驚おどろいて持っていたカップを置いた。

「そうだったんだ。もう、エリオってば！　私が楽しかったか聞いたときは特に、とか言ってたくせに」

「う、うるさい！」

　そんなに大喜びだったとは。皆に微笑ましげに見られているとは気づかず、エリオはモニカを黙らせようとやっきになる。

　隣国ペンテレイアは、カゼルラからすれば比べようもない小国だ。外交にわざわざ王太子が出向くまでもないが、それ以外の理由で、当時はアレクをペンテレイアに行かせるわけにはいかなかった。

（なんせ、私がいたんだから）

　今でこそ恋人であり、婚約者同士のアレクとモニカだが、四年前まで二人の関係は信じられないほど悪かった。

　だが、魔ま道どう王国ペンテレイアの不思議の術じゆつによって、二人の仲は大逆転することになる。

　ペンテレイアに協力を仰あおぎ、ティマエスがモニカを隠かくしたにもかかわらず、アレクはモニカを見つけ出してしまったのだ。それだけでなく、ロスターによってミラという少年の姿に変えられ、記き憶おくもなくしていたモニカは、何も覚えていない状態でアレクと出会い恋をしてしまう。

　自分の本当の姿と記憶を取り戻すために力を貸してくれ、また過去の行いを改めて大人になってくれたアレクを見て、モニカは無事に記憶を取り戻した後もこうして恋人として側そばにいることを決めたのだ。

　さんざん嫌きらわれていたモニカに振ふり向いてもらえ、婚約者にまでなったのだから、アレクが舞い上がるのも分かる。

（分かるんだけど！）

　モニカはこちらに熱い視線を向けるアレクの頰を押して、ぐいと正面を向かせた。

「あぁう……」

　目だけは未み練れんたらしくこちらを向いているが、無視だ。

（どんだけ見たら気が済むの！）

　気持ちは分かるのだが、暇ひまさえあれば見つめてくるのはいかがなものか。

　モニカがため息をつくと、部屋に先さき触ぶれの侍女が現れ、新たな招待客の到着を告つげた。

「お招きありがとうございます、陛へい下か。アレクシス殿下とエリオ様もご一緒でしたのね」

　愛らしい声と共に、大柄な騎士に連れられた少女がふんわりと優雅に一礼する。

　高い位置で結われた栗くり色いろの髪が、さらさらと肩から滑すべり落ちた。髪と同色の大きな瞳は瑞みず々みずしく潤うるみ、柔やわらかそうな小さな唇がにっこりと微笑みを形作る。

　案内をしてくれたアレクの近この衛え騎士長、ロベルトに優しく会え釈しやくして席に着いたのは、ヴァルダン王国第八王女、リディの異い母ぼ妹まいであるディアことオルディアーナだった。

（どこからどうみてもお姫様……！）

　完璧な姫っぷりに見み惚とれてしまったモニカと目が合うと、ディアは小動物のような愛らしさで微笑んでみせる。

　ロベルトはディアに一礼すると、アレクの背後、弟である従者のマーシュの隣に並んだ。

　実はディアはロベルトに恋をしており、勢いきおいですでに告白してしまっている。一時期は意識しすぎて不自然な振る舞いが目立った二人だが、お互いになかったことにするのが一番だと判断したらしい。最近は落ち着いた接しぶりだ。

　ティマエスは仲良く並んで腰掛けたヴァルダン姉し妹まいを見て、嬉しそうに口を開いた。

「ディアよ、喜びなさい。ヴァルダンからパエトン男だん爵しやくが来られるそうじゃ」

「え？」

　侍女からお茶を給きゆう仕じされていたディアの動きが止まった。訝いぶかしげにわずかに眉まゆが寄せられる。

　パエトンとは誰かとモニカが考えれば、背後のマーシュが「ディア様の後こう見けん人にんですよ」と耳打ちしてくれた。

　ならばと納なつ得とくしたが、リディは手にしていた扇おうぎをパチリと閉じ、冷ややかな目をする。

「陛下。男爵は何をしにここへ？」

　まるで来ることがおかしいような言い方に、ティマエスは目を瞬またたいた。

「いや、なんの用かは特に聞いておらんが……。ディアの様子を見に来るのではないか？」

「パエトン男爵が？　でも」

「お姉さま、きっとご機嫌うかがいですわ。わたくし、随分と国を離れておりますもの」

　ディアはにこやかに、言葉を続けようとしたリディを制した。

　納得がいかないという顔のリディに目め配くばせし、ティマエスに向き直る。

「嬉しいですわ、陛下。男爵とお会いするのは久しぶりで、少し驚いてしまいましたの。本当に滞在が長くなってしまいましたから……。陛下には感謝しております。アレクシス殿下の婚約が決まった今も、こうして残らせて頂いて」

　ディアはもともとアレクの婚約者候補としてやって来たのだ。本来なら帰国しなければいけないのだが、マーシュの嘆たん願がんやモニカの淑しゆく女じよ教育が終わっていないという理由で王太子宮に留まっている。ディアはいま、王太子殿下の婚約者の友人兼教きよう師し、という立場だ。誰も気にしていないのはモニカとディアの仲の良さと、アレクのモニカへの愛の重さゆえである。

「男爵にはお小こ言ごとを言われてしまうかもしれませんわ」

「なに、余よの方から事情を話しておこう。そなたが帰ってしまっては、モニカもリディも寂さびしいじゃろうからな」

　実は一番寂しいのはティマエスなのだが、モニカはくすくす笑いながら同意しておいた。娘むすめが欲しいが口くち癖ぐせのティマエスにとって、ディアは理想的な娘だったからだ。

「そのパエトン男爵じゃが、カーライル殿下の訪問と日がずれるようでな。少し遅れるそうじゃ。余としてはロベルトを男爵の迎えに行かせたかったのだが」

　突然の提てい案あんにロベルトはいささか驚いたようだ。マーシュが小声で「よし！」とつぶやき、アレクも迷うことなくうなずいた。

「かまいませんよ、父上。私の行き先はペンテレイアですし、近衛隊の半分も連れて行けば十分でしょう。ライは一個小隊を引き連れてくるというし、あまり多くてもペンテレイアの迷めい惑わくになる」

「でも、兄上。ベルナルド陛下のお見舞いに、そのままヴァルダンに行くのでしょう？　護衛がそんなに少なくて大丈夫なんですか」

　エリオの心配に、アレクは気軽に答える。

「ああ。ライの兵もいるし、他の国を通過するときは護衛兵が出されるからな」

　アレクはカーライルと共に、ペンテレイア訪問後はヴァルダン王国へ向かう。モニカはそのまま別行動で王都ネルトハイムに戻ることになるだろうが、二人はカゼルラの北方を抜けていくつかの国を通り、ヴァルダンへ入るのだ。

　カゼルラの王太子が通るとなれば、他国はすぐに軍を派は遣けんする。問題なく通過できるよう、国境から国境まで完全に警けい護ごしてくれるのだ。

　また、ヴァルダンへの訪問内容は大勢連れて行くような華はなやかなものではないので、ティマエスも同意するとロベルトに錫しやく杖じようを向けた。

「ではロベルト。お前にはパエトン男爵の出迎えと滞在中の護衛を任まかせる。頼んだぞ」

　はっ、とロベルトが低く答え、すんなり決まった流れにモニカは胸が高鳴るのを感じた。

（陛下、覚えていてくださったんだ）

　ディアの恋について、モニカはこっそりとティマエスに伝えたことがある。言ったのは一度だけであり、ティマエスは公こう務むで忙しい身だ。そのまま忘れられたかと思っていたのだが、後見人と引き合わせることを考えていてくれたらしい。

　もちろんヴァルダン側の意向は不明だが、ティマエスが味方してくれるならこれ以上心強いことはない。

　モニカは笑顔で両手を合わせた。

「よかったね、ディア。後見人の方が来てくれるって」

「え、ええ。でもロベルト様のご迷惑では……」

「お受けなさい、ディア」

　躊ちゆう躇ちよしたディアを遮さえぎったのは、リディだった。澄んだ瑠る璃り色いろの瞳で、ひたとディアを見み据すえる。

「ロベルトがいてくれるなら安心でしょう。それと、男爵には私も会うわ。彼がこの城に着いたら私をお呼びなさい。いいわね？　必ずよ」

「お姉さま……」

　困こん惑わくするディアに念を押し、リディは毅き然ぜんと顔を上げた。

「ロベルト。少しの間だけだけど、ディアの近衛騎士を務めてあげてちょうだい」

　心の中で万ばん歳ざいしてそうな顔のマーシュの隣で、ロベルトはほんの一瞬だけ何かを言いたそうにした。

「――かしこまりました」

　が、やがて大きな体を折り、静かに一礼した。
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　鳥の声が聞こえる。

　朝の光が射さし込むのを感じ、やけに澄んだ空気の中でアレクは目を開けた。

（……そうか。もうペンテレイアが近いんだったな）

　ロラン湖に近づけば近づくほど、朝晩の雰囲気が違っていくのが分かる。あの美しくものどかな思い出の国に、今日の昼過ぎには着けるのだ。

　マーシュを待たず一人で勝手に顔を洗って身み支じ度たくを済ませると、着替えて部屋を出た。

　アレクの朝はいつも早い。

　夏なら日の出、冬はまだ日が昇りきらないうちから起きだし、身支度や一日の予定を確認、侍従長のラフィットと事前打ち合わせ、そしてモニカの予定も確認する。これは仕事の隙を見つけてモニカに会うためだ。

　なので一連の作業がない旅先では、マーシュが起こしに来る前に目覚めることが多かった。いつもの旅なら二度寝するところだ。

　だが、今回はモニカがいる。

　王都ネルトハイムを出てから、二人は朝の時間を一緒に過ごしていた。ペンテレイアで兵士として過ごしていたモニカの朝も早く、寝顔を見ようと部屋に行くと大たい抵てい起きているのだ。モニカの走りこみに付き合ったり、剣の稽けい古こをしたり、こっそり遠乗りしたり、レームが起きているときは散歩したり……。色っぽいことは何もないが、幸せだった。

（ロベルトも上う手まくいっているだろうか。良い印象を持てればいいが）

　忠実な近きん臣しんの未来が掛かっている。ロベルトと男爵、双そう方ほうとも良い印象を持ってほしい。

　自分が幸せなせいか、余計なことまで気を回しながらモニカの部屋まで来ると、見張りの兵士達がさっと敬けい礼れいして扉を開けてくれる。ほぼ毎朝のことなので、制止されたりしない。この喜び。夢のようだ。

　中にはちゃんと控えの間があり、ローズの部屋もここから続いている。ローズを警けい戒かいしつつ、アレクはモニカの部屋の扉を小さくノックした。

「モニカ？」

　小声で呼びかけて、扉を小さく開いてみたが返事はない。

（寝てるのか？）

　彼女にしては珍しい。旅の疲れが出たのだろうか。

　部屋はもう明るい。レースのカーテン越しに射し込む朝あさ陽ひを頼たよりに、アレクはそっと寝しん台だいに歩み寄った。

　レームと寄り添っているのが気に入らないが、愛らしい寝顔だ。しばらく堪たん能のうしようと決めたときだった。

　モニカがぱちりと目を開けたのだ。

　翠すい緑りよくの瞳が焦しよう点てんを結び、アレクとはっきり目が合う。

　起こしてしまったことを謝しや罪ざいしようとした瞬間――。

「キャアアアアアアアーっっ!!」

　館中に響ひびき渡るような絶ぜつ叫きようがモニカの口から飛び出した。

（え!?）

　隣で寝ていたレームが飛び起き、続き部屋から誰かが走りだす気配がする。

「殿下ー！　あなたという方は！」

　身支度途と中ちゆうだったらしいローズが足音も高く乗り込んできたが、何も行動を起こしていないアレクには弁べん解かいのしようもない。

　モニカは翠緑の瞳に涙を溜ためて、アレクを睨んでいる。

　きっと驚かせてしまったのだろう。それか寝起きで、つい昔の記憶と混ざってしまったのだ。そうに違いない。

　アレクは怖こわがらせないよう、まずはモニカから数歩離れた。

「どうしたんですか、モニカ。寝ぼけて昔でも思い出し……」

「あなた誰!?　ここはどこなの!?」

「は!?」

　叫さけばれた内容に、思考回路が停止した。

　モニカはアレクとローズを交互に睨みつけたまま、寝台の奥に這はいずりながら逃にげる。

　険けんのある声で叫んだ。

「なんなのいったい!?　こっちにこないで!!」

「!?　モニカ様!?」

　これにはローズも衝しよう撃げきを受けたようだ。

　立ちすくんでいると、モニカは隣で目を丸くしている存在に気づき、ぎょっとした。

「いやだ、半はん端ぱ者ものじゃない！　近寄らないで！」

「ふぎゃっ」

　あろうことか、レームを蹴り飛ばしたのだ。

「何をする！」

　思わずアレクは叫んでいた。悲ひ鳴めいを上げて床ゆかに転がったレームを抱き上げ、目の前の恋人をまじまじと見つめる。

　長い亜あ麻ま色いろの髪。お人形のように可愛らしい顔は怒りと恐きよう怖ふに歪み、翠緑の瞳には涙が浮かんでいる。わななく薄うす桃もも色いろの唇に、華奢な肢し体たいと愛らしい声。

　モニカの顔。モニカの声。モニカの体。

　それなのに、アレクの脳内で何かが警けい鐘しようを鳴らした。

（違う……！）

　目に映うつるものが信じられず、アレクは胸の中で怯おびえているレームをぎゅっと抱き締めた。

「君は……、誰だ……!?」

　声が震ふるえた。

　一いち夜やの間に一体何が起こったのか。昨夜おやすみのキスをして別れる瞬間まで、彼女は確かに「モニカ」であったのに。

「誰って……。……あ！」

　モニカはしばらく不機嫌そうに考え込んでいたが、突然叫んで自みずからの頭に手をやった。

　腰まである長い亜麻色の髪を撫なで、色を確かめる。

　そして、何かにひらめいたように表情を変えた。

「そっか！　ねぇ、名前言って？　あなた誰？」

　モニカの瞳が輝く。恐怖の取り払はらわれた小作りな顔がにっこりと微笑みをつくり、見慣れた可愛らしい唇から明るい声が聞こえる。

　カタンと音がした。よろめいたローズが花か瓶びんを倒してしまったらしく、棚たなを伝って水が流れ落ちる。床にじわりと染みが広がっていくが、立て直す余よ裕ゆうがなかった。

　アレクは懸けん命めいに心を落ち着け、低く答えた。

「……アレクです。私が……、私が、分からないんですか？」

　総そう毛け立ったアレクに向け、モニカは満足そうに、ニッと笑った。

「はじめまして、アレク！　これからよろしくね！」

　弾はずんだ心を表すように、ベッドからアレクの腕の中へと飛び込んだ。
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　妙に肌はだ寒ざむくて、モニカはぶるりと震えて身を起こした。

（さむ……。窓開いてるのかな）

　真夏とは思えないほど辺りはひんやりとしていて、鳥達の囀さえずりが驚くほど大きく聞こえる。視し界かいに眩まぶしい朝の光が入り、モニカは半身を起こすと大きく伸びをした。

「うーん…………えっ!?」

　その姿勢のまま、固まった。

　レースのカーテンのように、薄く光を通す白い靄もや。

　目が霞かすんでいるのかと思ったが、違う。視界を覆おおうこれは濃い霧きりだ。

　町の客室ではない。モニカは草地に寝かされていたのだ。

（外!?　私、外で寝てるの!?）

　いつの間に運ばれたのか。アレクがしたのだろうか。寝過ごして、一行はすでに出発しているのか？　それとも夢なのか。

「ぎゃあっ！」

　だが環境の変化よりも、モニカは自身の体に起こった大変な異変に気づいた。

「胸がない――――!!」

　見下ろした白い服のそこは、わずかな隆りゆう起きがあるだけで、ほぼ真まっ平たいらだったのだ。

　まるで男……と考えてミラになったのかと思ったが、他の部分は女性だった。

（む、胸どこ!?　私の胸は!?）

　モニカは周辺の草原を探った。実際に近くに落ちていても怖いのだが、気が動転してそれどころではない。

　しかし、ふと手を止めた。

「…………」

　さらさらと銀色の糸がまとわりついてくるのだ。まるでモニカと一体化しているかのように。

　引っ張ってみると、なぜか頭とう皮ひが引っ張られる感かん触しよくがある。

（……………………髪の毛……？）

　そこでやっと、周囲の景色を見る余裕ができた。

　霧に覆われているが、あたりは深い木こ立だちだ。鳥だけでなく、小動物が草を揺ゆらす音がする。

　空気が違った。深しん呼こ吸きゆうすれば体内が浄じよう化かされるような清せい冽れつさと、芳かぐわしい緑の香り。森は森でも、モニカの知る中でこの空気を感じる場所は一つだ。

「シレナの森……？」

　声に出して、今になってドキリとした。

　声が違う。モニカよりも、さらに高く、細い。他人に確認してもらうまでもなく、自分の声ではないと分かった。

（なにこれ……？）

　鼓こ動どうが、どんどんと速まる。

　モニカは恐怖のような焦りのような衝しよう動どうに駆かられ、立ち上がった。

　柔らかな草地を蹴る足に靴くつも絹きぬの靴下もない。裸足はだしだ。身につけている服は袖そでのない白のドレスで、なんの飾かざりもなく、丈たけは膝ひざまである。素材は分からないが、絹のように滑なめらかで肌触ざわりが良かった。

　モニカは走った。裾すそが軽やかに翻ひるがえり、日々鍛たん錬れんを積んでいる自分の体よりもよく動く。

　まるで野生動物になったかのように、モニカは霧の森を駆け抜ける。静かな森に響くのは、清さやかなせせらぎの音だ。

（あった！）

　かすかに聞こえていた音のとおり、小川が流れている。

　駆け寄ったモニカは、清流に顔を突っ込む勢いで水面に自分を映した。

「うわああああああああっ!!」

　瞬間、腰が抜けそうになり、川べりにへたり込んだ。

　深呼吸し、瞬きを繰くり返し、心を落ち着けてから、もう一度川を覗き込む。

「だ、誰……、これ……？」

　真まっ直すぐな、全く癖くせのない銀色の髪。年は十一、二歳だろうか。幼さの残る顔を驚きの表情に変えて水面を覗き込んでいる。大きな碧へき玉ぎよくのように煌きらめく、紺碧の瞳。生きていることが信じられないほど整った容姿の少女は、呆ぼう然ぜんとした顔で小さな薄うす紅べに色いろの唇を動かした。

「綺き麗れいすぎる……」

　姿すがた形かたちが変わった衝撃も忘れ、モニカは本ほん音ねを漏もらしたのだった。







　第二章　娘と娘







　とりあえず飛びついてきたモニカを受け止めたものの、アレクもローズも、レームも口を開くことができなかった。

「おはよーございまーす。すごい悲ひ鳴めいが聞こえましたが大丈夫ですか？」

　ノックの音がして、扉とびらが開く。控ひかえの間から顔を覗のぞかせたマーシュに、三人は勢いきおいよく振ふり返った。

「マーシュ！　来い！」

「マーシュ様！」

「マーシュー！」

　泣き顔のレームが駆かけ寄り、部屋に入ってきたマーシュは照れながら頭を掻かく。

「ええー、朝からモテモテ……」

「あなた誰？　ちょっと馬ば鹿かっぽい」

「はははモニカ様、馬鹿っぽいって…………。モニカ様!?」

　放たれた一言に、マーシュはモニカを凝ぎよう視しする。

　まじまじと見つめられるのが気に入らないのか、睨にらみつけてくるモニカにゴクリと息を呑のんだマーシュは、いったん部屋を出てすぐに戻ってきた。

　控えの間も、部屋の扉もしっかり閉じると、急ぎ足でアレクの前に来る。

「外の兵士には怖こわい夢を見て叫さけんだって言っておきましたから。えー、まずですね、殿でん下かとモニカ様の体たい勢せいの説明からどうぞ」

　アレクはモニカを受け止め、尻しり餅もちをついたままだ。胡あ坐ぐらをかいているような格かつ好こうで、モニカはその上に抱っこされている。

　指し摘てきを受けて、アレクは首っ玉にしがみついているモニカを見下ろした。

「そ、そうだな。モニカ、ちょっと膝ひざから……」

「おりなきゃダメ？」

「ダメなわけないでしょうが!!　大だい歓かん迎げいですよもちろん!!」

　小首を傾かしげて見上げられ、考えるまでもなく即そく答とうしていた。モニカの翠すい緑りよくの瞳ひとみが柔やわらかく細まる。

「じゃあおりないー」

　えへへーと笑って胸に擦すり寄られ、アレクは全身がぶるぶると震ふるえだすのを感じた。

（なんだこれは!?　夢か!?　夢の続きなのか!?）

「殿下ちょっと、早く目覚めてくださいよ。周りの人間まで夢の世界に召しよう喚かんするのはやめてください」

「全くですわ。モニカ様のお体が蹂じゆう躙りんされる夢など不ふ愉ゆ快かいです」

「恋人を抱っこしただけなのにこの言われよう！　違う！　これは夢ではなくて現実なんだ！」

　婚約者と密みつ着ちやくしているのが信じてもらえず、夢の世界に他人を引き入れる能力を信じられるとは、一体全体どういうことか。

　……と思いつつ、自分が一番信じられなかったりもする。
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　アレクは夢ではないという証しよう拠こに、モニカを抱く腕うでに力を込めてみた。

　温かい。子猫を抱いているような柔らかさと、髪や体から香る爽さわやかな甘さは間違いなくモニカ本人だ。アレクの手なら片手で覆おおってしまえるほど小さな顔、生き生きとした翠緑の瞳、可愛かわいらしい鼻と唇くちびる。亜あ麻ま色いろの髪も何もかも、見れば見るほどモニカである。

　だが、中身は違う。詳細は不明だが、人格が誰かと入れ替わっているのだ。

　最初は記き憶おく喪そう失しつかと疑ったが、たとえ記憶を失っていてもモニカがレームを蹴けり飛ばすなどありえない。それにこの女性にはあやふやではない、はっきりした人格がある。

　アレクは真剣な顔で翠緑の瞳を覗き込んだ。

「あなたは誰ですか？　モニカではないんでしょう？」

「そうだよ。ねぇ、リーをシレナの森につれていって」

「リーという名前なんですか？　森に行く前に、私のモニカがどこにいるのか答えてください」

　モニカの無事を考え厳きびしい声になったが、リーと名乗った人物はきょとんとした。

「シレナの森にいるよ。リーと取り替えっこ」

「取り替えっこって……」

　ずいぶん簡単に言ってくれる。

　しかしマーシュは眉まゆを寄せた。

「何をどうやって取り替えっこしてるんですか？　魔ま道どう？　姿を変える魔道はあっても、完全に入れ替えてしまうなんて大変なことですよ。並の魔ま導どう師しにできることじゃない」

「なんにせよ、迷めい惑わくですわ！　すぐにモニカ様を返してくださいませ！　あなたの都合でいきなり取り替えだなんて勝手すぎます！」

「やー。大きい声こわいー」

　ローズに怒ど鳴なられ、リーはアレクの胸に隠かくれてしまう。

「ローズ、落ち着いてくれ。モニカが……ではなくてリーが怖がっている」

　頼たよられては守らないわけにはいかない。モニカではないと分かっているのだが、この外見がアレクにもたらす影えい響きようは多大だった。

　ローズは鼻はな白じろむと、あてつけがましく声を小さくした。

「かしこまりました、申し訳ございません。モニカ様がお帰りの際には、殿下が偽にせ者もの相手にデレデレしてお体を触さわりたくっていたとご報告させて頂きます」

「事じ実じつ無む根こんすぎる！　誤ご解かいを与えるような報告はやめてくれ！」

　モニカになんと思われるか。それでなくても最近逃にげられ気味なのに、これ以上触ふれ合いが減ると自分でもどう対たい処しよしていいのか分からなくなる。

　と、胸元をくいくいと引っ張られた。

「ねぇねぇ、アレク。森につれていってくれるの？」

　ねぇねぇ、とかおねだりされれば何でもする。モニカに「ねぇねぇ国獲とってきて」とか言われたら獲る自信がある、と常日頃から思っていた呼びかけに、アレクはカッと目を見開いた。

「当たり前でしょうが！　森だろうが山だろうが世界の果てだろうがあなたが望むなら行きますよ！」

「本当？　アレク優しいね。大好き！」

　大好き。

　アレク優しいね。大好き。

（大好き、大好き、だいす、だい、だいず？　だい……）

「落ち着け。落ち着くんだ」

「大丈夫ですか、殿下。俺達は落ち着いて……」

「落ち着け、私」

「あ、殿下自身ですか」

　いよいよ夢じみてきた。

　モニカ様じゃなくてリーちゃんですよというマーシュの声が聞こえるが、聞こえるだけで頭に入ってこない。

「もう一回言って下さい」

　ためしにお願いしてみれば、モニカはなんなく微ほほ笑えんだ。

「アレク大好き」

「もう一回」

「アレク大好き」

「もう一回」

「アレク大好き！」

「もう一っ回いいい!!」

　力の限りに叫べば、モニカは笑顔全開でアレクの首に腕を回した。

「アレクだあーい好きっ！」

「うおああああらああっっしゃーっっああああ!!」

　拳こぶしを振り上げ雄お叫たけびを上げたアレクは、感かん無む量りようとばかりに天を仰あおいだ。

「ひいいいっ、殿下が壊こわれた！」

「うわあああんっ、デンカが吠ほえたよー！」

　びいいいっと声を上げて泣きだしたレームを抱き締しめ、ローズは眦まなじりを決する。

「落ち着きなさい、みんな！　しょせんはモニカ様の声と姿を持っただけのまがいもの！　本物からは生しよう涯がい言われないであろう言葉に、殿下は身の程もわきまえずに浮かれているだけですわ！」

「そこまで言うか！」

　生涯言われないとか、不ふ吉きつすぎる。

　夢に浸ひたる余よ韻いんもなかったが、正気に返ったアレクにマーシュは尊そん敬けいの眼まな差ざしを向けた。

「殿下、素晴らしい吠え声でしたよ。一いつ角かく獣じゆう泣かせましたよ」

　えぐえぐと泣くレームの頭を撫なで、アレクも反省した。

「すまなかった。つい、モニカの声で言われる大好きに取り乱みだしてしまった」

「ありえませんものね」

「まだ言うのか君は」

　どこまでも辛しん辣らつなローズだが、ある意味ありがたい。この無む邪じや気きなリーにモニカの姿でお願いされると、なんでもしてしまいそうだ。改めてモニカの節度ある振ふる舞まいが思われ、ほろりとしてしまった。

（モニカを迎えに行かなければ）

　きっと、急に姿を変えられて不安がっているに違いない。

　皆同じ気持ちらしく、レームは泣き止み、マーシュは真顔になった。

「殿下、とにかくウィトス魔導師長にお会いして、モニカ様を探しましょう。ライ様には事情をお話しして、時間をもらって」

　人格を入れ替えるなど、ペンテレイアの不思議の術じゆつ――魔道でしかありえない。詳しい人物に聞くのが一番だとアレクもうなずき、リーを膝から下ろした。

「ローズ、リーを着替えさせてやってくれ。すぐにモニカを迎えに行く。マーシュ、ライが起きていれば話を……」

「リーは戻らないよ」

　絨じゆう毯たんの上に下ろされたリーは、少し不ふ機き嫌げんそうに動き出した面々を見上げた。

「もう戻らない。リーはこれでいいもん」

　アレクが、マーシュが、ローズとレームがあ然として動きを止める中、リーは立ち上がる。

　モニカの姿で部屋を横切り、大きな姿見の前まで来ると、くるりと一回転した。

　薄桃色の夜よ着ぎがふわりと空気を含ふくみ、花びらのように広がる。

　リーは満足そうにそれを眺ながめると、沈ちん黙もくのまま目で追っていた一同を振り返った。

「リー、この体気に入ったよ。アレク！　パパに会いたいからシレナの森につれていってね！」

　それは、とても無邪気な笑顔だった。

　子どもが欲しい物をもらったときのような、何の憂うれいもない、純粋な喜びの顔だった。
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　白はく馬ばで草原を駆かけ抜け、アレクはペンテレイア王おう都とに騎き乗じようしたまま乗り込んだ。

「すごーい！　町だぁ！」

　馬上できゃあきゃあ騒さわぐモニカ……ではなく、リーを抱いたまま、アレクは大通りを疾しつ駆くする。どの道であっても、円形の噴ふん水すい広場に着くはずだ。

　すぐ横を併へい走そうするのは薄い灰色の子馬の姿を取ったレーム、背はい後ごからはライと二人の護ご衛えい、アレクの護衛三人が続いている。急いでペンテレイア王都に行く用事ができたと言うと、ライは同行を希望し、勝手について来たのだ。さすがに町中をこれ以上の集団で駆けるわけにもいかないので、残りの兵は後から入城させることにした。

　前方に続く道がやがて、固められた土から青と白の煉れん瓦がに変わる。

　幾き何か学がく的な紋もん様ようを描くその道の先に、陽光に照らされ輝く噴水の煌きらめきが見えた。

　約半年ぶりに見た円形広場では、建国の女王と側そばに寄り添そう一角獣の像がアレクを出迎えてくれる。胸が締め付けられるような懐なつかしさに、手た綱づなを取る手に力がこもった。

（ああ、モニカがここにいれば……！）

　どれだけ喜んだだろう。腕の中のリーはなんの感かん慨がいもなく、物もの珍めずらしそうに町並みを眺めるだけだ。

　広場を北に折れ、貴き族ぞくの屋や敷しきが立ち並ぶチェリルー通りの坂道を上がっていけば、大きな黒の透すかし門とポーラの生いけ垣がきが現れる。その真正面奥には、黄おう金ごんの丸屋根を持つペンテレイア王城〝宝ほう珠じゆ〟の姿が見えた。

　門もん兵ぺい達が慌あわてて城門を開いてくれ、礼を言ったアレクは芝しば生ふの広場に駆け込んだ。

「お、これが宝珠か。誰か立ってんぞ」

　乗馬の腕はさすがに高く、ライはしっかりとアレクについてきていた。馬から降りた彼の言葉通り、宝珠の玄げん関かんには深しん紅くのマントに金きん髪ぱつの青年が満面の笑えみで立っている。

「よくぞ参られた！　余よがペンテレイア国王リチオだ！」

　青い瞳をきらきらさせた貴き公こう子しに宣せん言げんされ、ライは愕がく然ぜんとした。

「いきなり国王……だと!?　謁えつ見けんの約束などはいいのか!?」

「余は常に暇ひまだ。物見からアレクシス殿下が駆けて来ると報告があったので、迎えに出たのだ」

　相変わらず元気なリチオに、アレクはリーを引っ張り駆け寄った。

「お久しぶりですリチオ陛へい下か！　馬で乗り込んだりして申し訳ない大変なんですすぐにウィトス魔導師長と会わせてください緊きん急きゆう事じ態たいですこれはヴァルダンの王子でライです！」

「落ち着くのだ、アレクシス殿下！　ウィトスはすでに余のモニカに呼ばれて謁見の間に控えておる。案内しようぞ、カーライル殿下に、おお、一角獣！　元気だったか？」

　子馬のレームはアレクの背後に隠れて、こっくりとうなずく。

「よーしよしよし、あとで共にリンゴを食べようではないか」

「リンゴはどうでもいいんですよ！　ウィトス魔導師長を、ウィトス様を!!」

「も、もちろんだ、アレクシス殿下。さあ、謁見の間でモニカが待っているぞ」

　めちゃくちゃなアレクの言葉にも、リチオは怒ることなく城へ案内する。レームがとことこと後に続き、ライは慌てて騎き士し達に指示を出しているアレクの腕を引いた。

「おい、馬が城に入るぞ！　いいのか!?」

　子馬が小こ姓しよう役のレームだと気づいていないライに、アレクは真ま面じ目めに諭さとす。

「ライ、ヴァルダンでの常識は捨てろ。ここはペンテレイアだ」

「どういう意味だ!?」

「敵はいない。身分の序じよ列れつはあるが、それは絶対ではない。変なことも起こるし、あの子馬は特別で、ある意味リチオ陛下より大事にされている。あと、この国で政治的に権けん限げんを持つのは大だい臣じん、次に王おう妃ひだ」

「なに！　臣しん下かと妻に国こく政せいを乗っ取られているのか!?」

「そうだ！」

「アレク、まだー？　あの人行っちゃったよー？」

　腕にしがみついていたリーが、城の奥に消えたリチオを指差す。

　一瞬にして悪あく徳とく大臣と悪あく女じよ妻のイメージを持ってしまったライに説明しつつ、アレクはリーに急せかされて謁見の間に向かった。一時期は住んでいたと言ってもいいほど滞たい在ざいしていたので、王おう宮きゆう内の地図はばっちりだ。

「謁見の間」と金のプレートの掛かった部屋の前では、リチオとレームが待ってくれている。アレクとライが追いついてきたのを見て、番ばん兵ぺいが扉を開けてくれた。

　明るい室内は真まっ白しろな壁に囲まれ、たくさんの窓がある。他国の謁見の間に比べると小さな部屋は、光に溢あふれてとても穏おだやかだ。様々な国の謁見の間を知るアレクだが、ペンテレイアの温かな雰ふん囲い気きはどの国にも出せないと思う。

　中にいたのは三人だけだ。紫むらさきの文ぶん官かん服ふくをまとった白はく髪はつ混じりの男と、長い黒髪をゆったりと一つにまとめた大柄な男。大臣ガレと魔導師長ウィトスは、来客である二人の王子に揃そろって深々と一礼する。

　そして左右にガレとウィトスを従したがえ、玉ぎよく座ざに腰掛けていた美女が立ち上がった。

「ようこそ、カーライル殿下。我が国への訪問を歓迎いたします。アレクシス殿下、お久しぶりですね」

　亜麻色の髪に翠緑の瞳。モニカと同じ色しき彩さいを持ち、諸しよ事じ情じようにより名前も同じである王妃モニカは美しく一礼する。

　やっとまともな受け答えができると思ったライは、落ち着きを取り戻して進み出た。

「お初にお目にかかります、モニカ王妃。カーライル・フラン・アディマーリ・ヴァルダンです。あなたのような美しい方が王妃とは、ご夫ふ君くんのリチオ陛下がうらやましい限りだ」

「まあ、お上じよう手ずを。遠方からようこそいらっしゃいました。私もお会いできて光栄です」

「ははははは、カーライル殿下よ、どうだ！　余のモニカのこの美しさゴフッ！」

　見えた。アレクの目には、リチオの脇わき腹ばらに肘ひじ鉄てつが入ったのが見えた。

　同じく犯人が見えたのか、大臣ガレが注意を自分に向けるかのように一歩踏ふみ出した。

「昼過ぎの到着とうかがっていましたが、予定が早まったのですね。いま用意を整えさせておりますので、よろしければ昼食を……」

　ありがたい言葉に、アレクはずいっとライを押し出した。

「ガレ大臣、一週間だけでかまいません！　ライの相手をお願いします！」

「一週間とかそもそもの滞在日数ではありませんか、アレクシス殿下！」

　どさくさに紛まぎれて押し付けようとしたのに、ガレは聞き逃のがすことなく突っ込んでくる。さすがに国を支える大臣は手て強ごわい。

　ライは拗すねたように唇を尖とがらせた。

「おいおい、アレク。俺を一人で放っておく気か？　薄はく情じようだな」

「当たり前だ。案内の相手がお前だと聞いたときから放置しようと思っていた！」

「なんだよー、ヴァルダンでお前をほったらかしてきた俺に対する復ふく讐しゆうか？」

「よく分かったな！」

　幼い頃から交流のあったアレクとライだが、その性格はまるで違っていた。それが二人の気の合う理由であり、腹の立つ理由でもある。

　アレクがヴァルダンを訪問するたびに案内役を買って出るライだが、最後まで付いていてくれたことは一度もなかった。いつも気がつくといなくなり、悪びれもせず戻ってくる。二人だけで出かけようと言われ、土地勘かんのない町で一人取り残されたことも多数だ。

（今回の旅は、モニカだけに全力を傾かたむける。ライは無む視しだ）

　と、決意して臨のぞんだのに……。

　アレクは泣きそうになって、腕に縋すがりつくリーを見下ろした。「ん？」と可愛く見上げられても虚むなしい。顔はモニカなのでたまらなく可愛いが、虚しい。

「ガレ大臣、緊急事態なのです。私はすぐに向かわないといけない所がある。ライのことをお願いします」

「まあ、それはもちろんかまいませんが……」

　もともと接待するつもりだったガレだ。途と惑まどいつつ了りよう承しようしてくれ、アレクはライにも頭を下げた。

「ライ。放置するわけではないんだ。必ず二、三日中に戻るから時間をくれ！」

「了りよう解かい。その様子だとなんか変なことになってるみたいだしな。俺もペンテレイアでしたいことがあるから自由にさせてもらう」

　はっきりと事情は言っていないが、ライは今朝のモニカの悲鳴で何かを感じ取っているらしい。深く追求せず、王妃の白い手に口付けた。

「それでは、お美しい王妃様。昼食の時間まで部屋で休ませていただきます。朝が早かったもので」

「ごゆっくり、カーライル殿下。楽しい昼食になりそうです」

　ライは兵士達に案内されて、宝珠の奥へ去っていった。

　扉がぱたりと閉じられ、部屋の中が見知った者だけになる。

　その途と端たん、モニカ王妃はキスされた手を拭ふき出した。

「なに、あの軟なん派ぱ男？」

　ガレはぎょっとしたように小声になった。

「こ、これモニカ！　少しは取り繕つくろいなさい！」

「カーライル殿下って気さくな方ね」

「そうそう、そんな感じだ！　ヴァルダン王国の王子殿下なのだぞ？」

「ちょっと遠いんだよね。役に立つか微び妙みようなところ」

　元々が下町の娘である王妃はあっさり言い捨て、モニカの姿のリーに目を向けた。

「で？　予定早めて来たのはこれのせい？　さっきから思ってたんだけど、これ、モニカ様じゃないよね」

　これ呼ばわりされ、リーがむっと眉をひそめる。

「あなたがペンテレイアの王妃？」

　じろじろと眺め回し、リーはふーんと目を細めた。

「美人だって聞いてたけどたいしたことないのね。リーの方が美人だわ」

「そりゃどうも」

「いひゃああいやい！」

　王妃の細い指先でうにーっと頰ほおを引っ張られ、リーが涙声になった。

「モニカ王妃、離してあげて下さい！　体は私のモニカなんですよ!?」

「モ、モニカ！　落ち着くのだ！　間違いなくお前の方が美しい！」

「そう？　ありがと。別に全然怒ってないけど？」

　夫からの取り成しに機嫌を直したのか、王妃はぱっと手を離す。そして改めてアレクに擦り寄ったリーを眺めた。

「なんなの、このガキんちょ」

「あなたも子供だと判断するんですね」

　実はマーシュやローズからも、中に入っているのは子供ではないかと言われていたのだ。

　感心したアレクに、王妃は呆あきれたように腕を組んだ。

「アレクシス殿下、見た目に惑まどわされすぎ」

　ざっくり言われてしまった。確かに、外見がモニカであることは多分に影響している。

　ガレは事情を察すると、あわあわと震えながらウィトスを見上げた。

「モニカ姫の中身が入れ替わっているというのか？　ウィトスよ。これは一体どういうことだ？　魔導師達が関係しているのか？」

　もしも魔導師が関係していてモニカに何かあれば、ペンテレイアは滅めつ亡ぼうする。冗じよう談だんでも大おお袈げ裟さでもなく、アレクの手によってペンテレイアは地図上から消えるだろう。

　国を憂える大臣からの問いに、魔導師長ウィトスはその漆しつ黒こくの瞳でリーを見つめた。

　見下ろされたリーは、臭くさい物でも見るかのように顔をしかめる。

「お前も半はん端ぱ者ものね？　リーはお前のような者が大嫌いよ」

「……君は……！」

　ウィトスだけでない。モニカ王妃やガレ、リチオまでもがハッとしたのを見て、アレクは叫んだ。

「リチオ陛下が顔色を変えた！　それほどに分かりやすく大変なことが!?」

「アレクシス殿下は余をなんだと思っているのだ!?　余はペンテレイアの国王だぞ！　この娘が何者かぐらいは知っている！」

「ご存ぞん知じでしたか、陛下！　ようございました！」

「リチオ、知ってたの!?　よかった、教育した甲か斐いあった！」

　涙する大臣と妻に悔くやしそうな顔をし、リチオはリーを覗き込んだ。咳せき払ばらいをし、おもむろに尋たずねる。

「つまり、あれだ。そなた……一角獣だな？」

「そうよ」

　こっくりうなずかれ、リチオは「当たった！」と小こ躍おどりした。知っていると言いつつ、自信がなかったらしい。

　しかし驚おどろいたのはアレクの方だ。

（リーが一角獣!?）

　確かにそれなら混血のレームが嫌きらわれるのも、完全な人格の入れ替えができるのも納なつ得とくできる。並の魔導師にはできなくとも、聖せい獣じゆうである一角獣が術を行うなら可能だからだ。

（では、モニカはいま一角獣になっているということなのか……！）

　アレクが息を呑めば、ウィトスも興味深そうに、リーに向かって身を屈かがめた。

「まさかとは思うが、ソルデラの法かな？　媒ばい介かいをもって、他者の器と魂たましいを入れ替える。我々魔導師にできることではないし、術を行ったのは君の仲間だね？」

　だが、リーはアレクの陰かげに隠れると、顔だけ覗かせてウィトスを睨んだ。

「半端者のお前と話すことは何もないわ。ペンテレイアを滅ほろぼしたお前たちなど、本当ならリーの前に出てはいけないのよ？」

（ペンテレイアを滅ぼした……？）

　不思議な物言いにアレクは背後を振り返ったが、リーは険けわしい瞳でウィトスを睨むばかりだ。その目には、同じ半端者と呼びながら、レームに対する以上の嫌けん悪おがあった。

「……なるほど」

　しんと部屋が静まり、誰もが言葉を忘れて立ち尽つくしていたが、ウィトスはやがてゆっくりと一礼した。

「ようこそ、森の王の娘よ。我々女王の末まつ裔えいが御ご前ぜんに出ることをお許し頂きたい」

　急に畏かしこまったウィトスにアレクは途惑うが、背中にいる少女は鼻を鳴らして当然のように礼を受ける。返礼はしようともしない。

　それについては気にせず、ウィトスは不安そうに首を傾げるレームを撫でて表情を改めた。

「アレクシス殿下。ミラ……モニカ姫の身の安全に関しては心配いらない。この少女の体に入っているなら、彼女は必ず守られるからね。ただ、元の姿に戻すと言うなら私達のような半端者の手に負おえることじゃない。純じゆん血けつの一角獣だけが行えることだ」

「そんな！　リーが戻らないと言っているなら仲間もそう思っているのでは……！」

　その可能性が高いと思い焦あせったのだが、ウィトスはいいや、と首を振った。

「森に行ったら一角獣を探しなさい。この少女や術を掛けた一角獣は恐おそらく子供だ。ペンテレイアの歴史を知る大人の一角獣であれば、相手がどんな生き物であっても必ず協力してくれる」

「本当ですか!?」

　その言葉を証明するように、リーがムスッと押し黙る。全身の緊きん張ちようが解とけ、アレクはやっと表情を緩ゆるめた。

「分かりました。大人の一角獣ですね？」

「たとえ一角獣に変わっていても、殿下、あなた自身がモニカを探しに行けば絶対に見つけられる。少年だったミラからモニカ姫を見つけたあなたなら」

「――当然です！」

　どんな姿でも見つけられる自信はある。

（待っていてください、モニカ！）

　アレクはどこかで自分を待っているだろうモニカを想い、固く拳を握にぎり締めた。
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　がさっと背後の繁しげみが揺ゆれる。

　ハッと身構えたモニカに向け、人ひと影かげが突進してきた。

「リー！　今日も綺き麗れいだ大好きだよー！」

　川辺でひたすら霧きりが晴れるのを待っていたモニカは、突然現れた男に驚き、飛び上がって突とつ撃げきを避よけてしまった。

　目標物に躱かわされた男は、ずざーっと腹から草原に滑すべり込む。川に落ちそうになって、慌てて起き上がった。

「うおわっ！　なんで避けんのさ、リー！」

　恨うらみがましい目で見られ、モニカはまじまじと見つめ返した。

（なに!?　誰これ!?）

　目を疑うほど美しい青年だった。年の頃は二十歳前後。アレクとそう変わらないだろう。

　座りなおした青年はぶつぶつ文もん句くを言いながら、白い装しよう束ぞくについた土を手で払はらう。大柄ではないが体は引き締まり、身のこなしはしなやかで無む駄だがない。服の上からでも筋肉の動きが感じられ、端たん正せいな顔の割りにどこか野生的な獣けものを思わせた。

「どうした、リー。オレがカッコよくて惚ほれ直した？」

　あまりにもモニカが見つめるので、青年は土を払う手を止めた。

　少し長めの銀色の髪をかき上げ、深い、綺麗な青い瞳を細める。
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（……角つの？）

　青年が前髪に触れたとき、ちらりと覗いたそれにモニカは眉を寄せた。

　一瞬だったが、青年の額ひたいに金色の小さな突とつ起きが見えたのだ。

　二人は長い間見つめあう。

「リー？　…………」

　と、さすがに変だと思ったのか、青年が突然両手を打った。

「ああ、君か！　こんにちは、久しぶり。相変わらず可愛いね！」

「は？」

　混乱の極きわみに達したモニカの手を握り、青年はその指先にキスをした。

「あの時はゴメン。オレだってやりたくないけど仕方がなかったからさ」

　わけの分からないことを言い、モニカを抱こうとする。とっさに身を躱したが、手は離してくれない。

「オレ、女の子大好き。一度会った子は忘れないから。分からないことだらけだろ？　おいで、オレが全部教えてあげる」

　にこっと、青年は白い歯を見せて爽やかに微笑む。

（……これは危ない）

　手は摑つかまれたままだが、モニカはじりじりと後あと退ずさった。

　女慣なれしている。

　ついていくと、まず間違いなく帰れない。逃げれば追ってくるだろうし、絶対に捕つかまる。

（この子の恋人？　……でも私がこの子じゃないって知ってるような言い方だけど……）

　どうやって逃げるべきか。青年と対たい峙じしながら考えていると、何か動物が草を踏みしめる足音がした。

「リー？　どうしたの？」

　優しい声が聞こえた。青年が舌した打うちして、モニカの手を離す。

　その隙すきに青年から距きよ離りを取ったモニカは、声のした方を振り返って危あやうく悲鳴を上げかけた。

（一角獣!?）

　確かに人の声が聞こえたと思ったのに、側にいたのは純じゆん白ぱくの鬣たてがみを持つ一角獣だったのだ。

　普通の馬より小さいが、ちゃんとした大人だろう。レームを見慣れたモニカには、その一角獣が成せい獣じゆうだと分かった。レームよりも大きいし、何より天を突くような黄金の角が見事だ。

（なに!?　なんで一角獣がこんな普通に……！）

　返事をしないモニカに、一角獣は首を傾げると一呼吸の間に姿を変えた。

「どうしたの、リー？　またアルトに何かされたかい？」

　眩まばゆい光がこぼれ、モニカは今度こそ悲鳴を上げてしまった。

　現れたのは、柔らかそうな銀色の髪と紺こん碧ぺきの瞳を持つ三十歳前後の男性だったのだ。この少女や側にいる青年の例に漏もれず、人間離れした美び貌ぼうの。

「はああぁ、聞き捨てならねー。エル様、オレ、リーに変なことしたこと一回もないから」

　青年の名はアルト、この少女はリー。そして年の離れた男性はエル。

　モニカにはもう、リーが何者なのか疑いようもなく分かった。

　アルトの抗こう議ぎに、エルは困ったように微笑んだ。

「アルト、君は群れに帰りなさい。ここは森の王である君が来るところではないよ」

「森の王!?」

　素すっ頓とん狂きような声を上げたモニカに、アルトとエルの視線が集まる。

　モニカの様子がおかしいことを察したのか、エルが一歩踏み出したときだった。

「リーは戻んないよ。たぶんね。オレ、リーが戻してって言うまで手ぇ出さないから」

「……戻る？」

　眉をひそめたエルに、モニカは駆け寄った。

「あの、私、リーという子ではないんです」

　信用できそうな人だと思った通り、エルはアルトから庇かばうように腕の中に囲ってくれる。抱き締めたりはしない、節度のある触れ方だ。

「事情を聞いてもいいかい？」

「いえ、聞きたいのは私の方です」

　なぜ、どのようにして入れ替えが行われたのか、全くもってわけが分からない。

　そう思って素直に言ったのだが、エルは急におろおろとしだした。

「ご、ごめんよ。君も知らないなんて、僕はなんてことを……」

　形のいい眉が下がり、美しさのせいもあってやや冷たく見えていた顔が一気に頼りなくなる。動物の姿なら耳が垂れているであろう様子に、年上の男性だが頭を撫でたい衝動に駆られてしまった。

「怒ってない、怒ってないです！」

　涙目になったエルを慰なぐさめ、モニカは一緒に川辺に腰を下ろした。

　アルトだけはのんびりと寝そべっている。無む性しように殴なぐりたくなったが、堪こらえた。

「あの、ここはシレナの森で、リーもあなた方も一角獣なんですよね？　アルトは森の王様……ですか？」

「そ。オレが森で一番偉えらいの。んで、リーの恋人ね」

「…………」

　ならば、なぜリーではないと知っていて迫せまったのか。理解不能だ。

　エルはアルトをチラリと見たが何も言わず、モニカと向き合う。

「僕はエルというんだ。リーの父親だよ。君は誰？　アルトが君とリーを入れ替えたって……？」

「そうなんです！　気がついたら変わっていて……。私はモニカといいます。お願いします、すぐに私とリーを戻してください」

　アルトに頼たのむと対価を要求されそうだが、エルにならいくらでも頼める。

　懇こん願がんしたモニカだが、すぐに口をつぐんだ。

　優しく気弱そうだったエルの表情が、急に厳しく変わったからだ。

「アルト。術の媒ばい介かいには何を？」

「髪の毛ー」

「……君は、とんでもないことをしたという自覚はあるのかい？　リーだけでなく、このモニカという女性まで死の淵ふちに立たせたのに」

　肘をついて枕にしながらあくびをしたアルトだが、やがてエルの真剣な表情に負けて起き上がった。

　しぶしぶと、ふてくされながらそっぽを向く。

「いいじゃん、ちゃんと戻せるし。オレ、失敗しないし」

「そういう問題じゃないよ。軽々しくしてはいけないと、仲間から教えられてきたはずだ。なぜこんなことを？」

「リーが体を変えたがったから」

「……リーが……？　リーはどうして体を変えたがったんだい？」

　少しだけ怒ど気きを弱めたエルに、アルトは片頰で冷たく笑った。

「さあ？　自分の胸に聞いてみたら？」

　ピリッと両者の間に何かが走った。

　アルトもエルも、目に見えて怒いかりをぶつけあっているわけではない。声も静かだし、表情もどちらかと言えば穏やかだ。

　それなのにモニカは肌はだが粟あわ立だつのを感じ、慌てて間に入った。

「あ、あの！　アルトは魔道を使ったということですか？　私とリーは元に戻れるんでしょうか？」

「魔道？　ああ、モニカ、君は人間なんだね」

　死の淵などと言われると怖くなる。

　モニカの不安に、エルはふっと睨み合う視線を切ると春の陽ひ射ざしのように優しく微笑んだ。

「君は何も心配しなくていいよ。必ず、僕が責任をもって元の姿に戻すから。まずは君とリーの肉体が必要なんだけど、リーは……」

「あの、もうこちらに向かっていると思います」

　リーがモニカの体に入っているなら、アレクが見過ごすはずがない。きっと事情を突き止めてシレナの森に来るだろう。

「私の婚約者が側にいるんです。彼なら必ずここに来ます」

　断言すると、アルトは意地悪く笑った。

「体は残ってんだから、来ないんじゃねーの？　もうこれでいいやーって」

「ありえない。いくら外見が同じでも、アレクが私以外の人間を選ぶはずないよ」

　これは絶対だ。

　しかしアルトは口くち笛ぶえを吹いた。

「すげー。外見変わっても愛されるとか言っちゃう女、初めて見た。しかも自信満々」

「だって本当なんだってば！　あなたもアレクを見れば分かるよ！」

「見れば分かるぅ？」

　鼻で笑われた。

（うううっ……）

　悔しい。姿を変えられた恨みも重なり、アルトも一度愛の重さをその身に受けてみればいいと思ってしまう。

　しかし、すんと鼻をすすったエルは、涙を浮かべて哀かなしそうに微笑んだ。

「そうか……。リーにもそんな人ができたんだね。連れてきてごらん？　パパがその下げ郎ろうの愛を試してあげよう」

「げ、下郎？」

　エルは輝くように白い、揃った歯を剝むき出しにした。

「まずは首を砕くだいて、生きていられるかどうかだ」

「死ぬ！　やめてくださいエルさん、危険です!!」

「大丈夫、パパの歯は丈夫だよ。危なくはないさ」

「落ちついて！　私はリーじゃないです！　モニカです！」

　この外見で婚約者や愛されるなどと言ったから動どう揺ようしたのだろう。必死で弁べん解かいすると、エルはモニカの存在を思い出して納得してくれた。

「そうだった。じゃあ、リーじゃなくてモニカの恋人なんだね？」

「そうです、そういうことです！」

　アレクを嚙かみ殺させるわけにはいかない。気が弱いように見えるが、妙みように恐おそろしい人……ではなくて一角獣だ。

　エルはすっかり安心したように笑顔になる。

「じゃあ、ちょうどいい。アルト、二人の変化は僕が解く。リーを連れた人間には手出ししないよう皆に言っておきなさい」

　へーい、というアルトのやる気のない返事を聞いて、モニカは半年前、本当の姿を取り戻すために森をさまよったことを思い出した。

　あのとき一角獣と出会った場所には小川があり、森の深しん部ぶと隔へだてられていた。ここはその川を越えた場所なのだろう。

（どうしよう、ドルチーノさんの小屋まで行った方がいいのかな）

　アルトは論外だが、エルなら道案内してくれそうな気がする。

　考えていると、ふと視線を感じた。

　エルが紺碧の瞳で、じっとモニカを見つめている。

「一つ……、お願いをしてもいいかな」

「あ、はい。私にできることなら何でも」

　姿を戻してくれるというのだ。お願い事ぐらいいくらでも聞く。

「探している馬がいるんだ。シフラといって、綺麗な雌めす馬うまだ。一角獣の僕は群れに近づくことができないから、君に彼女を探してもらいたい」

「……あの、私で大丈夫なんでしょうか」

　一角獣の僕と言われても、モニカも今の姿は一角獣だ。近づけないのではと思ったが、エルはいいやと否ひ定ていする。

「一角獣であって一角獣ではない、君にしか頼めないことなんだ。是ぜ非ひお願いしたい」

　真剣な表情の中に、どこか縋りつくような眼差しを感じた。他に頼める人物がいない、この機会を逃したくない、という無言の懇願だ。

　考えるまでもなく、モニカはうなずいていた。

「分かりました。シフラさん、ですね。探して何をすればいいんですか？」

　名を繰くり返したモニカに、エルは静かに首を振った。

「何も」

「え？」

　エルはもう一度、首を振った。

「彼女が元気でいるかどうか。それだけを見てきてほしいんだ」

　少し、切実な声だった。
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　東の隣りん国ごく、ラべンナの国こつ境きようから約十日。

　無事に合流したパエトン男だん爵しやくをミゼリア城へ送り届けたロベルトは、本ほん宮ぐうの一室にいた。

　男爵の部屋はリディの希望により、ディアのいる奥宮の王太子宮ではなく本宮に用意されている。奥宮には一歩も入れるな、とはリディからのきついお達しだ。

（うすうすセリディアーナ様のお気持ちは察していたが……）

　目の前では、ディアが女じよ官かん相手ににこやかに談笑している。身み支じ度たくがあると言ってロベルトを先に行かせたパエトンは、まだ現れない。

（後こう見けん人にんとはいえ、王女を待たせるとはどういうことだ）

　パエトンの身分は男爵であり、本来ならディアより早く部屋に来て迎えなければいけない立場だ。これでは故こ意いに王女を待たせているとしか思えない。

　気が長いと言われるロベルトでさえ、いい加か減げん男爵の首根っこを捕まえて引きずり出したくなる。

「お待たせいたしました。パエトン男爵のお越しです」

　イライラが顔に出そうになったとき、やっと女官の声がした。

　ディアはさっと椅い子すから立ち上がる。

　あなたが立ち上がる必要はないでしょうと言いたいが、ディアがなにも言わない以上、ロベルトも口を閉ざすしかない。ディアの背後に控えたまま、不本意ながら頭こうべを垂たれた。

　華か美びな靴くつのつま先が見え、男性にしては高い声が響ひびく。

「お久しぶりですね、オルディアーナ様」

　ロベルトにとってここ数日で見慣れた青白い顔は、心しん労ろうでもあるのか頰がこけている。大きな羽はね飾かざりがついた帽ぼう子しを取り、ディアの後見人であるパエトン男爵は一応の礼として軽く頭を下げた。

　ディアは男爵の生せい気きのない顔を見て一瞬言葉に詰つまったが、やがて淑しとやかに一礼した。

「お久しぶりですわ、パエトン男爵。長旅でお疲れではなくて？」

　気き遣づかったのだろうが、男爵は嫌いや味みと取ったようだ。

　華はなやかなドレスに、大柄な騎士、美しい侍じ女じよ達に囲まれたディアを見て、顔をしかめた。

「よい暮らしぶりですね。そのドレスはどなたに貢みついで頂いたのですか」

　慎つつましく黙るディアを見かね、ロベルトは一礼して話に入った。

「男爵殿どの。ドレスは我が王と大だい公こう爵しやくフォルケ様が次から次へと用意するため、姫は断りきれないのです。大変申し訳ない」

「い、いや、私はなにも……。ありがたいと思い、言ったまでで……」

　カゼルラ国王と大公爵の名に怯ひるんだ男爵を見て、ロベルトは少し溜りゆう飲いんを下げた。

　どうせ下か位いの貴族が贈おくっているとでも思ったのだろう。

（それに、陛下とフォルケ様のことは噓うそではない）

　ティマエスや大臣フォルケは、着古したドレスと従じゆう者しや一人だけを連れて来たディアに、何から何まで用意して可愛がってくれた。同情と知りつつ感謝の気持ちを持って受け取ってくれたディアに、ロベルトは逆に度ど量りようを感じたものだ。

　気まずくなったのか、男爵はそそくさと席についてカップを手にする。

　部屋にカチャカチャと食器の擦こすれあう音だけが響き、しばらくして、男爵は落ち着きなく視線を動かした。

「騎士長殿、その、人払いをお願いしたいのだが……」

「かしこまりました。私は出ることはなりませんので残らせて頂きますが、それでもよろしいですか？」

「し、しかし」

「我が国の方針です」

　噓八百だが、ディアとこの男爵を二人にさせるのは気が引けた。

　男爵はロベルトが貴族であり、王太子アレクの近この衛え騎士長だと知っている。あまり強くは出られないのをいいことに、ロベルトは強引に押し通してやった。

　女官達がしずしずと下がり、部屋にはディアと男爵、ロベルトの三人だけになる。

　そこで肩の力を抜くかと思ったのに、男爵はより一いつ層そう忙せわしなく視線をさまよわせ始めた。

「オルディアーナ様、カーライル殿下はお着きか？　いま、どこに……」

「カーライル殿下？　殿下でしたらとっくにペンテレイアではありませんの？」

「……！　もうカゼルラに入っているということか？」

　束つかの間ま、ディアは息を呑み、そして微笑んだ。

「ええ。アレクシス殿下と待ち合わせてお発たちになったと聞いていますわ。カーライル殿下はあなたよりも先にヴァルダンを発っているのでしょう？　ご存知ではありませんでしたの？」

「い、いや、そうだ、そうだった……」

　ディアの指摘に男爵はびくりと震え、爪つめを嚙み始めた。

「いや、いい……。いいんだ。私にとって大事なのは、あなたの方だ」

　無言のディアの視線にも気づかず、男爵は独ひとり言ごとを言って震える指を口くち許もとから離した。

「オルディアーナ様、今日はあなた様に良い知らせをお持ちしました」

「……なにかしら」

　ディアは無表情のまま、心なしか気分が高こう揚ようしたような男爵を見つめる。

　男爵は、青白い顔のまま頰を引きつらせて微笑んだ。

「オークハルト侯こう国こくにお輿こし入れが決まりました。侯こう子しのルドルフ様とご結婚して頂きます」

「……オークハルト……？」

　ディアは反はん芻すうするようにつぶやいた。

（オークハルトに……輿入れ？）

　ロベルトも理解するのに時間を要した。

　誰が？

　長い沈黙があり、ディアは声を抑おさえて男爵をうかがう。

「……お話が見えませんわ」

「ルドルフ様は二十六歳と少し年齢差がありますが、剣の腕もたつ素晴らしい方だ。よいご縁えん談だんかと」

「待って、なぜわたくしと？　ルドルフ様はロクサーナ様やカゼルラの侯こう爵しやく家けとお話のあった方よね？」

　オークハルト侯国は、大陸中央部の大国ヴァルダンの周辺を取り巻く多くの属ぞつ国こくの一つだ。君くん主しゆは代々ヴァルダン国王から任にん命めいされ、オークハルト侯爵家の嫡ちやく子しが継ついでいく。

　ルドルフは侯爵家現当主の長ちよう子しであり、長らくヴァルダンの第二王女ロクサーナと婚約していた男性だ。わけあって婚約は破は棄きされ、後のちにカゼルラの貴族と縁えんを結ぶ話も出たが、これも破は談だんとなっている。

　なぜ今になって、後ろ盾だても財ざい力りよくも何も持たないディアを選ぶのか――。

　思わず素直に表情に出してしまっていたらしい。警けい戒かいの色を見せたディアに、男爵は居住まいを正した。

「オルディアーナ様。これはサウル王太子殿下が、あなたのために選んでくださったのですよ」

　ディアの目にかすかな驚きが走ったのを見て、男爵は意気込んで続けた。

「あなたには何もしてやれなくて申し訳ないことをした。結婚だけは良い相手を選んでやりたいと仰おつしやられ、ルドルフ様をお選びになったのです！　サウル殿下が！」

「…………お父様が？」

　そうです！　という男爵の力強い声は、激しく開かれた扉の音で消された。

　ノックもなく扉が開き、部屋にいた三人は思わず体を震わせて入り口を振り返った。

　現れたのは、困り顔の侍女達を引き連れたセリディアーナだった。

　突然現れた第一王女に、呆あつ気けに取られていた男爵は我われに返って立ち上がった。

「セ、セリディアーナ殿下……！　これは、ご機嫌麗うるわしゅう……」

　リディはしばらく無言だったが、やがてパシリと鋭するどい音を立てて手の平で扇おうぎを打った。

「ご機嫌よう、パエトン男爵。ディアをオークハルトに嫁とつがせるというのは本当なのかしら？」

　扉を薄く開いて聞いていたとしか思えない。

　しかしそのことについて文句を言える人間は、この場にいなかった。

「はっ。良いご縁と思います。私はこれでもオルディアーナ殿下の後見人でございますれば……」

「形だけの後見人が笑わせる。お前、一度でもディアのために何かしたことがあって？」

　思わぬ厳しい言葉に、男爵は助けを求めるように辺りを見回すが、当然助けてくれるような者はいない。目を泳がせながら、なんとか言葉を継いだ。

「こ、これはサウル王太子殿下のお決めになったことで」

「誰が決めたかはどうでもいいわ。オークハルトと縁を持つならロクサーナをやりなさい。もともとの婚約者でしょう」

「セリディアーナ殿下、これは政治の一いつ環かんであり、オルディアーナ様にも王族としての義ぎ務むがございますれば」

「お黙り！」

　一いつ喝かつし、リディは怒りに燃える瑠る璃り色いろの瞳で男爵を睨みつけた。

「王族の義務？　笑わせないで。今までディアを王族扱あつかいしてこなかったのはお前達の方ではないの！」

　姉の剣けん幕まくに目を見開いたままのディアを隠すように、リディは男爵との間に立ちはだかった。

「私はディアが気に入ったのよ。私の認める男でないと結婚はさせません！」

「そ、そんな！」

　男爵は狼ろう狽ばいして二人の姫を見つめる。それもそのはずだ。ヴァルダンではリディとディアは一番接点のない、あってはならない姫同士だったのだ。

　リディは白い指先で扉を指した。

「さあ、出てお行き！　ヴァルダンに戻り、お前の飼かい主ぬしに事の次第を伝えるがいい！」

「な……っ！」

　飼い主という言葉に、男爵はあからさまに顔色を変えた。

「で、殿下！　いかにあなた様であろうとも、お父上を飼い主呼ばわりすることは許されません！」

「お前は馬鹿なの？　私はお前の飼い主に伝えなさいと言ったのよ？　王太子殿下には私からお話しするわ。ディアにルドルフ様と結婚する意思はないと」

「殿下！」

「モーリット公爵令れい嬢じようはお元気？　私達の妹か弟が生まれるのですもの、楽しみね。今度は捨てられないといいわね。私達や私達の母のように」

　男爵が息を呑む気け配はいがした。

　リディの瑠璃色の瞳には怒りと共に諦てい観かんにも似た哀あわれみが。男爵の目には野心と図星を指された怯おびえが見え、両者は睨み合いながらも同じ結論に至いたっていた。

「失礼致します、パエトン男爵閣下」

　二人の視線を断ち切ったのは、穏やかな少年の声だった。

　男爵はなんの躊ちゆう躇ちよもなくこの部屋に入ってきた少年を訝いぶかしげに見ていたが、教えられなくとも誰か分かったようで、急ぎひざまずいた。

「エ、エリオット殿下……！　お初にお目にかかります」

　男爵はアレクと言葉を交わしたことはない。姿も遠目に見るだけだったが、この少年の顔立ちが似に通かよっていることや、特徴的な薄うす紫むらさきの瞳、背後に控える従者の様子で身分の当たりをつけたのだろう。

　エリオは男爵を立ち上がらせると、親しげにその手を取った。

「はじめまして、パエトン男爵。私の父があなたにお会いしたいと言っているのです。よろしければ今から……」

「パエトン、お前、ティマエス陛下に余よ計けいなことを言ってごらん。承しよう知ちしないわ」

　ひいいぃ、と声を上げて男爵が震え上がり、エリオはまだ何か言おうとしたリディの唇に人差し指を当てた。

「僕も同席します。心配しないで」

　それだけで毛を逆立てた猫のようなリディから、怒気が消えた。ムッとしつつも、頰を染めて大人しく黙る。

　エリオは微笑むと、その様に目を白黒させている男爵を促うながした。

「では行きましょう。ロベルト、君も」

　男爵が動くのなら、彼の護衛を任されているロベルトも行かないわけにはいかない。

　後ろ髪を引かれる思いで、ロベルトはエリオについて部屋を後にした。

　扉を閉じるときに視し界かいに捉とらえたディアは、すでにいつもの落ち着きを取り戻しているように見えた。




　男爵を連れたエリオが部屋を出ると、リディは今度こそ完全に人払いをした。

「ディア。帰っては駄だ目めよ？　あなたのことを考えてだなんて、絶対に噓。何かあなたを利用しようとしているのよ、そうに決まっている」

「お姉さま」

　腰掛けた椅子ごと抱き締めるように腕を回され、ディアはリディの肩かた口ぐちで顔を上げた。

　姉の顔は見えない。

　だが、どんな表情かは分かる気がした。
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「あんな男に振り回されてたまるものですか……！」

　震える声が聞こえ、ディアは栗くり色いろの目を閉じた。リディの美しい、月の光のような髪が頰に触れる。

　王太子の正せい妃ひを母に持つ第一王女。誰もが振り返るような美貌と大国の王子を婚約者に持ち、多くの孫まご娘むすめの中からただ一人、国王ベルナルドに愛されたセリディアーナ様。

　長い長い間、羨せん望ぼうの目で見つめ続けた彼女は、自分とはかけ離れた存在だと思っていた。

（違うのかもしれない）

　ディアは今日初めて、リディの優しさが同情から来るものではないと知った。

（わたくし達は皆、等しくあの父の娘なのだわ）

　ディアはそっと手を伸ばし、姉の髪を撫でた。







　第三章　怒濤の一夜







　ペンテレイア王おう都とから南東に下れば、深い森に囲まれた大きな町がある。

　国の宝でもある広こう大だいな森を管理している、シレナの町だ。過去には王都だったこともあり、ペンテレイア王国で現在の王都を除のぞけば唯ゆい一いつの町である。

　ちなみに森の管理と言っても、自然に手を入れているわけではない。たんに珍ちん獣じゆう貴き種しゆが多いため、密みつ猟りよう者しやが入らないように番人を置いているだけである。

　護ご衛えいをつけるといってきかないガレを振ふり切り、アレクはやっとシレナの森に辿たどり着いた。

　森の入り口近くには番人の小屋があり、アレクは懐なつかしい丸太小屋の戸を叩たたく。

「お久しぶりです、老ろう師し。カゼルラ王国のアレクシスです、入りますよ！」

　挨あい拶さつと同時に扉とびらを開けば、様々な薬草が整然と並べられた部屋で小こ柄がらな老人がのんびりと茶を飲んでいた。

　ドタドタなだれ込んできたアレク達に、森の番人であり、かつては王都で魔ま導どう師し長ちようを務つとめていたドルチーノが面めん倒どうそうに顔をしかめる。

「なんじゃ、お前らは本当に」

「老師、お世話になります」

「世話前ぜん提ていか。今度はなんじゃ。おお、レーム！」

「じいじ」

　子馬の姿から人へと変わったレームは、ととと、とドルチーノに駆かけ寄る。

「元気そうじゃの。腹は空すいておらんか？　もうすぐ飯ができるから待っておれ。おお、背も少し高くなって、子の成長は早いのぉ」

「孫まごですか」

　いつの間にじいじと呼ばせるようになったのか。モニカからたまに文のやり取りをしていると聞いていたが、まさに祖そ父ふと孫である。

　一転して、ドルチーノはアレクには冷たくフンッと鼻であしらう。

「本物の孫は可愛かわいくないからな。レームでよい」

「あなたならひ孫までいそうですけどね」

「ひ孫などおらん」

「それは申し訳な……」

「カゼルラに出で稼かせぎに出とるから、全然会わんわ。やしゃごもおるが一回見たっきりじゃ」

「予想以上の年齢でした」

　素直に白しろ旗はたを上げると、炊すい事じ場ばからマーシュが姿を現した。両手にはそれぞれ湯ゆ気げを立てる大皿を載のせている。

「はいはいー、ご飯ですよー」

「のんきに食べてる場合か！」

　すぐに森に向かおうとしていたアレクは怒いかりと脱だつ力りよくの両方に襲おそわれたが、マーシュは木のテーブルにひょいひょいと皿を並べていく。

「えー、殿でん下かも朝から何も食べてないじゃないですか。せっかく来るの待ってたのに」

「殿下、魔導師長様とはお話しできまして？　モニカ様の中身について何か仰おつしやっていましたか？」

　人数分の飲み物を盆ぼんに載せて出てきたローズに、アレクは目を剝むいた。

「ローズ、君も来たのか」

　ドルチーノに協力を仰あおぐため、アレクは宝ほう珠じゆに寄る間にマーシュをシレナに先行させていたのだ。てっきりローズは残りの兵達と一緒に「宝珠」で留る守す番ばんをしていると思っていたのだが、ついてきてしまったらしい。

　ローズはカップをテーブルに並べながら、半はん眼がんになる。

「当然ですわ。モニカ様がいないのをいいことに、お体を好き放題されてはたまりません。監かん視し役です」

　アレクに引っ付いたままのリーは、薬草が屋根からぶら下がっている部屋を見渡していたが、主あるじを見て顔をしかめた。

「ここは半はん端ぱ者ものの住すみ処かなの？　リー、こんなとこイヤよ」

　ドルチーノはモニカの言い様に面めん食くらったが、さすがに事じ態たいを把は握あくするのが早かった。

「なんとまあ。人格が入れ替わったと聞いておったが、中身は一いつ角かく獣じゆうか。何がどうなって入れ替わったものやら」

「一角獣!?」

　ローズは声を上げたが、マーシュはあまり驚おどろいてはいなかった。森に棲すみ、魔導師以上の力を持つことから、リーの姿を変えた者の正体を予想していたのだろう。

　食事の用意が整い、人の作さ法ほうに慣なれているレームが席に着く。気は急せいていたが、仕方なくアレクもそれに倣ならい、渋しぶるリーを座らせた。

「魔導師長はソルデラの法とかなんとか言ってましたが」

「まあ、そうじゃろうな。人間にできることではないが、一角獣が術じゆつを行うなら不可能ではない」

　レームとリーに果くだ物ものを分けていたマーシュは真顔になった。

「ソルデラの法。体の組織の一部を使って、対象者達の意識のないうちに肉体を交換する術ですね？　失敗すれば身体の損そん傷しようや魂たましいの消しよう滅めつを引き起こしますが、こうしてモニカ様の体が無事ということは成功していると見ていいでしょうか？」

「おぬし！」

　マーシュの説明に、ドルチーノは大きな目を更さらに見開いた。

「なかなか勉強熱心じゃの。魔道力が全くないのが惜おしいところじゃ」

「また言われた！」

　以前ウィトスからも断だん言げんされたマーシュに追い討うちをかけ、ドルチーノは壁に掛けられた森の略りやく図ずを顎あごで指した。

「モニカ姫が一角獣に襲われた場所があるじゃろう？」

　一角獣の目もく撃げき談だんがある東の清せい流りゆうの、さらに上流だ。あのとき森をさまよったモニカは清流の源げん泉せん近くまで行っており、アレク達はかなり森の深くまで入り彼女を探した。

「あの川の向こうが一角獣の住処と言われておる。ソルデラの法の解除など、魔導師の手に負おえることではない。戻したいのなら一角獣を探せ」

「ドルチーノ様、一角獣のキスや体液にはあらゆる魔道を打ち消す効果があるとお聞きしました。レームの力で戻すことはできませんの？」

　ローズの言葉にレームはぱっと顔を上げたが、答えたのはリーだった。

「お前、リーを殺す気なの？　術は解とけるでしょうけど、この体から出たリーは消滅するし、魂の戻らないこの体も死んでしまうわ」

「それはそれは、考えが及ばず申し訳ございませんでしたわね。それよりも、モニカ様ならともかく、あなたにお前と呼ばれる筋合いはございません。黙ってらっしゃい」

「アレクー、おばさんがリーをいじめるー」

「おばさん!?　十八の私におばさんですって!?　殿下、中身がコレだというのに何をデレデレしてますの!?」

「落ち着けローズ、すごいとばっちりだ！」

　アレクに八つ当たりをぶつけ、ローズはリーに人差し指を突きつけた。

「だいたい、あなた！　どうして姿なんて変えましたの!?　何の目的があってモニカ様をこんな目に！」

　それは是ぜ非ひとも聞きたいところだ。思わず全員が黙ると、リーはしゃくしゃくとリンゴを齧かじりながら独ひとり言ごとのように言った。

「リーはリーじゃなくなりたかったの。リーのままじゃパパと一緒にいちゃダメってみんなが言うから、違う動物になったんだ」

　マーシュが中断させるように片手を上げた。

「えーと、リーちゃん。基本的に一角獣同士のままじゃないと一緒にいられないんじゃないかな？　それともリーちゃんのパパは一角獣じゃないとか？」

「パパは一角獣なの！　変なこと言わないで！」

「お前さん、人間なんぞになったらますます一緒に居られんぞ？」

　レームや魔導師を半端者と呼ぶように、一角獣は純じゆん血けつ以外の仲間を認めない。

　ドルチーノだけでなく皆が首をひねると、リーは急に怒りに顔を歪ゆがめた。

「あんたたちもパパと一緒にいちゃダメって言うんでしょ！　もういい！　リー一人で森に行く！」

「待ちなさい、リー！　私達も一緒に行くから！」

　飛び出そうとしたリーをアレクが慌あわてて捕つかまえ、ドルチーノはため息をつくとマーシュに再び地図を示した。

「とにかく一角獣探しじゃな。あの川を渡れ。その奥はさすがにわしも知らんし、入るつもりもない。ちょっと行って帰って来られる場所ではないから、明日の朝からしっかり準備して行け。どうせ止めても行くんじゃろう？」

　一角獣とは元来獰どう猛もうな生き物だ。敵対者には好戦的で猛たけ々だけしく、唯一懐なつくのが純じゆん潔けつの乙おと女めだけだと言われている。そう考えるとリーとローズの二人で行くのが一番だが、森の奥に入る以上、他の野生動物にも対たい処しよできないといけない。それにアレクも留守番では納なつ得とくしないだろう。

　マーシュは苦笑した。

「本当はお止めしたいところですけどね。まあ、リーちゃんがいれば一角獣と戦うことはないと思います。ローズは置いていった方が良いだろうし、レーム君、君も……」

「レーム、いく。モニカに会いたい」

　うるうると紺こん碧ぺきの瞳ひとみに涙が滲にじみ、ドルチーノもマーシュも止める言葉を飲み込んでしまった。

　本当は残った方が良い。それは、混こん血けつの一角獣として襲われたことのあるレーム自身がよく分かっているはずだ。

　それを知った上で行きたいというレームの頭を撫なでて慰なぐさめていると、当のレームの額ひたいに何かがぶつかった。コツンと音を立てて転がったのは、食卓にあった豆まめ粒つぶだ。

「泣き虫！　リー、あんたのこと嫌きらい！」

　中身が違うといっても、外見はモニカだ。みるみるうちにレームが泣き顔になり、ドルチーノはくわっと目を剝いた。

「こりゃ！　食べ物を投げるな！」

「うるさい！　半端者！」

「まああっ、本っ当に性格が悪いわ！　殿下のせいですわ！」

「なぜ私のせいになる!?　リー、レームをいじめるのはやめなさい！」

　うわああんとレームの泣き声が響ひびき、対処しきれなくなったマーシュは遠い目をした。

「モニカ様、早く帰ってこないかなぁ……」
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　リーが知れば怒るかもしれない。だけど頼たのめるのは君しかいないんだ――。

（…………って、すごく家庭の事情のような気がするんだけど）

　そんなことを、他人の自分が知ってしまっていいものか。

　なれるものかと頑がん張ばってみたが、一角獣に変身することはできなかったモニカは黙もく々もくと森を歩く。

　エルの声と雰ふん囲い気きからして、シフラなる雌めす馬うまは大事な女性のようだ。……リーの母親ではなく。

　チチチッ、と小さな囀さえずりが聞こえる。モニカの肩かたに留とまっていた白い小鳥が「着いたよ」と教えてくれ、モニカはにっこりとうなずいた。

　この小鳥はエルがモニカの案内のために付けてくれたものだ。シレナの森に棲む馬は三つの群れに分かれており、それでなくとも方向音おん痴ちのモニカに探せというのは難しい。

　案内鳥の言葉に従したがって着いたのは、森の木々が開けた場所だった。

　そこに黒や灰色の子馬と、白っぽい毛の馬達が二十頭ほどで草を食はんでいる。どうやら葦あし毛げの馬の群れのようだ。

　飼育されていない、野生の馬の群れを見たのは初めてで、モニカはこっそり木の陰かげから様子をうかがう。

（今の私は一角獣。堂々と挨拶すれば大丈夫）

　心の中でそう唱となえ、モニカはそろそろと馬達に近づいていった。

「あの、こんにちは」

　ピクリと、まず子馬達の耳が動いた。モニカを見つけると、次々と寄ってくる。

（森の娘だ）

（こんにちは、森の娘）

　嬉うれしそうな声が聞こえる。リーの肉体を持つモニカには、小鳥だけでなく馬の声も理解することができた。音というよりも、頭の中に直接、どんな内容の言葉を言っているかが入ってくるような感覚だ。

　遠巻きにどこか畏かしこまっている大人と違って、子馬達はモニカに擦すり寄り、撫でられようと手の下に頭を入れてくる。

「こんにちは、みんな。実は探してる人……じゃなくて馬がいるんだけど」

　牧場でもこんなに馬に囲まれたことはない。嬉しくなって両手を使って片かたっ端ぱしから撫で返していると、ふいに子馬達がモニカから離れた。

　何事かと見れば、真っ白な大きい馬が悠ゆう然ぜんと近づいてくる。

（こんにちは、森の娘よ）

「こんにちは、お邪じや魔ましています。シフラさんという女性を探しています。この群れにその方はいますか？」

　葦毛の馬は、大人になるにつれて白い毛に変わっていく。目の前の馬はかなり老ろう齢れいだと分かった。きっと群れの長おさのような存在だろう。

　静かな風が吹き、老馬の白い髭ひげを揺ゆらした。

（いないよ。この群れにシフラなんて馬はいないし、いたこともない）

　優しい、穏おだやかな声に、モニカは頭を下げた。

「そうですか。ありがとうございました」

　まず一つ目の群れはなしだ。

　あと二つのうち、どちらかにいるのだろう。子馬達に手を振り、モニカは次の群れに向かうべく歩き出した。

　だがしばらく歩き、足を止めた。昼から歩き通しだったため、そろそろ陽ひは落ち、森の一日が終わろうとしている。

　モニカは肩に留まる小鳥に声を掛けた。

「ねえ、エルさんに伝えてくれる？　今日はここで寝るから戻りませんって」

　肩の小鳥は、一声鳴くと飛び立っていく。

　それを見送り、モニカは集めた木の実で食事をとろうと側そばの大たい樹じゆの根に腰を下ろした。

「まだやんのかー？　あきらめれば？」

　ふいに背中側から声が聞こえ、てっきり一人だと思っていたモニカは飛び上がってしまった。知らない声なら逃にげていたところだ。

「アルト！　ついて来てたの？」

　大樹の裏側を覗のぞけば、白い衣の青年が座っていた。含ふくみ笑いをするアルトは立ち上がり、モニカの隣に腰を下ろす。

「さっさとあきらめろよ。どうせ見つかんねーって」

「あきらめろって、私はまだ一つの群れしか見てないよ。小鳥も寝ないといけないし、また明日回るから」

「お前の命令があれば夜通しやるだろうけどな」

「嫌いやだよ、そんなの。私が戻るまでアレクは待っててくれるだろうし、エルさんにも彼が来たら引き止めてもらうように言ってる。明日群れを回って、明後日あさつてには帰るから急いでない」

「もういいじゃん、リーの中にはそのままお前が入ってろよ」

　笑いながら言われ、モニカは思わず眉まゆを寄せた。

「あなた、本当にリーの恋人？」

「今のところは違うけどな。でも最終的にリーはオレを選ぶ。群れで一番能力のある男が一番良い女を手に入れるのは当たり前のことだ」

（手に入れる……）

　一角獣がどういう基準で伴はん侶りよを選ぶのかは知らない。野生動物としてアルトの言うことも分かるが、なんとなく言い方に引っ掛かった。

　黙ったモニカを気にせず、アルトは意い気き揚よう々ようとしゃべり続ける。

「リーはエル様の娘むすめで力もあるし綺き麗れいだ。子どもを産める齢としになれば、雄おすはみんな狙ねらってくる。そいつら出し抜ぬくために今からリーに選ばせとくんだよ」

「……ふーん。小こ賢ざかしいね。リーはあなたのことが好きなの？」

「いいや？　リーは好きなやつがいるからな」

「じゃあ見込みなしだね。しつこい人って迷めい惑わくだよ？」

「リーの失しつ恋れんは決定なんだよ。だからオレが慰めてやる」

「気持ち悪いなぁ！」

「お前、さっきからやたらと失礼だぞ!?　オレが森の王だって分かってんのか!?」

「分かってなかった。ごめん」

　そんなことはすっかり忘れていた。威い厳げんもないし軽いしちょっと勘かん違ちがいしてるし、これではただの顔がいいだけの男だ。

　馬の群れといえば他の馬から尊そん敬けいされる馬がリーダーになるものだが、一角獣は単純に力で決まるようだ。でないと、なぜアルトが森の王なのか説明がつかない。

（いざというとき皆を守るためなんだろうけど、なんだかなぁ）

　アレクも強引でしつこかったが、少し違う。こんなに計算高くなかったし、損そん得とく考えずにいつだって全力で恋心を訴うつたえてきてくれた。当時は迷惑だったが、今となっては精せい一いつ杯ぱい好きでいてくれたのだと……精一杯すぎて許きよ容よう量りようを超え、想いが両手に余って行動に移してしまったのだと理解できる。

「リーの好きな人がリーを選んでくれることを祈いのるよ」

　説教したくなったが、種族の違うモニカが口を出すことではない。

　ため息混じりに言うと、アルトはまた笑い出した。

「選ばねーって。失恋決定だって言ってんだろ。いくら姿変えたって駄だ目めなもんは駄目なんだよ」

「……リーはどうして……。そうだアルト、どうやって私とリーの姿を変えたの？　媒ばい介かいは髪の毛とか言ってたけど、そんなもの手に入らないよね」

　リーの髪は簡単だろうが、モニカの髪など手に入れようがない。カゼルラに帰ってからは、一度もペンテレイアを訪れていないのだ。

　しかしアルトは首を横に振る。

「術を掛けたのは大分前だ。まーオレが髪の毛拾いに行ったのも遅かったけど、お前あれからすぐに違う場所に移ったんだな。あんまり遠いと効果が現れねーんだよ」

「あれからって……ひょっとして半年前のこと？」

　まだモニカがミラとしてペンテレイアで暮らしていた頃だろう。

「そ。リーが自分じゃなくなりたいって言うから、術をかけてやったんだよ。ちょうど美人のお前がいたからな。でも術が発動しなくて、場所を離れたんだろうと思ってそれっきり忘れてた。腹立ったぞ、リーに失敗扱あつかいされて」

「……私、アルトとどこかで会った？」

　髪の毛が拾えるような接せつ触しよくをしただろうか。

　訝いぶかしむモニカに、アルトは肩をすくめた。

「会ったじゃん。この間の春に川辺で。お前の髪が短かかったときに、川で顔洗ってただろ」

「髪が短い……」

　川で顔…………。

（……川で顔!?）

　思い当たったモニカは絶ぜつ叫きようした。

「私を襲ってきた一角獣――!?」

　少年の姿を戻すためにさまよった森の中。ミラの姿で出会った一角獣、アルトは「そ」とおもしろくもなさそうに答えた。
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　夕食後、明日の朝は日の出前から出発するということで早々に就しゆう寝しんすることになった。

「お嬢じようさん方はそっちの部屋じゃ」

　ドルチーノの小屋にはテーブルのある広い居い間ま、ドルチーノの寝室、炊事場や風ふ呂ろ場ば、そしてもう一つ空き部屋がある。

「部屋って何するの？」

　野生動物のリーにとって当然の疑問をぶつけられ、アレクは苦笑した。

「寝るんですよ、ベッドを使って。あなたの今の体は人間でしょう？」

「わかった！　アレク一緒に寝よ？　抱いて！」

「おおうあああ！　なんだこの部屋は!?　なぜいつも私に試し練れんを与える!?」

「殿下殿下、試練の間と命めい名めいしましょう」

　仰のけ反ぞるアレクと勝手に名前を付けるマーシュを杖つえで殴なぐり、ドルチーノはリーに手て招まねきする。

「やめとけやめとけ。前回ですら襲っとったのに、我が慢まんできるもんかい」

「うっ……！　老師、やっぱり起きてらしたんですね、あのとき」

「あんだけイヤだのやめてだの騒さわいで、起きんほうがおかしい」

　しっかりバレていたらしい。赤せき面めんしたアレクの背はい後ごから、ゆらりと白い炎ほのおが立ち上った。

「ドルチーノ様……そのお話、詳しくお聞かせくださいませ……！」

「いやいやいやいや！　違う、ローズ！　未み遂すいだ！」

「未遂、ということは行動を起こしたのですわね？」

　恐おそろしい形ぎよう相そうでアレクを睨にらみつけると、ローズはぐいとリーの腕うでを引いた。

「さあ、こっちへいらっしゃい！　あなたと殿下を二人で寝かせるなんて冗じよう談だんじゃありませんわ！」

「やーだー！　あんたとなんて寝ない！」

「では大部屋の床ゆかで寝ればよろしいわ！」

「半端者と一緒に寝るなんてイヤ！」

　レームの顔がふにゃっと歪み、アレクは慌てて屈かがみ込んだ。

「泣くな、レーム。これはモニカじゃない」

「泣くに決まっています！　殿下は冷たいですわ！」

　ローズは泣き出したレームを抱き締しめ、声を荒あららげた。そう言う彼女も若じやつ干かん泣き顔だ。

　いくらモニカでないとはいえ、モニカの顔と声で嫌われたり存在を否ひ定ていされているのだから、気持ちは分からないでもない。

　ドルチーノが勝手にせいとばかりに自室に引っ込んだのを見て、マーシュは仕方なくパンパンと手を叩いた。

「はーいはい、では今日のところは殿下とリーちゃん、俺達で部屋分けしましょう。殿下、扉隔へだててすぐ隣に俺達がいると肝きもに銘めいじてくださいね」

「もちろんだ」

　アレクは重おも々おもしくうなずく。

　しかしローズは胡う乱ろんな視線を向けた。

「………………殿下。私の言いたいことがお分かりでしょうか」

「よく分かっている。ローズ、信用してくれ」

「あなた様の口から出る〝信用〟という言葉ほど信用できないものはありませんが」

「だ、大丈夫だ！　中身はモニカではないんだぞ!?」

「体はモニカ様ですが？」

「だがモニカではないんだ！」

　断じてモニカではない。

　アレクは心しん臓ぞうの上に右手を当て、騎き士しの誓ちかいを立てた。

「モニカ以外の女性に心を動かされるつもりはない。信じてくれ」

「体は動かされそうですがよろしいでしょう。では、おやすみなさいませ」

　王子の真しん摯しな言葉をものともせず、ローズは冷めた一言を放って扉を閉じた。

　真夏の室内だというのに寒い風を感じたアレクに、リーがなにやらベッドでごそごそしているのが見えた。

「どうした、リー？」

　背中に腕を回して転がっていたリーは、起き上がるとアレクに背中を向けた。

「脱ぎ方わかんない。脱がせて」

「脱ぐなっ！」

　思わず素すで叫さけんでしまい、機き嫌げんを損そこねたのかリーはムッとするとドレスの胸元に手をやった。

「じゃあ破やぶく！」

「わ、分かった！　ちょっと待ちなさい」

　背中を向けさせると、アレクは一つ一つドレスのホックを外していった。髪を前に流しているので、真まっ白しろなうなじや、ホックを外すたびに滑なめらかな背中が露あらわになる。

　だんだん手が震ふるえてきて、喚わめきだしたいような衝しよう動どうに駆かられた。

　リーは脱だつ皮ぴするようにドレスを脱ぎ捨て、薄い絹きぬの下着一枚になる。下着は細い肩かた紐ひもで止められた簡かん素そなワンピースのペチコートで、丈たけは太ふと腿ももの半ばまでしかない。

（丈が短すぎる！　ロスター！　私に力を！）

　しかし、いつもの欲よく望ぼうをなだめてくれる呪じゆ文もんも効こう力りよくを持たなかった。どうせここまではこれまい、ハハハンと笑う黒い自分がいるのが否いなめない。

（消えろ、邪よこしまな私め！　これはモニカではないのだ！　モニカではない！　しかし体はモニカであると知っている自分が憎にくい！）

　もう見るべきではない。リーもこれ以上脱がないだろうし、やっと脱だつ衣いから解放されたアレクは早々に寝しん台だいに入った。

「では明かりを消しますよ？　おやすみなさい」

　リーが寝付けばすぐに部屋を出よう。眠れるはずもないので隣のリーに背を向け明かりを消そうとしたのだが。

「ああっ!!　アレク大変!!」

「どうした!?」

　切せつ迫ぱくした声に、思わず振り向いてしまったアレクはすぐさま後こう悔かいした。

「すごい胸がある！　ほらアレクも触さわってみて！」

　モニカが全ぜん裸らだった。

　いや、かろうじて、腰こしから下には肩紐を落としてずらされたペチコートが掛かっていたが、上半身を隠かくす物が何もない状態はアレクの思考を吹っ飛ばすには十分すぎた。

　リーは仰あお向むけのまま固まったアレクの上にまたがり、馬乗りになる。アレクの手を取ると、自身の胸に当てさせた。

「ね？　すっごく柔やわらかい！」

「――――――――――!!」

　ふわっ、ともふにゃっとも形けい容ようしがたい何かが手の平に当たった。当たっていると言うか、鷲わし摑づかみにしている。

　声が出たのか出ていないのか、自分でも判はん別べつのつかない悲ひ鳴めいを上げ、アレクは必死で逃げようと身をよじった。

「ちょ、ちょっ！　は、離し、離しっ、ちょっ！」

「アレク、手おっきいねぇ。ちょうどだね」

　モニカは笑顔で、アレクの手に自分の手を重ねてくれる。やんわりと温かな胸に指先が沈み、全身の細さい胞ぼうが一気に活かつ性せい化かされたかのように汗が噴ふき出した。

　身をよじってモニカの下から這はい出そうとするのに、足に全く力が入らない。溶けてしまったかのように動かないのに、感覚だけはやけに鋭えい敏びんだ。神しん経けいの全てが右手とモニカに乗っかられている腰辺りに集中し、心臓みたいに脈打っている。

　上半身しか動けない――！　……と焦あせって気づいた。

（こ、腰が……！）

　抜けていた。

「ああああもうああああ!!　なんだこれはなんだこれはなんだこれは!!」

　逃げ場がなくなって絶ぜつ叫きようした瞬しゆん間かん、扉の外から悲鳴のような声がした。

「殿下!?　殿下、入りますわよ!?」

「ひっ！　ま、待て、待ってくれローズ!!」

　天てん敵てきの声でやっと我われに返った。

　この状況でローズに踏ふみ込まれてはとてつもなくまずい。生せい命めいの危き機きだ。

　扉の外で暴あばれるローズと必死で止めるマーシュの声が聞こえ、アレクは素早くモニカの胸から手を離した。

　……つもりが手は全く離れなかった。

（は、離れろ、私の手…………!!）

　頑張れ！　と自分を励はげましてみるも、なんともかんとも体が動いてくれない。「離せ！」という思考の命令に反して、右手は完全に大喜びだ。

（くっ……なんだこの柔らかさは……っ!!）

「殿下、体たい勢せい整いましたか!?　俺じゃもう抑おさえきれないですよ!?」

「!?　待て！　もうちょっと！」

　すっかり揉もむのに集中してしまっていた。

　ズガンと音がして、木の扉が吹っ飛んだ。

「もうちょっと、なんですの……!?」

　殺さつ気きを揺らめかせ、ローズが開け放たれた扉の前に立っていた。マーシュはモニカの姿を見て、即そく座ざに回れ右する。

　同じく、ベッドの上の二人を見たローズは凄すさまじい悲鳴を上げた。

「何をしてるか――――!!　レーム、お行きなさい!!」

　ローズの命令どおり、レームは大きく口をあけるとがぶりとアレクの腕に嚙かみ付く。

「ア――――ッ!!」

　アレクは悲鳴を上げたが、手はしっかりモニカの胸から離れなかった。

　しかし駆けつけたローズによりべりっと音がしそうな勢いきおいで引き剝はがされ、右手から柔らかな感かん触しよくが消えてしまう。

「ああぁ……!!」

　思わず名な残ごり惜しげな声を漏もらしたアレクだが、這い寄る冷気に背筋を凍こおらせた。

「どういうことですの……？　殿下!?」

「ち、違う！　違うんだ、聞いてくれ、ローズ！　これは、その、不ふ可か解かいな力によって手が離れなくて、その！」

「私の力でも離せましたが!?」

「もみもみされたよー」

　邪じや気きのない暴ばく露ろにもう本気で逃げたくなったが、まだ腰に力が入らない。

　こんなときだけ笑顔のリーに、ローズはペチコートを乱らん暴ぼうに上げて着せなおす。視し覚かくによる攻こう撃げきが弱まり、アレクは肩で息をしながらモニカの体を自分の上から下ろした。

「ちょ、いったん、出て……くれ！　全員だ！」

　息も絶え絶えなアレクの言葉に、事態を把握したマーシュは素早くリーとレームの手を引いた。

「よし！　みんな撤てつ収しゆう！」

「私は残りますわ」

　冷ややかなローズの声に、アレクはぎょっとした。

「な、なぜ!?」

「貴き人じんに侍じ女じよは付き物。それとも何か？　私が部屋にいると困るようなことをなさるのですか!?」

「ちっ、違っ！」

　言い淀よどんだアレクに、寝台に腰掛けたリーはスラリと白い太腿を露ろ出しゆつさせて脚あしを組んだ。

「アレク、なにかスルの？」

　モニカの愛らしい顔が、無む邪じや気きに微ほほ笑えむ。翠すい緑りよくの瞳が心しん底そこ楽しそうに細められた。

「リーが見といてあげる……！」

「おおおおおおっ！」

　羞しゆう恥ちで叫んでいるのか歓かん喜きで叫んでいるのか、はたまた羞恥から来る歓喜なのか自分でも分からない。

「くっ、殿下が悦よろこんでしまっている！　仕方ない！　俺も残ります！　殿下、政治の話をしましょう！」

「そ、そうだ！　政治の話を！」

「殿下、モニカ様のお話を致しましょう！　私、モニカ様の入浴のお世話をさせて頂いておりますけれど、まあ最近のモニカ様のお体ときたら！」

「君は一体私をどうしたいんだ!?」

　煽あおりたいのかなだめたいのか、意い図とが分からない。

　慌てて耳を塞ふさいだアレクに、ローズは真まっ赤かになった顔で目に涙を浮かべた。

「情けない……！　馬鹿で変へん態たいで良いとこなしのあなたの唯一の長所がモニカ様に絶対の愛を捧げるところだったのに！　こんな偽にせ者ものにいいようにされて、それすらもなくしてしまったのですか！」

　もはや言いわけのしようもない。

　ベッドの上で平へい伏ふくすると、ローズはキッとリーを睨みつけた。

「返して、モニカ様を返して！」

「うるさい！　リーは怒る人キライ！」

「私だってあなたなんか嫌いです！　早くモニカ様の中から出て行って！」

　つかみ合いの喧けん嘩かになりそうな気け配はいがして、マーシュは無理やりリーを引っ張る。

「ああ、もう！　リーちゃん、こっちおいで。ローズもレーム君も！　殿下、俺たち雑ざ魚こ寝ねしますからね」

　まだベッドに突うっ伏ぷすように頭を下げたままのアレクを置いて、マーシュは扉を閉めた。大きな居間に入ると、ローズはリーをひと睨みしてレームと一緒に奥に行く。

「ねぇ、マーシュ！　マーシュも触る？」

　リーはマーシュの腕に身を預け、笑顔で見上げた。

「アレクすっごく喜んでたよ！　マーシュも触りたいよね？」

「中身がモニカ様なら興味あるね。でもモニカ様ならそもそも言わないしなー」

「なんで中身がいるの？　この体モニカだよ。マーシュも一緒に寝よ？」

　マーシュは抱きついてきたリーの額をコツンと軽く小こ突づいた。目を丸くしたリーに、めっと少しだけ厳きびしい顔をする。

「甘えた声出してもダメ。それが通用するのは殿下だけだ。殿下はモニカ様を愛しているから過か剰じよう反応するけど、俺やローズやレーム君にとって君はモニカ様じゃなくてリーちゃんなの。全然魅み力りよく的てきじゃないし、モニカ様の体を使って殿下に迫せまるのはやめてほしい」

　リーはぱちくりと大きな目を瞬またたく。

　しばらく言葉の意味を考えていたようだが、やがてうるうると瞳を潤うるませた。

「ふえええっ！　やっぱりアレクと寝るー！」

「うわわ、しまった、失敗した！」

　うっかり本ほん音ねを言ったばかりに、リーはくるりと向きを変えてアレクのいる部屋に駆け戻ってしまう。

「リーちゃん、いきなり開けちゃ駄目！」

　ノックもなく開けたためマーシュは叫んだが、アレクは落ち着いた様子でベッドに腰掛けて両手を組んでいた。ほっとマーシュは肩から力を抜く。

「よ、よかった、殿下が抑えきれない衝動に身を任まかせたりしてなくて」

　移動しているということは抜けた腰も復活したのだろう。何かを考え込んでいたアレクは、落ち着いた様子で顔を上げた。

「ローズの言葉で目が覚めた。やはり諫かん言げんをものともしない臣しん下かはありがたいな」

「馬ば鹿かとか変態とか良いとこなしを諫言と捉とらえる殿下の前向きさが俺は好きですよ。じゃあ、リーちゃんと一緒で大丈夫ですか？」

　走り寄るリーを抱き上げベッドに降ろしたアレクは、おもむろに立ち上がる。

　何事かと見つめるマーシュの前で、部屋の隅すみに置いてあった縄なわの束たばから一本を抜き取ると力強く差し出した。

「私を縛しばってくれ、マーシュ。――この荒あら縄なわで！」

「う、うわあぁぁ……」
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「違う、変な意味じゃない！　リーが眠るまで私が何もしないようにだ！」

　後あと退ずさるマーシュに詰つめ寄ったとき、キイィ…と音を立てて、ゆっくりと扉が開かれた。

「殿下。僭せん越えつながら私にお任せいただきとうございます」

「ローズ！　適任だ。やってくれ」

　そうだ。人選を間違えていた。頼むのはマーシュではない。

　アレクの差し出す縄を一いつ片ぺんの躊ちゆう躇ちよもなく受け取ったローズは、パンッと両手で得え物ものをしならせた。

「かしこまりました。きつく縛ってさしあげます！　さあマーシュ様、そっちを持って！」

「え、ええぇ……？」

　怯おびえるマーシュをよそに、ローズはぐるぐるとアレクの腕を荒縄で縛っていく。

「まだまだ、もっとだ！　何があっても外れないように！」

　ぐいぐい引き絞しぼられ寝台に転がされながら、アレクは息を荒げた。

「あぁモニカ……！　あなたのために、こ、この苦く行ぎようを……！　ハァハァ……！」

「苦行とか言って喜んでるのではありませんの!?　このこのっ！」

　後ろ手に縛られた縄が食い込む。アレクが「あぁ！」と声を上げて仰け反り、機嫌を直したリーは好こう奇きに目を輝かせた。

「アレク何してるの？　楽しい？」

「こ、こら……！　子供は早く寝なさい……！」

「殿下、隣でこんなことされて寝る子供はいないですよ」

　様子を見に来たレームの目を手で隠し、マーシュはもはや見守るだけだ。きゃっきゃと歓かん声せいを上げ、リーはアレクの上に飛び乗る。

「おもしろそう！　リーもからまるー！」

「こ、こら！　逆効果になる！　やめなさい、リー！」

「よろしいですわ！　二人揃って身動きできないようにしてさしあげます！」

「ローズ、私だけを！　私だけを縛ってくれ!!　頼む!!」

　アレクの哀あい願がんとリーのきゃははーという高い声に、ついにドルチーノの私室の扉が蹴け破やぶられた。

「やかましいわっ!!　まとめて外で寝て来い!!」

　家や主ぬしの苦情に一同が大人しくなったのは言うまでもない。




　マーシュ、と小声で呼べば、すぐに木戸が開けられた。

「あれ、リーちゃん寝たんですか？」

　アレクは細く開けられた扉をすり抜け、部屋を振り返る。騒ぎ疲つかれたのか、ベッドではリーが丸くなって寝ている。

「寝つきは早かった」

「さすがお子様」

　二人はローズとレームが抱きあって眠る横を忍び足で通り過ぎ、バルコニーに出た。

「疲れた……。これでは身が持たない」

　やっと一息つくと、マーシュが素早く括くくられた縄を解いてくれる。

「モニカ様、今頃どうしてるでしょうね」

「魔導師長は確実に無事だと言ってくれたが……」

　もうなんでもいいから早く会いたい。

　荒縄の緊きん縛ばくから解き放たれ、アレクはそのままごろりとバルコニーに横たわった。

「頭を冷やしたい。ここで寝る」

「戦場でもないのに外で寝る王子様も殿下だけですよ。待っててくださいね」

　マーシュは部屋から敷しき布ふを二枚持ってきた。並べて敷くと、手にしていた掛け布も一枚渡してくれる。

「はいどうぞー」

「お前も外で寝るのか？」

「そりゃそうですよ。殿下が外なのに、俺が中で寝てちゃ駄目でしょ」

　なんだかんだで律りち儀ぎな男だ。

　二人で横になって、夜空を見上げた。森の入り口であるここは木もまばらで、星の煌きらめく群ぐん青じよう色いろの天てん幕まくが広がっている。その美しい夜景が涙で滲んだ。

「なぜ隣にいるのがお前なんだ？　モニカに会いたい」

「俺だって会いたいですよ」

「お前もか！　お前もモニカを愛しているのかー！」

「ええー、もう面倒だなぁ。俺にまでやきもち焼かないでくださいよ」

「どうしてこうなったんだ!?　今回の旅はモニカの行きたいところを全部回って、トナタス老のお墓に参って、モニカの欲しい物を全部買って、モニカとロラン湖で舟遊びする予定だったのに！」

「完全にライ様無視ですね。ほら、騒ぐとまた怒られますよ。明日にはモニカ様に会えますから頑張って」

「うっうっ……！」

　マーシュに慰められ、アレクは涙を呑のんで目を閉じた。
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　ひっそりと静まる石いし造づくりの巨大な建物は、どこか故こ郷きようの城を思わせる。

　ライは二人の護衛を外に置くと、三階の一室に入った。一室といいつつ、どの扉も中で繋つながっており、本当に広い。よく分からない並び方の本ほん棚だなの迷めい路ろを潜くぐり抜け、ライは目指す人物の姿を見つけた。

「こんばんは、魔導師長殿。こんな夜中に失礼。あなたもお忙しいようだし、邪魔されずに話せるのは今しかないと思ってな」

　大きな長机の上には、ところ狭せましと本や薬草が載っかっている。

　積み上げられた本の隙すき間まで何かを熱心に調べていたウィトスは、予告もなくやってきたヴァルダンの王子に丸まる眼鏡めがねの縁ふちを持ち上げた。少し驚いたようだが、やがて立ち上がり椅い子すをすすめる。

「かまわないよ、カーライル殿下。私はこんな時間には寝ないし、お茶でも持ってこさせようか？」

「いや、いい。できれば人は呼ばないでほしい」

　護衛すら置いてきたライを見て、ウィトスは話の内容が分からずともここに来た重要性は理解した。

　すぐ近くにあった椅子に座り、ライは本棚の迷路を見渡す。

「正直なところ、驚いた。こんな国があったのかと」

「ペンテレイアは隠されているからね。ヴァルダンや中央部の国では情報が行かなくても仕方がない」

　遠えん慮りよのない返事をするウィトスに、ライは唇くちびるの端を吊つり上げて笑った。

「一応、俺は王子なんだが。あなたはあまり頓とん着ちやくしないな。ペンテレイアの風ふう潮ちようか？」

「そういうわけではないよ。これは私個人の性格だ。どうも年若い方を見ると身分の上下関わりなく話してしまって、ガレ様によく叱しかられたものだ。やはりあなたにもちゃんとした言葉でお話しするべきかな？」

「いや、俺は気にしない。ヴァルダンは身分にうるさい国だから、新しん鮮せんだと思っただけだ」

「ああ、なるほど。それがセリディアーナ姫とオルディアーナ姫の関係の原因なんだね」

「二人を知っているのか？」

「ミラ……モニカ姫を通してとても仲良くなったと聞くよ。素晴らしく美しい姫君達だったね」

「そう。俺だけが凡ぼん人じん」

　ライが茶ちや化かすように肩をすくめ、ウィトスは彼の赤みがかった茶色の瞳を見つめた。

「カーライル殿下。殿下のご兄きよう弟だいは全て女性なのかな？」

「そうだ。俺が長ちよう子しで長男。あとは同じような年齢の姉し妹まいばかりだ。娘が八人生まれた時に、さすがに目に余った陛へい下かが諌いさめてしばらく治まってたんだがな。陛下がお倒れになってから女遊び熱が再発したらしい」

　ライにとっては二十一歳も年の離れた弟てい妹まいの誕たん生じようだ。

　ふむ、とウィトスは顎に手をやる。

「似てるね」

「何に？」

「古代ペンテレイアだよ」

「ははっ、古代の王もやたらと子供を産ませてたのか。こりゃ、我が父上も大陸統一を狙ってるのかもしれないな」

「なるほど、そちらに考えがいくのか。これはあの子に責せめられても仕方がないな」

「あの子？」

　ライは目を瞬く。女性に責められたことは多々あるが、ペンテレイアではまだ誰にも手を出していない。

　ウィトスはいやいや、と首を振った。

「魔ま道どうには男女の基本概がい念ねんがあってね。男児は顕けん現げん。女児は内ない包ほう。男性は魔道力が表に表れやすいが、女性は隠し持ったまま、本人も気づかず生しよう涯がいを終えることが多いんだ。そのせいで女性の魔導師は極きよく端たんに少なく、うちの宿しゆく舎しやにいるのも二人だけだ。まあそういう隠された力を持った女性達が、次の魔導師を産んでくれるんだけどね」

　なぜそんな話をされるのか分からないライが黙ると、ウィトスは真剣な顔をした。

「あなたが生まれ、セリディアーナ姫が生まれるまでの間、何か国にとって変わったことはあったかな？」

　ライはかすかに目を見張った。

　二人はしばし見つめあう。

　やがて、静かにライが口を開いた。

「それが俺の用件だ。俺はこの国に、花をもらうために来た」

「どんな花だい？」

　薬草には一いつ家か言げんのあるウィトスの目が光る。

「万ばん能のうの薬草だ。かつては我がヴァルダンの王城地下に咲いていた。しかし二十年ほど前に焼き払はらわれたんだ。この国になら花、もしくは種があるのではないかと思い来た」

「ヴァルダンの王城地下……。万能の薬草……」

　繰くり返したウィトスは、漆しつ黒こくの瞳を鋭するどくする。

「誰が焼き払ったって？」

「俺の父、王太子サウル殿下だ」

　二十年前、ヴァルダンの王都クルラードを中心に疫えき病びようが流は行やった。非常に致ち死し率りつの高い流行はやり病やまいで、対応に追われていた医い師しや学者達は古代史の中から万能の薬草を見つけ出す。

「それが王城地下の儀ぎ式しきの間、戴たい冠かんを控ひかえた国王にしか入れない場所に咲いていた。ベルナルド王の英えい断だんで儀式の間が開かれ、サウル殿下の指し揮きの下、花から作られた薬によって病は終わった。それはそれでよかったんだ」

　今では他の薬も作られ、猛もう威いを振るった病も恐ろしいものではなくなった。

「ただ、その後で儀式の間の花が全て焼かれた」

「それを王太子殿下が？」

「分からない。なぜ燃やされたのか、なぜ燃やされないといけなかったのか、それを知る人物が誰もいないんだ。花が消えた後も誰も疑問に思っていない。みんな、元からそんな花はなかったかのように過ごしている」

「ならばなぜ、カーライル殿下は王太子殿下がそれをしたと思うんだい？」

　誰も知らないなら、ライが目星を付けるのもおかしい。

　ライはいったん口を閉ざすと、少し迷うように続けた。

「陛下が……お祖じ父い様が仰った。あの男が花を燃やしてしまったと」

「ふむ。カーライル殿下は戴冠前の儀式の全ぜん容ようを知っているかい？」

「いや、俺に知る権利はまだない。お祖父様を除けば、我が国の神しん官かんだけだろう」

「なるほど。国王陛下と神官だけ」

　真ま面じ目めに話を聞いてくれるウィトスに、ライは自じ嘲ちよう気味に笑った。

「儀式とか笑えるよな。ヴァルダンの歴史などたかだか数百年だってのに」

「いいや。確かにヴァルダンという国の歴史は浅くとも、君達王家の歴史は浅くないよ。国王にしか入れない場所があるというのはよく分かる」

　ウィトスは言葉を切り、ゆっくりと告つげた。

「君の言う花は、恐らくもうない。種もなく、我々魔導師の間では存在すら想そう像ぞうではないかと議ぎ論ろんされてきたものだ。焼き払われたのなら、戻すことは不可能に近い」

　しかし、宣せん告こくを受けたライはさして落らく胆たんの色を見せなかった。

「それは覚かく悟ごしていた。俺のもう一つの目的は医者を見つけることだ。魔導師長殿どの、あなたは薬草に詳しいか？」

「まあ、今いる魔導師の中では私が一番だね。ただ、ヴァルダンの医学とは全く異なったものになるけれど」

「それこそ望むところだ。あなたに実際に診みてほしい人がいる。私と一緒にヴァルダンへ来てもらえないだろうか」

　探るような目をしたウィトスに、ライは真摯に頭を下げた。

「国内の医者には匙さじを投げられた。頼む。俺は……後悔したくないんだ。できることは全部やっておきたい」

「患かん者じやは？」

「毒どくに侵おかされている。何の毒かも分からず、あらゆる手を尽つくしたが改かい善ぜんしない。今は息をしているだけのような状態で生きている」

　その他詳しい状況を聞き、しばらく考えていたウィトスだが、やがて顔を上げた。

「分かった。行こう。私もヴァルダンには行かなければならないと思っていたんだ」

　ウィトスの言葉に、ライは大きな安あん堵どとともに感謝を述のべた。

「ありがたい。たとえ治らなくても、あなたに診てもらえるならもう十分だ。あとは納得して最さい期ごを看み取とってやれる」

　どれだけのことをして望みを繋いできたのか。

　悲ひ痛つうな表情をするウィトスに、ライは患者の身分を告げた。

「名前はアニス。ヴァルダン大だい公こうオデリージ家の長子――俺の、元婚約者だ」







　第四章　それぞれの役目







　とにもかくにも、夏でよかった。冬の野の宿じゆくはさすがに体験したくないものだ。

　森の中で一いち夜やを過ごし、モニカは二つの群れを回り終わった。朝から夕方まで歩き通しでさすがにへとへとだが、一番の疲つかれの原因は気落ちだ。

「なんでいないんだろう……」

　結局三つの群れのどれにも、シフラなる雌めす馬うまはいなかった。

（単たん独どく行動？　それとも人に捕つかまったとか？）

　しかし霧きり深く、森の王たる一いつ角かく獣じゆうが守る場所だ。アルトに襲おそわれたことのあるモニカには、人間が一角獣に勝てるとは思えなかった。

（それに、どの群れにも最初からいないってすごく変だ……）

　エルが「群れに近づくことができない」と言っていたのだから、彼女はやはり群れに所属していたのではないだろうか。

　鳥達に頼たのんで単独行動の馬を探してもらおうかと考えたとき、すぐ側そばから声がした。

「いたさ」

　振ふり返ったモニカの目に、美しい一角獣の姿が映うつった。

　相変わらず見み惚とれるほど綺き麗れいだが、中身を知った今は素直に見惚れられない。

「アルト、またついてきてたの？」

　呆あきれたモニカの言葉には答えず、アルトは一瞬にして銀ぎん髪ぱつの美青年に姿を変えた。

「最初の群れにいた」

「え？」

「でも名乗り出るはずない。そういう掟おきてだ」

「どういうこと？」

　肩かたを抱こうとしてくるのを躱かわしながら、モニカは眉まゆを寄せた。アルトは低く笑う。

「なんでエル様はお前に頼んだんだろうなぁ。森の娘むすめが行ったってシフラが出てくるはずないのに。モニカ、シフラがどれか教えてやろうか？」

「あなたに頼むと後で何か要求されそうだ。遠えん慮りよするよ」

「疑うたぐり深いな。シフラが何をしたのか知りたくないか？」

（教えたがり……。もしかして、まだ子供なのかな？）

　性格もあるだろうが、アルトは外見よりも随ずい分ぶんと若いように思えた。森の王だと言うが、代替わりして間もないのかもしれない。

　無言のまま、モニカが今夜の宿に適当な場所を探しに歩を進めると、アルトは機き嫌げんよく犬のようにモニカの周りを回りながらついてきた。

「子供を産んだんだよ。エル様とのな」

「ふーん」

　気のない返事に、アルトはむきになってモニカの前に回り込む。

「ふーんってお前な、一角獣は他種族と交わっちゃいけねーんだ。影かげが生まれるからな」

「影？」

「人間で言うなら悪あく魔まってとこか」

「はあああああっ!?　冗じよう談だんじゃないよ！」

　今現在レームと暮らしているモニカには、聞き捨てならない言葉だ。

「悪魔なんて生まれません！　そんなの迷めい信しんだよ、あんなにかわい…………」

　ふと、言葉を切った。

（シフラさんがエルさんの子供を産んだ……？）

　それは、言い換かえれば一角獣が野生の馬と子を成したということではないか。

　突然黙りこくったモニカを気にすることなく、アルトは話し続ける。

「とにもかくにも大昔からの掟なんだよ。エル様とシフラはそれを破やぶった。当然子供は追放されたけどな」

（追放された子供……）

　エルは見たところそれほど老ろう齢れいではない。子供を産めるということは、シフラもそうだろう。決して昔のことではないはずだ。

「エルさんは子馬がどうなったかを知りたいんだよね……？　もちろんシフラさんのこともそうだけど」

　しかしアルトは噴ふき出した。

「生きてるわけねぇだろ。群れを放り出された子供なんざ。だからエル様は子供のことは聞かずにシフラだけを探してんだよ。ちゃんと群れに戻ったかどうかな」

「群れを放り出された子供！」

　思わず叫さけんでいた。

　ああそうだ。ドルチーノも似たようなことを言っていたではないか。

　疲れた体に徐じよ々じよに活力が漲みなぎり、モニカは瞳ひとみを輝かせながらアルトの白い装しよう束ぞくを摑つかんだ。

「掟って言われるからにはめったにないことだよね？　最近のことだよね!?」

「最近って言うか、この間の春……おい、リー……じゃなくて、モニカ、お前あのとき」

「リーはエルさんの子供なんだよね!?　父親だって言ってたよね!?」

「あ、ああ、っておい、揺ゆさぶるのをやめろ！」

　モニカに襟えり元もとを摑まれがくがく揺すられながら、アルトは悲ひ鳴めいを上げる。

（この間の春！　じゃあやっぱり、リーはレームの姉きよう妹だいなんだ！）

　見た目からして、おそらく姉だろう。

「帰ろう！　エルさんのところに帰ろう!!」

　思わぬところで思わぬ繋つながりに出会い、単純に知らせてあげたくて、モニカは興奮のままに走り出そうとした。

　だが、背はい後ごから冷めた声が掛かった。

「シフラがなんで群れに戻れたか分かるか？　掟を破ったのに」

　振り返ったモニカに、アルトは乱みだされた服を直しながら口くち許もとを歪ゆがめた。

「エル様は絶対に許されないから仕方ないけど、シフラは子供と一緒に群れを離れることもできたんだ。だがそれをしなかった。子供を捨てて、自分は群れに戻った」

　目は笑わずに、口だけが歪いびつに吊つり上がる。

「子供を犠ぎ牲せいにして、自分が安全に生きることを選んだんだ。子供はオレが追い出した。それが役目だったから」

　笑うことに失敗したような顔だ。自分で気づいたのか、アルトは視線を逸そらす。

　放っておいたら泣き出しそうな顔に見えて、モニカはわずかに目を見張った。

（アルト……）

　唐とう突とつに、アルトがなぜこんなにシフラを探すモニカに構かまうのか、分かった気がした。

　しばらく黙って立ち止まっていたモニカは、肩に留とまる小鳥を見下ろした。

「今日もありがとう。夜の鳥を呼んでもらえる？」

　また明日の朝もお願いねと言えば、小鳥は素直に森の暗がりに飛び去っていく。

「おい！」

　顔を上げたアルトに背を向け、モニカは羽音の聞こえた空に声を掛けた。

「葦あし毛げの馬の群れに戻る」

　近くの枝から梟ふくろうの鳴き声が聞こえる。

　ついておいでと言う声に従したがい、薄はく暮ぼの森を歩き出した。
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（……明るいな）

　回かい廊ろうから静かなカゼルラの町並みを眺ながめ、レオは立ち止まった。

　カゼルラ王おう宮きゆうの奥宮は、夜も更ふけたというのに穏おだやかな明るさに満ちている。この城での夜は恐おそろしいものではなく、柔やわらかな光を漂ただよわせる落ち着いたものだった。

（住居とは住む人に似るんだろうか）

　ディアやレオが滞たい在ざいする王太子宮は特に華はなやかだ。明るくて元気で、飾かざられる花も調ちよう度ど品ひんも流りゆう行こうを作り出すような新しさがある。

　アレクらしい宮だ、と思う。

　正直なところ、レオはこうして接するようになるまで、アレクに対して全く違う印象を持っていた。それはディアも同じだっただろう。

　レオはアレクと言葉を交わしたことはないが、噂うわさは知っていた。

　笑顔も上うわ辺べだけで冷れい淡たん。優しいが素そっ気けなく、第二王子が病弱なために政せい敵てきがおらず、王太子として揺るぎない地位を持つ強国の王子。

　外がい交こう上必要な付き合いであれば応おうじるが、それ以外の女性からの誘いは一いつ切さい受けない。リディはともかく、七人の王女の誰とも挨あい拶さつ以外で親しく会話をしなかったし、他の貴き族ぞくの令れい嬢じようとも同様だった。

（…………まさかこんな方だったとは）

　ディアの企たくらみに付き合い、モニカと引っ付けようとしたときのアレクは別人ではないかと思った。ヴァルダンでは決して見られない笑顔に明るい声、モニカだけでなくディアや自分に対する優しい態度、弟エリオの冷たい態度にもめげない仲の良さ、何よりモニカのために走り回り叫び戦う様には感動を覚えたほどだ。

　その明るさや優しさは、彼に仕つかえる侍じ従じゆうや女じよ官かんにも言えることだった。

　すっかり馴な染じんだディアの部屋に戻れば、明るくさざめいていた女官達が笑顔で振り返る。

「お帰りなさいませ、レオ様。ディア様はお出かけなさいましたよ」

「出かけた？　こんな夜にどこへ」

　問えば、若い女官が元気よく答える。

「近この衛え騎き士し長ちよう様のところです！」

　嬉うれしそうな声に、周りの女官達が次々と拳こぶしを握にぎった。

「パエトン男だん爵しやくともお会いしましたし、婚約に向けて前進ですわ！」

「最近のお二人ってばとーっても良い雰ふん囲い気きですわよね！」

　きゃーっと黄色い悲鳴が上がり、レオは苦笑した。

　ヴァルダンとの違いを実感するのは、こんなときだ。

　ヴァルダンでは身分の違いは絶対だった。女官の中でも位があるのはカゼルラも同じだが、その自由度は圧あつ倒とう的てきに違う。主しゆ君くんと召めし使いなら尚なお更さらだ。

（ディアもこの国でなら幸せになれるだろう）

　生まれのせいで不ふ当とうな扱あつかいを受ける親友に、つい思いを馳はせてしまう。

　パエトン男爵の訪問には気を揉もんだが、何事もなく済んだようだ。部屋に戻ってきたディアは肩をすくめ、「すぐにお姉さまが来られて、蹴け散ちらしておしまいになったわ」と笑っていた。

　心配事も消え、後はディアの幸せを願うばかりだ。

「なら、ロベルト殿どのが送ってくださるかな。お任まかせしよう」

　迎えに行ってはお邪じや魔まだろう。レオは侍従のため、ディアの就しゆう寝しんの用意などは女官に任せている。今日の仕事も終わりで部屋を出ようとしたときだった。

「レオ様、マーシュ様のお部屋に行かれます？」

　レオは思わずギクリと肩を震ふるわせてしまった。女官は首を傾かしげる。

「合あい鍵かぎを頂いているんでしょう？　私も本をお借りしていて、お返ししたいのですが」

「あら、合鍵を？　お二人がそんなに仲良しだなんて存じませんでした」

　特に含ふくむところもなく、女官達は笑顔だ。レオは動どう揺ようを隠かくしてうなずいた。

「あ、ああ。調べたいことがあって。彼の部屋には珍めずらしい本が揃そろっているから」

　レオの胸の隠しには、常に銀色の細い鍵が忍しのばせてある。

　魔ま道どう書しよを自由に読んでいいという名めい目もくで貸してくれたのだが、本当は違った。

　ふと思い立ち、レオは何気なく尋たずねてみた。

「彼は……マーシュ殿はヴァルダンに行ったことはあるのか？」

「ええ、それはもちろん。アレクシス殿でん下かの第一の従じゆう者しやですもの。殿下の……ええと、お幾いくつ上だったかしら」

　二つ上……と思ったが、レオは他の女官が答えるのを大人しく聞いていた。

「そうそう、二歳上ですわ。もともと殿下の幼おさな馴な染じみで、恋の相談役を務つとめてらしたんですよ」

「彼はいつから殿下の従者に？」

「興味がありますか？」

　突然背後から男の声が聞こえ、レオは体ごと振り返ってしまった。女官達も慌あわてて一礼する。

　振り向いた先にいたのは、茶色い髪を丁てい寧ねいに後ろに流した長身の男だ。手にしたディア宛あての手紙の束たばを女官に渡し、王太子宮侍従長のラフィットはにこやかに首を傾げる。

「そんなに驚おどろいて、どうかされましたか？」

「い、いえ。……マーシュ殿はいつから侍従に？」

「正式に侍従になったのは殿下が十歳のときですよ。だからちょうど十年になりますね」

　元々細い鳶とび色いろの瞳が柔らかくなる。誰もが優しいと感じる穏やかな顔だろう。

　だが、レオはこの侍従長が苦手だった。

　マーシュからいい人だと聞いているのだが、何を考えているのか分からない。彼の隙すきのない笑顔を見ていると、なんとなく、いろいろなことを見み透すかされているような気がしてしまうのだ。

　ラフィットに見つめられ、レオは当たり障さわりなく答えた。

「殿下から特に信頼されているようなので、気になっただけです」

「ふむ。特に信頼……と。そうですね。マーシュが殿下に忠実でないなら、とっくに排はい除じよしたほど信頼されているのは確かだ」

　爽さわやかな笑顔なのに目が全然笑っていない。レオは顔が引きつらないよう注意し、ラフィットを見上げた。

「あなたがそう言うということは、マーシュ殿はアレクシス殿下に対して影えい響きよう力りよくを持つのですね」

「持ちますね。恐おそらくモニカ様と張るほどに」

　そこまでとは思っていなかった。レオが素直に驚くと、ラフィットはやっと目元を和なごませた。

「モニカ様が不在の時に殿下の暴走を止めるとすれば、あれしかいないでしょうね。得えがたい男だし、信用できる。レオ様、あなたもそう思いませんか？」

　さらりと言われ、言葉に詰つまった。

　女官達は深く考えることなく、ラフィットの言葉に同意している。

　だがレオは返事をし損そこねた。しまった。すぐにそうですねと答えるべきだった、と後こう悔かいしたがもう遅い。

　返事を考えあぐねるレオに、ラフィットはゆっくりと口を開いた。

「侍従向きの男ですよ。心の機き微びに敏さとくて口も堅かたいし、考えを読ませないだけの器用さもある。何より思いやり深い。あなたに対してもそうでしょう？」

「………………彼を買ってるのですね」

「ただ、見たままを言っただけですよ」

　それでは、と去っていく背中を見送り、レオは立ち尽つくした。

（見たまま……）

　普通に言われたままを受け取れば、マーシュの侍従としての能力を褒ほめたように聞こえる。

　だが、レオはそう取らなかった。

　考えすぎかもしれないが、ラフィットの言葉はレオに対するマーシュのことを言っているように聞こえたのだ。

（知っているのか？）

　見透かされたように感じていたのは、思い込みではなかったのかもしれない。

　マーシュのラフィットへの評価を信じているが、レオは無意識に胸元の鍵を上着の上から握り締しめた。

　今この場にディアもマーシュもいないことが、とても心細く感じられた。




　彫ちよう像ぞうのように立つ番ばん兵ぺい達が見守る廊ろう下かで、ロベルトは並んで歩く少女を見下ろした。

「わざわざありがとうございました。みな、喜んでいました。姫は本当に料理上手だから」

　近衛騎士団の執しつ務む室しつまで夜食の差し入れをしてくれたディアは、ロベルトに褒められ、はにかみながらも嬉しそうに微ほほ笑えんだ。

「いいえ、お口に合ってよかったですわ。皆様、本当に仲良しで」

　差し入れに大喜びしていた騎士団の面々を思ってか、くすくすと上品に口許に手を当てて笑う。狂きよう喜きしていた部下達を思って気き恥はずかしくなり、ロベルトはいたたまれない気持ちで咳せき払ばらいをした。

「見苦しいところを申し訳ありません。なんの因いん果がか、軽いのばかり集まってしまって」

「まあ。だからアレクシス殿下はロベルト様を騎士長に任にん命めいなさったのね」

「……そういうことです。どういたしましょう、バルコニーに出ますか？」

　見下ろせば小さな肩がかすかに揺れ、反応に、やはり、と確信した。

　今まで差し入れをしてくれても昼間ばかりだった。今日に限って夜、しかも送り役にロベルトを指名してきたのだ。

「――嬉しいですわ。少し外へ出たかったの」

　予想通り、ディアはすれ違う女官や見張りの兵達に聞こえるよう、明るい声で答えた。

　ロベルトの執務室は王太子宮の三階にあり、この階には廊下から続く大きなバルコニーがある。半円形の広間のような形で、視線を前に向ければ、下か弦げんの月に照らされた夜の大草原が広がっていた。

「まあ、綺麗」

　月の浮かぶ空と草の地平線は、どこか海を思わせる。はるか彼方かなたに町の光を見つけ、ディアは嬉しそうにバルコニーに出た。

　ディアを照らす光が人工の物から月光に変わった途と端たん、急に彼女から人間味が消え去った気がした。栗くり色いろの髪や白いドレス、身にまとう宝ほう飾しよく品ひんまで月光を浴びて輝く。大だい臣じんフォルケが彼女を妖よう精せいと例たとえていたが、本当にそのまま舞い上がりそうな軽やかさだ。

　見張りの兵をバルコニーから退さがらせ、ロベルトはやや足早に一番奥の欄らん干かん前に立つディアを追った。

　飛び立たずにこちらを振り返ってくれたディアに無む性しようにほっとし、ロベルトは心を落ち着けて隣に立った。

「姫。何か、私にお話があって来られたのでは？」

「気づいてくださってよかったですわ。どうやって人のいないところへ行こうか、悩んでいましたの」

　このバルコニーは城下を流れる大たい河がアルキアーノ河に面しており、大きくせり出している。ねずみ返しのようになっており、欄干側に立てば盗ぬすみ聞きもできない。

　ディアは後ろにひっくり返りそうなほど首を仰のけ反ぞらせ、ロベルトを見上げる。

「カーライル殿下は、無事にアレクシス殿下と落ち合われているのですね？」

「失礼致しました、まずは座りましょう。ええ、殿下方はちゃんと合流されております」

　身長差を失しつ念ねんしていた。ロベルトは欄干側に設しつらえられたベンチにディアを座らせる。自分が座ってディアが立つとちょうどいいのだが、そうもいかない。

　ちょこんと隣に腰掛けたディアは、ロベルトの言葉にほっと安あん堵どの表情を見せた。

「そう、ですか……。よかったですわ。急に予定を変えられたと聞きましたし、何かあったのかと心配しましたの」

「いつものことです。カーライル殿下は重要な公務以外で予定通りに来たことがありませんので。まあアレク殿下が相手のときに限りですが」

　気を許している証しよう拠こだろうが、いきなり予定を変えられるこちらの身にもなってほしい。

　思わずため息をこぼすと、ディアも納なつ得とくする。

「そういえばアレクシス殿下とカーライル殿下は仲が良ろしいですものね。それでなくても、カーライル殿下は奔ほん放ぽうな方だと王宮内でも言われておりますし」

「全くです。明るくて良い方ですが、もう少し相手の都合というものを考えて頂きたい。しかしヴァルダン王宮でも同じような振ふる舞まいをされているのですか？」

　順当に行けば、次の王太子となるべき人物だ。奔放という評価はどうなのだろうかと、他人事ながら心配になった。

「全て噂ですわ」

　ディアは微笑む。

「本当はどんな方なのか、わたくしは存じません。カーライル殿下とは一度しかお話ししたことがありませんもの」

「…………」

　ディアの境きよう遇ぐうを思い出し、ロベルトはとっさに頭を下げる。

　本当は「失礼致しました」と言おうとしたのだが、しかしそう謝ること自体が失礼なような気もして、うまく言い繕つくろえずに結局だんまりになってしまったのだ。

　口くち下べ手たさが嫌いやになったが、ディアはそんな苦く悩のうも見透かしたようにくすくすと笑う。

「優しい方ですわ。ロベルト様は」

　いえ、と否ひ定ていしようとしたとき、上から言葉を被かぶせられた。

「わたくし、あなたのことがとても好きです」

「！」

　思わず心しん臓ぞうが跳はね、そして、目の前が真っ暗になる心地ここちがした。

　あの日以来なかったことになっていた言葉を、こんなにはっきりと告つげられたのは初めてだ。

（ああ……）

　ぐらりと世界が傾かたむくような錯さつ覚かくに襲われたが、ロベルトは気力で耐たえた。

「子供の頃から、ずっとあなたをお慕したいいたしておりました。あのときの、あなたの良い面だけを見て、理想だけを追ってカゼルラに来たのです。実際にお会いして、理想が崩くずれても絶対に後悔しないと心に決めて」

　ディアは目を逸らさなかった。こんなに真まっ直すぐに見つめあったのは初めてだ。

「理想以上でしたわ。優しくて真ま面じ目めで、強くて頼たより甲が斐いがあって、有ゆう能のうで殿下に忠実な素晴らしい方」
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　いつもなら慌てて黙らせただろう。しかし、身の置き所がなくなるような褒め言葉も、今日は頭に入ってこなかった。

　束つかの間ま会話が途切れ、ロベルトは低くつぶやいた。

「……ヴァルダンへ、お帰りになるのですね」

　男爵の話を聞いたときから、どこかでこうなるだろうと思っていた。

　ディアはうつむき、かすかにうなずく。

　彼女を引き止めるための言葉はいくらでもある。意志の強いディアだが、ロベルトが熱意を持って止めれば考えを改めるだろう。

　だが、ロベルトにはできなかった。

「いつ……発たたれるのですか？」

「男爵はすぐに発つように、と言っていました。ベルナルド陛へい下かが体調を崩されていますし、結婚も早い方がいいと」

　結婚という具体的な言葉に、二人の間に沈黙が落ちる。

「わたくし、父に見捨てられました」

　ディアは、ついと視線を草原へ向けた。

「ひどいことを言われ、もう父を愛さないと決めました。わたくしを見てくれない父をあきらめたのです」

　その場面に居合わせたロベルトは、黙った。四年前、リディの誕生パーティでのことだ。あれを見たあとではどんな慰なぐさめも通用しない。サウルは本当にディアを娘だと知らなかったのだ。

「……それなのに、少しでもわたくしのことを考えてくださったのかと思うと、正直に嬉しかった」

　ロベルトは胸の痛みを感じ、目を伏せた。

（この結婚が本当にサウル殿下のお考えであれば、どれだけいいだろう）

　オークハルトは宗そう主しゆ国こくのヴァルダンと繋がりが深く、属ぞつ国こくの中では非常に安定した地位を持っている。その侯こう妃ひとして納まるなら、彼女の身み分ぶんに相応ふさわしい。

　なんの政略でもなく、サウルが娘を思って提てい案あんしたことならロベルトも心から喜べる。

（――もとより私とは身分違いだったのだ）

　いいや、身分だけではない。年齢も外見も、何もかもがかけ離れすぎている。美しい彼女には、こんな武ぶ骨こつな男よりも洗せん練れんされた王子が似合うだろう。

（今ならまだ大丈夫だ）

　良い夢を見た。あのときと同じ、今ならまだ彼女の幸せを願える。

　ロベルトは立ち上がり、座るディアの前で片かた膝ひざをついた。

「ヴァルダンまでの護ご衛えいは、私が務めさせて頂きます。どうぞお心安らかに過ごされますように」

　ディアはロベルトを見つめ一瞬口を閉ざし、そして囁ささやいた。

「ありがとうございます。よろしくお願い致しますわ」

　立ち上がったロベルトを見つめ、ディアも優ゆう雅がに立ち上がった。

「それでは、わたくしは戻ります」

「お部屋まで……」

「いいえ、ここまでで十分ですわ。実は近くにレオを待たせておりますの」

　ロベルトが伸ばしかけた腕うでを止めると、ディアは栗色の瞳を優しく細めた。

「おやすみなさいませ、ロベルト様。お話しできて本当によかった。ヴァルダンまで……よろしくお願い致します」

　見惚れるほど美しい礼をしたディアは、ロベルトに背を向けた。







　第五章　森の王







「変じゃないですかね？」

　マーシュは足元を確認しながら深い霧きりの中を進む。

　一日で着けるものかと思ったが、考えが甘かった。

　川を越えて随ずい分ぶん歩いたが一いつ角かく獣じゆうの群れには辿たどり着けず、やむなくアレク達は森の中で野の宿じゆくをしたのだ。早朝から探索を再開したのだが、深くなる一方の霧に行く手を阻はばまれている。

「時間的に真昼なわけですよ。こんなに霧が出るなんて」

　見事なミルク色の濃のう霧むだ。川を渡り、リーの「こっちだと思う」の言葉を信じて森を進んできたが、どうにも様子がおかしい。シャツが湿しめりを帯びて肌はだに引っ付き、アレクは額ひたいの汗を拭ぬぐった。

「少し休きゆう憩けいするか。二人とも歩き疲つかれただろう」

「はい、めちゃくちゃ疲れましたよ。足にまめができたかも」

「お前には聞いてない！　少しは鍛きたえろ！」

「やだなぁ、殿でん下か。鍛えるのは俺の管かん轄かつ外がいですよ」

　どっこいしょ、とマーシュは大きな石の上に腰こしを下ろす。

　リーは全く疲れた顔をしていなかったが、かわりに不思議そうな顔をしていた。

「どうして？　こんな霧見たことないのに……」

「……レームがいるから。レームいると、森の奥に入れない」

　答えたのは、しゅんとしたレームだった。その通りだ！　とでも言うかと思ったが、意外にもリーは責せめなかった。翠すい緑りよくの瞳ひとみを不安そうに揺ゆらし、霧の森を見上げる。

「で、でもリーもいるのよ？　リーはちゃんとした一角獣なの。森は絶対にリーのことを守ってくれるのよ？」

「リーちゃんが一角獣として認識されてない、ってことはないですよね？」

　はははとマーシュは乾いた声で笑ったが、声はすぐにしぼんで消えた。

　リーの顔がさっと青ざめたからだ。

「そういえば、リー、この体になってからずっとどの動物の声も聞こえない……」

　風が止み、束つかの間ま、森から音が消えた。

　四人は輪になってお互いを見やる。

「……マーシュ。お前はなんという嫌いやなことを……」

「ははは、ただの侵しん入にゆう者しや四人組……」

「う、噓うそ……。リーはもうどの動物の声も聞けないの？」

「帰る？」

　事じ態たいをよく分かっていないレームの軽い声に、アレクは頰ほおを引きつらせた。

「帰れるならば。私達は森のかなり深いところに来てるし、霧が晴れなければ正確な方向も分からない」

「一つ希望的観かん測そくを言うなら、遭そう難なんはないんじゃないかと思います。モニカ様がリーちゃんの体に入っているなら、森の王様と話ができるんじゃないでしょうか。森の王様って異い邦ほう人じんに敏びん感かんなんじゃないですかね？　違う？　リーちゃん」

　楽らつ観かん的てきなマーシュの意見だが、リーはためらいながらうなずいた。

「たぶんわかる……。川を越えたから。人間が入ったなら鳥が知らせてくれるし」

　とりあえず遭難死の危険性が薄まり、緊きん張ちようしていたアレクは肩かたの力を抜いた。

「ならば、日持ちする食べ物はできるだけ残しておこう。節約だ。二人とも、お腹は空いたか？」

「……空いた」

　リーがくぅと鳴る腹を押さえ、レームが踵きびすを返した。

「食べ物さがしてくる」

「レーム、私も行こう。迷っては大変だ」

「だいじょうぶ。レーム、迷わない。近くに実があった」

　駆かけ出そうとするのを、バスケットを手にしたマーシュが引き止めた。

「レーム君、籠かごもって行こう。殿下、俺が一緒に行ってきます」

　単たん独どく行動は危険だ。レームとマーシュが霧の中に消え、アレクはショックを受けたようなリーを草原の上に座らせた。

「リーの父上は森の王様だろう？　きっとすぐに来てくれるはずだ」

　慰なぐさめるつもりで言ったのだが、落ち込んでいたリーはきょとんと顔を上げた。

「リーのパパは森の王じゃないよ？　森の王はアルト」

「アルト？」

　聞き慣なれぬ名前が出てきた。ウィトスはリーを「森の王の娘むすめ」と言っていたのに。

　混こん乱らんするアレクに、リーは事情を説明しだした。

「あの半はん端ぱ者ものは純じゆん血けつの一角獣の娘、って言う意味で言ったの。だけどリーのパパは前の王だったんだよ。年を取って戦う力が弱くなったら自然に若い王に変わるんだけど、パパはしてはいけないことをして群れを追い出されたの」

「してはいけないこと？」

「うん。一角獣だけじゃなくて、森の動物みんなパパのことが大好きだったのに。そのことがあったとき、急に出て行けって言われたんだ」

　リーは強く唇くちびるを嚙かんだ。

「……でも、リーはパパのことが大好き。みんなはリーを群れに戻そうとするけど、リーはパパと一緒にいたいの。ずっと一緒にいたいの」

　泣くのを我が慢まんするリーの頭を撫なで、アレクは納なつ得とくした。

（だから一角獣以外の動物になろうとしたのか）

　リーは罪つみを犯おかしていない純血の一角獣だ。仲間が群れに戻れと言うのは当然のことだろう。

　ここで「群れに帰ったほうがいいんじゃないか」と言えば怒るに決まっている。アレクは言葉を選びながら尋たずねた。

「君の父上は何て言っている？　群れに戻りなさいとは言われないのか？」

「最初は言われた……。でも今はお嫁よめに行くまでいてもいいって言ってくれる。でもリーはお嫁にいかないよ？　パパとずっと一緒にいるんだ」

「そうか。優しいお父上だ」

　頑がん固こな娘に根負けした優しい父親の像が浮かび、アレクは笑う。きっとリーの父親も、リーが大人になれば事情を理解して群れに戻ると考えたのだろう。

　アレクの父への評価が嬉うれしかったのか、リーはぱっと笑顔になった。

「そうよ。パパはとっても優しくて、リーのことを一番大事にしてくれるの」

「私もそうだろうと思うよ。今もすごく心配している」

　自分が今、モニカを心配しているように。

（モニカに会いたい）

　彼女の言い方で「アレク」と呼んでもらいたい。モニカはミラになって、随分と言葉遣づかいが変わった。それでも違い和わ感かんがなかったのは、どの言葉もモニカの考えや出来事の捉とらえ方、感情の動きに即そくしたものだったからだ。

　声は同じでも、リーとは違う。

「私はモニカが好きなんだ」

（これはモニカではない）

　リーと一緒に過ごせば過ごすほど、体や心の拒きよ否ひ反応が強くなっていく。どんどんと吸い寄せられるように感じたミラのときとは、何もかもが違っていた。

「君はモニカの姿をしているけど、やはりモニカじゃない。……君の父上も同じだと思う」

「それでいいもん。リーの体じゃダメだから、モニカの体になったの」

「いや、体の問題じゃない。いくら違う姿になっても、父上にとってリーはリーなんだ」

　意味を測はかりかねるリーに、アレクは微ほほ笑えんだ。

「どんな姿になっても、お父上の気持ちは変わらないだろう。本当のリーの姿が一番可愛かわいいし、早く戻ってきてほしいと思っているよ」

　リーはモニカの体となった自みずからを眺ながめ、小首を傾かしげた。

「…………この格かつ好こうでも、大きくなったら群れに帰りなさいって言われる？」

「言われるよ、恐おそらく。どんな姿でも、リーはリーだから」

　姿を変えた仲間がいるなら、戻すこともできるはずだ。仲間はリーの父親が考えを変えないことを見越していたに違いない。

「アレクも、モニカに戻ってきてほしい？」

「ああ。無事だろうと思うけど、やっぱり心配だよ」

　リーの姿でもかまわない。だけどやっぱり、モニカの姿のモニカと会いたい。

「……どんな格好でも同じ……」

　それっきり、リーは膝ひざを抱かかえて沈ちん黙もくした。しかし傷ついているわけでも哀かなしんでいるわけでもなく、何かを考えているようだった。

　よしよしと頭を撫でてやると、視線を感じた。

　見れば岩の後ろから、マーシュとレームが二人揃そろってアレクを眺めていた。岩に出窓よろしく両りよう肘ひじをつき、頰ほお杖づえをついて、だ。身長の低いレームが隣で同じ体たい勢せいなのは、踏ふみ台になるような石に乗っているのだろう。

「どうした、二人とも。窓辺の乙女おとめのようだぞ」

「いえいえいえ、なんでもありませんよー」

　にやにやしながら言われると気持ち悪い。頰杖を崩くずさないマーシュにしかめっ面をし、アレクはレームに手て招まねきした。

「レーム、こっちへ来なさい。どうして同じ体勢をしている？」

「マーシュがなにか見るときはこう、っていってた」

「マーシュの言うことは聞くな。大体間違ってるから」

「えー、ひどいですよ殿下」

　戻ってきたマーシュとレームは、アレクの近くに腰を下ろした。その手のバスケットには、枇び杷わのような大きさの赤い果物がたくさん詰つまっている。

「けっこう甘くておいしかったですよ。中に種があるから、リーちゃん気をつけて。食べないようにね」

　一角獣ならかまわないだろうが、人間が食べる大きさの種ではない。素直にうなずいて食べ始めたリーに優しい目を向け、マーシュはアレクにも実を手渡した。

「さて、この後はどうしましょうか」

「行くか戻るかだな」

「戻るにしても正確に戻れるかどうかですねー。レーム君は何か動物の声は聞こえる？」

「聞こえない」

　モニカからレームは動物と話せると聞いていたアレクが声を出すより早く、レームは首を振ふった。

「この森はレームとしゃべらない。レームはいない子だから」

　食べる手が止まってしまった。

　いない子、という表現にどう返事をすればいいのか悩み、レーム一人がしゃくしゃくと実を齧かじる音が響ひびく。

「……そうなの？」

　恐る恐る、というリーの問いにもレームはあっさりうなずく。

　場が微び妙みような沈黙に包まれ、アレクは食事を再開した。

「うまい実だ。レーム、果物を探しに行くなんてよく思いついたな」

　アレクやマーシュが言い出すならともかく、小さな子どもが考えて言うのは偉えらい。褒ほめると、レームは少しだけ哀しそうな顔をした。

「……モニカも取ってきてくれた。はじめて会ったとき」

「そうか……」

　アレクはリーにしたように、レームの頭も撫でた。今でも覚えているほど、レームにとっては印象深い出来事だったのだろう。

　しんみりと実を食べ続けていると、やがて我慢できなくなったのか、レームの瞳に涙が盛もり上がった。

「モニカ……」

　声が潤うるみ、アレクとマーシュがああぁと腰を浮かせたときだった。

　ぐしっと泣いたレームの額に、コツっと硬かたい物がぶつかった。

　何かと思えば、リーが食べた実の種をぶつけたのだ。涙目で額を押さえるレームに、リーはキッと翠緑の瞳を吊つり上げる。

「泣き虫！　リーはすぐ泣く子、きらい！」

　モニカの顔だが、やっとレームも慣れてきたらしい。しばらく呆ぼう然ぜんと額をさすっていたが、負けじとリーを睨にらみつけた。

「……泣いてない！」

「泣いてる！」

「泣いてない!!」

　あっという間に種の投げ合いになり、慌あわててアレクが仲ちゆう裁さいに入る。

「こら！　やめないか、二人とも！」

　二人は「だって!!」と互いを指差す。

「リーが！」

「レームが！」

　言った途と端たん顔を見合わせ、取っ組み合いの喧けん嘩かになった。騒さわぎながらごろごろと草むらを転がっていく。

「こら、待ちなさい！　マーシュ、子供が転がっていくときはどうすればいいんだ!?」

「殿下殿下、子供の喧嘩なんて放っておいたらいいんですよ。兄きよう弟だい喧嘩みたいなもんです」

「私とエリオはこんな喧嘩なんてしたことないぞ!?」

「そりゃー育ちが違うから」

　マーシュはのほほんと食べ終わった種を土に埋うめる。霧の中の騒ぎ声で遠くに行っていないことを確認し、アレクも追うのをやめた。

「お前とロベルトもしたのか？」

「んー、いえ。俺と兄さんは喧嘩しないですね。兄さんが先に折れてくれるから」

　ロベルトの性格を考えればそうだろう。納得すると、マーシュはぱんぱんと手についた土を払はらった。

「兄さんはね、俺のせいで引き癖ぐせがついちゃったんですよ。だからあんなことになったんだ」

「あんなって……」

　考え、アレクは表情を改めた。

「あのときのことは関係ない。お前の考えすぎだ」

「でも兄さんは確かに好きだったんですよ。あのまま結婚したって幸せになれたはずだ」

「何回言うつもりだ。なれない。家のためにとあきらめて結婚なんて、双そう方ほうのためによくない。ロベルトの性格なら、彼自身が後こう悔かいするに決まっているだろう」

　ロベルトは過去に結婚式で花はな嫁よめに逃にげられた。それは動かしようのない事実だが、マーシュとアレクはロベルトが望んでそうしたことだと知っている。

　花嫁には恋人がいて、それを知ったロベルトが身を引いたのだ。恋人に身分はなく、花嫁の家は当然ロベルトとの結婚を望んでいた。二人は結婚式当日にロベルトの手配で駆かけ落おちし、ロベルトは面めん目もくを傷つけられたとして、花嫁を連れ戻しても結婚をする気はないと相手側に断だん言げんした。

　要するに、花嫁に逃げられるという形でロベルトが泥どろを被かぶったのだ。

「婚約時代からロベルトは心の整理をつけていた。これは私やお前の関係することじゃない」

　女性嫌いと言われているのは、恋愛ごとに疲れたロベルトが結婚を薦すすめられるのを嫌きらって言い出したのと、マーシュやアレクが手伝って噂うわさを広めたのが原因だ。しかし、アレクはともかくマーシュが率そつ先せんして噓を吹ふい聴ちようしたのは「生なま半はん可かな気持ちなら兄さんに寄ってくるな」という威い嚇かくでもある。

　それほどマーシュは傷ついていたのだ。娘に恋人がいることを隠かくして婚約させた相手側に、兄を選ばなかった花嫁に、不ふ名めい誉よな役を引き受けた兄に、次の結婚を薦める親に、事実を知らずに笑う世間に。

「今度こそ。今度こそ、兄さんには身を引かせない。絶対にディア様とくっつけてやるのです」

　最高の相手の出現だ。強く優しく美しく。ロベルトに揺るぎない愛情を持つディアは、マーシュのお眼鏡めがねにかなった女性だった。

　当初は逃げるロベルトの味方をしていたアレクも、最近の二人の様子に頰を緩ゆるめた。

「関係は良りよう好こうだと思うが。ロベルトが本来の彼に戻っている気がする」

「最初はどうしようかと思いましたが、しばらく無理やり二人にさせてたら慣れましたねー。今はもう、ディア様の本ほん領りよう発はつ揮きですよ」

　確かにアレクから見ても、ディアの戦法は感心するばかりだ。もっと早くにディアと出会い、対モニカ作戦を練ねっておきたかった。……どうせ距きよ離りを置けと言われるだろうが。

　そのとき、離れた場所からリーの悲ひ鳴めいが聞こえた。

　何か怖こわい物を見たような、緊きん迫ぱくした悲鳴だ。

「殿下！」

　マーシュが声の方向に目を向けたときには、アレクは走り出していた。

　視し界かいの悪い中を、木を避さけることによって方向が変わらないよう注意し、アレクは走る。いつの間にか二人の子供は更さらに場所を移動していたようだ。

「リー！　レーム！　返事をしろ！」

　怒ど鳴なれば、答えはすぐに返ってきた。

「アレク！」

「デンカ!!　オオカミ！」

（狼おおかみ!?）

　徐じよ々じよに霧が晴れてくる。

　視界に余よ裕ゆうができ、アレクは走る速度を上げた。走りながら一頭ならいいと願ったが、狼の習性を考えればそんなはずはない。

　前方に寄り添そってうずくまる小さな影かげを見つけたとき、アレクは愕がく然ぜんとした。

　あれほど深かった霧が噓のように晴れ、青空が覗のぞく。さして離れた場所ではないのに背中側は霧、目の前は真昼の森だ。

　木々が開け高い岩場がそびえるそこには、十頭ほどの狼がいた。

　犬の倍はあろうかという体に銀色の毛並みの狼達は、今にも飛びかかれる姿し勢せいを保ったまま唸うなり声を上げている。

　座り込んだままのリーとレームを背はい後ごに庇かばい、アレクは剣を抜ぬいた。汗が背筋を伝い落ちる。

（霧が晴れたのはこのためか……！）

　森が味方をしている。狼達の。

「マーシュ、リーとレームを連れて逃げろ」

　追ってきたマーシュの気け配はいを悟さとり、アレクは狼達から目を離さずに鋭するどく言った。

　この森で動物を傷つければ、生きて帰れないかもしれない。

　アレクは汗で滑すべる柄つかを握にぎり直し、剣の持ち手を替えた。

　それでも戦わないわけにはいかないのだ。

「逃げろ！」

　アレクの声を合あい図ずに、マーシュが二人の手を勢いきおいよく引く。動きを見せた獲え物もの達に、三頭の狼が同時に岩場を蹴けった。

「レーム！　吠ほえるのよ！」

　なるべく殺さないよう、刀とう身しんの側そく面めんでなぎ払ったアレクの背後、リーが叫さけんだ。

「いなくなれー！　って気持ちを込めて吠えるの!!」

　アレクの背後で白い光が輝き、ほんの一瞬だけ狼達の動きが止まった。

　飛び掛かってきた一頭を蹴り飛ばしたアレクの前に、一角獣の姿を取ったレームが走り出る。

「レーム！」

　退さがれ！　というアレクの声は唸りに消えた。

　怯ひるんだ狼達に向けて、レームは全身を使って叫んだ。

　小さな体から放たれた悲鳴のような咆ほう哮こうが、衝しよう撃げき波はとなって森に伝でん播ぱする。

　木々が揺れ、狼達は跳はねるように次々と岩場の向こうに姿を消した。いたるところから恐きよう慌こうを起こした動物が騒ぎ出し、鳥は羽音を立てて一いつ斉せいに飛び去っていく。

　声の大きさ以外に感じ取れないアレクは、騒そう然ぜんとする森の様子に立ち尽つくした。

　見る間に動物は撤てつ退たいし、時間を朝から昼に一気に進めたかのように視界がどんどんと明るくなる。薄く残っていた靄もやまでが生き物のごとく森の中に消え、その気配さえなくなった。




　アレク達の行く手を阻んでいた霧が、一瞬にして、完全に晴れた。
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　夜通し歩き続け、葦あし毛げの馬の群れに戻ったモニカは長おさの前に出た。

「あの、シフラさんはいませんでした」

　大きな白はく馬ばは、深い茶色の瞳でモニカを見つめる。

（そうか）

「なので、シフラさんを見かけたら伝えてください」

　モニカは群れにいる馬、全てに聞こえるように声を張り上げた。

「私、森の娘ではなくて、モニカ・ウェスタインという人間でカゼルラに住んでいます。年は十七歳で、家はとても大きくて、私の父は人間の中では身分があります。私自身が働いているわけじゃないけれど、お金には余裕があるし、この先もそれは変わらないと思います」

　突然始まった自己紹介に、どの馬も草を食はむのをやめ、耳をそばだてている。

「なので、シフラさんに伝えてください。あなたの子供はこんな人間が預かって育てています。レームという名前で、ちょっと泣き虫なところもありますけど、とても優しくて可愛らしい子です。元気で――」

　モニカは言葉を止め、周囲にいる馬、一頭一頭を見つめた。

「これからも元気なよう、私がずっと一緒にいます。だから安心してください」

　この先も、レームを手放すようなことは絶対しない。

　清さやかな風が流れ、モニカと馬達は長い間向き合っていた。

　どの馬だろうか。アルトはこの群れにいると言ったが、今、この場にいてモニカの言葉を聞いていてほしい。

　やがて、長の穏おだやかな声が聞こえた。

（――ああ。彼女を見かけたら伝えておこう）

　ほっとして、モニカは深く頭を下げた。

「ありがとうございます」

　誤ご魔ま化かすための噓ではない。そう信じられる声だった。




「説教でもすんのかと思った」

「まさか」

　群れを離れてから現れたアルトに、歩いていたモニカは振り返らずに答えた。

「私は群れの一員じゃないよ」

　モニカは人間だ。彼らの群れが何を一番大切にし、重点を置いているのか分からない。

「ただ、好きでレームを捨てたんじゃないと思いたいんだ……！」

　シフラには、シフラなりの考えや理由があったはずだ。

　だから、きっと心を痛めている。今でもエルのように気に掛けている。

　シフラもそう思っていると信じたかった。

　さくさくと力強く草を踏みしめ歩いていたモニカは、ふと冷静さを取り戻した。

「勢いで言っちゃったけど、今のでシフラさんの立場が悪くなったりしないよね？」

「ないんじゃねぇの？　シフラはもう群れに戻ってる。それで全てを許されてんだ」

「そう。よかった」

　安あん堵どして歩き出そうとしたモニカは、思い直して立ち止まった。アルトに手招きする。

　怪け訝げんな顔で寄ってきたアルトの頭に手を伸ばし、よしよしとその銀ぎん髪ぱつの頭を撫でた。

「何すんだよ！」

　飛び退すさるように離れられ、モニカは苦笑した。

「気に掛かってたんだよね。役目だからしたけど、子供を追い出したこと」

　見た目よりも子供っぽいアルトのことだ。もしかすると罪ざい悪あく感かんがあったのかもしれない。

　撫でられるのは嫌がったが、アルトはうつむいたまま何も言わなかった。どういう反応をすればいいのか分からないようだ。

「シフラさんが群れに戻ったこと、エルさんに伝えちゃいけない決まりなの？」

　アルトは群れのことを知っていた。だが一言も言わなかったのは、そうしなければいけない事情があったのだろう。シフラは子供を捨て、エルは一角獣の群れを離れた。もう終わったこととして、触ふれてはいけない問題なのかもしれない。

「私から伝えるのは許されるよね。帰ろう、エルさんのところへ」

　小さな男の子にするように、モニカがアルトの手を取ろうとしたとき――。




　森が揺れた。




　ドンッと心しん臓ぞうを一ひと突つきにされたような衝撃が走り、鼓こ動どうが不規則に跳ねる。肩にいた白い小鳥が甲かん高だかい声を上げて、逃げるように飛び去った。

　強い排はい除じよの意志を持った咆哮が響き渡り、モニカは悲鳴を上げてとっさにうずくまっていた。同じように、あちこちから動物達の声が聞こえる。金かな切きり声のような高い悲鳴の波に襲おそわれ、耳を塞ふさいだが防ぐことができない。

　カタカタと歯の根が合わなくなり、モニカは何が起こったのかを悟った。

　これは命令だ。

　消えろ！　という絶対者からの命令。

（一角獣が吠えたんだ！）

　辺りの動物や鳥達が一斉に逃げ回り騒然となる中で、耳を押さえたアルトが舌した打うちをした。

「迷い込みやがった！」

　誰が、と考えるまでもない。震ふるえを押さえたモニカは叫んでいた。

「レームが、アレクが来てるんだ！　そうでしょう？」

　問いには答えず、アルトの姿が一瞬にして変わる。

「待って、アルト！」

　一角獣となったアルトの姿が木こ立だちの中に消え、モニカは迷わず後を追って走り出した。

　それでもあっという間に距離は開いていく。アルトの姿はどんどん小さくなる。

　待って、待って。見失えば辿り着けない。

（走りたい！）

　走りたい――！

　目の端はしを白い光がかすめ、モニカは走る速度が増したのを感じた。

　体が軽い。まるでしんどさを感じなくなり、軽々と木々を避よけて走った。

　足を取られた木の根も、長い草も不思議と邪じや魔まにならない。それどころか、驚おどろくほど視界が広く、森が道を開けてくれるような気さえした。

　走って走って、その目にアルトを捕とらえたとき、モニカはやっと自分の姿に気づいた。

　純じゆん白ぱくの毛並みに銀色の鬣たてがみ。

　モニカは額に黄おう金ごんの角つのを持つ、一頭の小さな一角獣になっていた。
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　駆けるのをやめたアルトに追いついた場所は、モニカ達のいた場所からもっと南に下った森の奥だった。

　そびえ立つ大きな岩のふもとには、幾いく人にんかの人影が見える。

（アレク！　マーシュ、レームも！）

　やっぱり来てくれたんだという思いと共に、無事な姿に涙がこぼれそうだ。怪け我がもなく、突然現れた二頭の一角獣に目を丸くしている。

　人の姿を取ったアルトに倣ならい、モニカも足を止めた。

（よし、戻る、戻るぞ！）

　気合を込めて念ねんじる。

（戻れー戻れー！）

　しかしぴくりとも姿は変わらない。

　祈いのっても跳とんでも回っても、ちょっと走ってみても座ってみても変わらない。

（どうやって戻るの、これ!?）

　苦戦していると、不思議な行動をする一角獣を眺めていたアレクがハッとした。

「モニカ……！　モニカ、あなたなんですね!?」

（アレク、気づいてくれたの!?）

　なんということだ。怖い反面嬉うれしくなり、モニカは跳ね回った。

　その様子だけで言葉が分かったのか、アレクは両りよう腕うでを広げて駆け寄った。

「モニカ――――!!」

（アレク―――!!）

　ドスッと鈍にぶい音がして、軽々と吹っ飛ばされたアレクが草原に転がった。

　腕を伸ばして抱きついたつもりが、両前足でアレクの胸を蹴り飛ばしていたのだ。

「ぐ、ぐふっ……！　あ、あばらが……」

（ぎゃ――――っっ！　アレク！）

　いやだこんな体！　と思った瞬しゆん間かん、目の前が白い光に包まれた。人の形になったのを感じ、モニカは転がったアレクに駆け寄る。

「アレク！　アレク、しっかりして！」

「ぐっ……素晴らしい脚きやく力りよくです、モニカ……！　一角獣となったあなたに蹴られるなんて、こんな幸せなことはない……！　愛しています……！」

　苦しみと快感が入り混じった顔で胸を押さえつつ、アレクは身を起こす。どうやら骨に異常はないらしい。

　心の底から安堵したモニカの耳に、ひいいいっっと言うおかしな悲鳴が聞こえた。見れば背後のアルトが身み悶もだえしている。

「怖ぇー！　マジで見ただけで分かっちまったじゃねーか！　お前の男やべぇよ！」

「そんなの知ってる!!」

「お前もやべぇよ!!」

　じっとしていられないのか、うろうろするアルトを無む視しして前を向けば、マーシュと目が合った。

「モニカ様、ですか？」

「うん！　来てくれてありがとう、マーシュ」

　マーシュは何度も目を凝こらし、立ち上がったモニカを見つめる。レームも見知らぬ銀髪の少女に、途と惑まどったように声を上げた。

「モニカ……？」

「そうだよ、レーム！　おいで！」

　よろりと一歩踏み出したレームは、その声にうわあああんと泣きながら駆け寄った。

「モニカ――！　モニカ、モニカ！」

「レームー！　さっき吠えたのはレームだよね!?　どきどきしちゃったよー！」

　かなりの心しん拍ぱく数すうの上じよう昇しよう具合だった。心臓が止まった動物もいるんじゃないかと心配になったほどだ。

　箍たがが外れたように泣き続けるレームを抱き締しめ、モニカはその場にいた、もう一人の人間に目をやった。

　見事な翠緑の瞳に、長い亜あ麻ま色いろの髪。鏡の中で見慣れた少女が驚いた顔で立っていた。

「うわぁ、私だ……」

　つぶやいたのはモニカだが、リーもそう思ったことだろう。

　鏡ではなく、こうして自分と向かい合うなどめったにできる体験ではない。

　レームの涙を拭ってやりながら、モニカはアルトを振り返った。

「ほら、アルト！　リーが帰ってきたよ！」

　いまだにアレクに怯おびえていたアルトは、思い出したかのようにリーの姿を検けん分ぶんした。

「おー、そっちの格好も可愛いな。でもやっぱリーが一番だけどな！」

　しかしざっと見ただけで、モニカの肩を抱き寄せようとする。

「ちょっと！　リーが無事に帰ってきたんだから」

「無事って、リーはこっちじゃん」

「え……？」

　真まっ直すぐに笑顔で見つめられ、モニカは絶ぜつ句くした。

　アルトはリーとモニカを、――リーの姿のモニカとモニカの姿のリーを見比べる。

「やっぱリーが一番可愛いな！　リーは違う体になりたいんだし、このままモニカが入ってろよ。うん、それがいい。名案」

　満足そうにリーの姿のモニカを抱こうとする。

　決して冗じよう談だんを言っている顔ではない。

　本気で中身はモニカでいいと思っているアルトの言葉に、モニカだけでなく、アレクですら言葉をなくしたときだった。

「アルト。君は本当にそれでいいのかい？」

　穏やかな声がして、全員が驚いて目を向ける。

　今しがたモニカ達がやってきた方向には、一人の男が立っていた。

「パパ！」

　足首まである白の長ちよう衣いに、柔やわらかそうな銀色の髪。一度目にすれば忘れられないような美び貌ぼうの男に、リーが大喜びで飛びつく。

　誰に気づかれることもなく現れたエルはリーを受け止め、その姿を眺めた。

「……リー。本当に姿を変えてしまったんだね」

　咎とがめる口調ではなかったが、声には困こん惑わくが滲にじんでいる。

　無む邪じや気きに擦すり寄るリーを抱き締め、エルは束の間泣き出しそうな顔をしたが、やがて顔を上げた。アレクとマーシュを見つめ、静かに頭を下げる。

「リーを連れて来てくれてありがとう。モニカ、君にもお礼を」

　何について礼を言われているのかを悟り、モニカは首を横に振った。

「いいえ。会えなかったんです。ただ、元の場所で元気にしていることは教えてもらいました」

　アルトがシフラについて噓を言ったとは思っていない。

　エルは真剣な面おも持もちでうなずいた。リーの手前ぼかして言ったが、全て分かっているような表情だ。

　モニカは、エルがこっそりではなく、アルトの目の前でシフラを探してほしいと言った理わ由けが分かった気がした。アルトが何かしら行動を起こすと予想していたのだろう。

　だが、これは予想外なはずだ。

　モニカは側そばにいたレームを、そっと押し出した。

「この間の春に一角獣の群れを離れた子です。レームという名で、私が預かりました」

　攻こう撃げきを受けるのではと怯えるレームをなだめ、エルと向き合わせる。

　これだけで、いや、この紹介がなくてもエルにはレームが何者なのか分かったはずだ。

　エルの紺こん碧ぺきの瞳が揺れ、唇が強く嚙み締められる。

　何かを言おうとするが何も言えないようで、懸けん命めいに感情を抑おさえる様さまに、考えなしにレームのことを伝えようとしていたモニカは反省した。あのときアルトがシフラの話を持ち出さなければ、自分は確実にエルとレームを親子として引き合わせていただろう。

　リーは泣くのを堪こらえるような父親を不安そうに見上げていたが、やがてはっとした。

「レームが、春に群れを出た子……？」

　ここにきて、初めてレームと自身の繋つながりに気づいたらしい。

　呆然とするリーから離れ、落ち着いたエルは目の高さを合わせるためにレームの前に膝をついた。

「こんにちは。レーム」

「……こんにちは」

　人ひと見み知しりするレームの声は小さかったが、エルには十分だっただろう。

「……とても、元気そうだ……」

　震える手で柔らかな銀髪を梳すき、愛いとおしそうにふっくらとした頰に触れた。

　次にエルが何を言うのか。

　固かた唾ずを飲んで見守っていたモニカだが、エルは何も言わなかった。ただ、瞳に焼き付けるように長い間レームを見つめ、ゆっくりと立ち上がった。

「ありがとう。来てくれて」

　もう一度レームの髪を撫で、優しくモニカの元へ返す。

　その返した手で、姿の入れ替わった二人を呼んだ。

「さあおいで、二人とも。元の姿へ還かえろう」

「パパ」

　素直にエルの手を取ったモニカと違い、リーはためらうように胸の前で両手を組んだ。

「パパ、やっぱりこの姿でもダメ？　どの動物なら、リーはリーじゃなくなれるの？」

　自分じゃなくなる、という言葉に驚くモニカだったが、エルは特に動どう揺ようすることもなくリーの手を取る。

「リー……」

「もうこのままでいけばー？」

　場違いなほど明るい声が、エルの言葉を遮さえぎった。

　ぬっと横合いから伸びた腕がモニカの腰に回る。両足が浮き、持ち上げるようにして抱き寄せられた。

「オレ、リーの中身がモニカでもいい。リーも姿が変わるだけで死ぬわけじゃないし」

「アルト！」

　抱きすくめられて焦あせると、また別方向から違う男の腕が伸びた。

「やめろ！」

　モニカを奪い取ったアレクは、首根っこを摑つかむようにしてリーをアルトの前に押し出す。

「君の想い人はこっちだろう！　早く受け取れ！」

　リー。

　それはモニカの体である。

（こっち？　早く受け取れ？）

　今アレクが抱いているのはモニカだが、体はリーだ。自分の体の扱あつかわれ方もそうだが、アレクがリーを抱いて優しくしているのも何か腑ふに落ちない。

「…………私の体、ずいぶん雑ざつに扱うんだね」

　思わず冷めた声が出てしまい、アレクはさっと身を屈かがめる。

「当然です！　私にとってのモニカはあなたなんですよ？」

「…………当然、ね」

　なんだろう。

　ミラのときはあんなに嬉しかった、姿が変わってもあなたはあなた、なのに。

（全っ然、嬉しくない！）

　機き嫌げんの下か降こうを察さつ知ちしたのか、アレクは必死で言い募つのる。

「けっしてあなたの体を粗そ雑ざつにしているわけではありません。私にとって大事なのは外見ではなく中身なんです！　あなたの体が脱ごうが上に乗ろうが、私はもう惑まどわされませんよ！」

「もう!?　もうってどういうこと!?」

　もう、とはすでに一度起こった事こと柄がらに使われる言葉である。

　あからさまに「しまった！」という顔をしたアレクに、レームとリーの声が追い討うちを掛ける。

「もみもみ？」

「リー、この服きらい。寝られないから脱いだよ」

「何をもみもみ!?　脱いだって裸はだかで寝たってこと!?　アレク、正直に言って！　私の裸を見たってことなの!?」

「違うんですモニカ！　見たといえば見たのかもしれませんがそれは見ようとして見たのではなくてですねこう目を開けた時に飛び込んできたというかその！」

「見たの!?　見てないの!?　どっち!?」

「通つう訳やくしましょう、モニカ様！」

　注目した面々にマーシュは拳こぶしを握る。

「要するに見たんです！」

「うわあああああっ！」

　簡かん潔けつすぎる訳に、モニカとアレクが同時に叫べば、リーが口を添える。

「からみあって寝たよー。アレク喜んでた」

　いまモニカが何かを口に含ふくんでいれば、確実に噴ふん出しゆつしていただろう。何も食べていないのに、口から何かが出そうになったほどだ。

　このままでは誤ご解かいがひどくなると、アレクが決けつ死しの表情で割り込んできた。

「違うんです、絡からんだのは縄なわなんです！」

　真っ直ぐにモニカを見つめ、自身の胸を叩たたく。

「ローズによって緊きん縛ばくされた私の体の縄が絡んだんです!!」

「!?」

　体自体が絡んだのではないと言いたかったのだろうが、むしろ体自体が絡んだほうが健全だった。

（どういうこと!?　私の体、どうなってるの!?）

　ぐるぐると頭の中が回りだし、気がつけばモニカは叫んでいた。

「返して！　私の体を返して！」

　もういやだ。自分の知らないところで、勝手に自分の体を使われるのは耐たえられない。

　エルに縋すがり付けば「パパに近寄らないで」とリーに怒られ、それがまた自分の姿なので泣きたくなる。

　リーにしっしっと払われるモニカを庇い、エルは弱り顔でアレクを見上げた。

「アルトに話を聞いたけど、リーとモニカに術じゆつが掛かったのは半年も前なんだ。術は発動していなくても、そこまで長い潜せん伏ぷく期間があると戻すのがとても難しい。アルトは失敗しないというけれど、僕は確率は半々だと思う」

　術の失敗は、身体の損そん傷しようや魂たましいの消しよう滅めつを引き起こす。

　マーシュはごくりと息を呑のんだ。

「それは、最悪、モニカ様やリーちゃんが……ってことですか？」

　死、とはっきり言わなかったが、エルはうなずいた。

「それに、これは戻すことに成功しても確実なことだけど、術の掛かっていた半年の記き憶おくが失われる」

「いやです、そんなの！」

　モニカは弾はじかれたように顔を上げていた。

　死ぬかもしれない、と言われたときよりも現実的な衝撃を感じた。

（半年？　長すぎる！）

　仲良くなったディアのことも、リディのことも、エリオのことも。アレクとの間に起こったいろいろなことも、カゼルラに帰って来てからの全てが消えてしまう。

　絶対に嫌だ。泣きそうになったとき、背中から優しく抱き締められた。

「私はかまいませんが。あなたの記憶がなくなろうがなんだろうが、愛を育はぐくめというのなら何度でも繰くり返しますよ」

「アレク！」

　優しく後ろから包み込まれ、モニカは驚いて見上げた。

　抱き締める腕に力を込め、アレクは挑いどむようにエルを見つめる。

「ただ、モニカの生死が懸かかっているなら簡単にさせられません。他に方法はあるんですか？」

「うん、そうだよね。誰だってそうだ」

　エルはモニカとリーの手を取った。

「方法は、ある。記憶も完かん璧ぺきにそのままで、身体にも魂にも損傷の起こらない方法が」

　人間なら魔ま道どうというであろう気配の流れを感じ、アレクが抱いていたモニカを離す。

　魔道力のないマーシュですら術の始まりを予感したとき、アルトの顔色が変わった。

「おい！　エル様……！」

　しかし、それ以上言葉を発することはできなかった。

　エルが鋭い眼光でアルトを見返したのだ。

　それだけで何かの術が発動したのか、見えない空気の壁に押されるようにアルトの体が後こう退たいし、苦しげな顔で喉のどを押さえる。声を出そうと何度も口を開かい閉へいさせる青年を冷ややかに見つめ、エルは静かに言った。

「アルト。君は動くな」

　一度耳にすれば忘れられないような、低い声だった。

　ゾッと背筋が震えたが、本能的に逃げ出そうとする前にエルが微笑んだ。いつもの気弱そうな、優しい顔でリーとモニカを見つめる。

「じゃあ、始めるよ」

　繋がれた手に、力がこもる。

　右手はリーと、左手はモニカと。両りよう脇わきに二人を置いたエルは、紺碧の目を閉じた。

　どのようにして入れ替わるのか。興味を持ってエルを見つめるうちに、モニカはエルと繋いだ右手に熱を感じた。ほのかに温かい。

　しかし、すぐにそれどころではなくなった。

「――あっ！」

（熱い！）

　焚たき火びにかざしていた手に火が燃え移ったように、それは一瞬にしてとんでもない熱さに変わった。手が燃え上がるようで、身をよじって手を振り回してもエルが離してくれない。モニカだけでなく、リーも同じだ、自分の顔が苦痛に歪ゆがんでいる。

　熱くて熱くて、痛いほどだったモニカは、それが手だけでなく全身に回っていることに気がついた。

　いつの間にか体全体が熱い。何か、モニカではない何かが体中に注ぎ込まれ、体内で混ざり合っていた。皮ひ膚ふを残して体内全てが液体になったようだ。どんどん、とどまるところを知らずに液体が入り込む。

　それがあまりにも大量で、明らかに体内容よう積せきを超えていて、モニカは天を仰あおいで口を開いた。出してしまいたいのに、それは出て行こうとしない。溢あふれようとしない。

　ついに限界を超えて、モニカは叫んだ。

（爆発する――！）

　なんと叫んだかは分からなかったが、その叫びが風になったのを感じた。

　竜たつ巻まきのような、モニカの全身から空に駆け上がる突とつ風ぷうだった。ゴウッと木々が音を立てて揺れ、モニカとリーの長い髪が舞い上がる。たったの一瞬だったが、凄すさまじい風ふう圧あつにマーシュとレームが抱き合い、アレクもきつく目を閉じた。

　ぱらぱらと、木から振り落とされた緑の葉が草原に落ちる。

　風がおさまったとき、エルが呼んだのはリーでもモニカでもない。

「さあ、モニカの婚約者の君」

　アレクだった。

　体から熱が消え、肩で息をしながら目を開けたモニカは卒そつ倒とうしそうになった。

　整いそうだった息がガンガン上がっていく。

（なっ…………!!）

「なにこれ――――――っ!?」

　叫んだのはモニカでない。

　いや、正確にいうとモニカだったかもしれない。

「はあああああああっ!?」

「なにこれ!?」

「どういうこと!?」

（なんで私が八人もいるの!?）

　腰まである長い亜麻色の髪に、翠緑の瞳。霧の森を歩いたためか、くたっとした薄うす紅べに色のドレスをまとった八人の少女が口々に叫ぶ。

（み、みんな早い！）

　言おうと思ったことを次々と言われ、円えん陣じんの一人となったモニカは慌てる。いまさら同じことは叫べない。

　モニカ達の中心にいたエルは、術の成功を見てへたり込んだ。

「ふわあああ、疲れた――……。普通なら二、三人しか出ないのに、さすがに半年も術に掛かると人数が多いね。モニカを主あるじにしたまま、中にいるリーを少しずつ排はい出しゆつさせたんだよ。さあ、モニカの婚約者の君。アレクって言ったかな？　好きなモニカを選んで」

（は!?）

　八人のモニカが固まった。

　エルは草原に座り込んだまま、はんなりと笑う。

「選ばれた一人以外は消えるから」

　頭を殴なぐられたような衝撃に、モニカの全身から血の気が引いた。

（本物の私がいるのに!?）

　選ばれなければ、本物であっても消えるのか？

　ありえない、そんなことはありえてはいけない。

　しかし愕然としていたモニカは、他のモニカが我われ先さきにとアレクに殺さつ到とうするのを見て思い知った。

「アレク！　私が本物だよ！」

「違う！　アレク、私なの！」

（ええええっっ！）

　みな、同じことを思っているのだ。

　自分が本物だ――！　と。

（冗談じゃないよ！）

　うかうかしていられない。モニカは慌てて口を開いた。

「違う！　本物は私だよ！」

　しかし口を開いた途端に、ずいっと自分に押しのけられてしまった。

（先越された！）

　負けてなるものかと走り出れば、誰かが並へい走そうする。

「違うってば！　アレク、私だよ！」

「違うってば！　アレク、私だよ！」
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（かぶった――!?）

　しかも偽にせ者ものの方が０・１秒早かった。

　泣きそうになって、モニカは呆然としているアレクに向かって懸命に叫んだ。

「アレク！　お願い、私を見て！」
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「アレク！　お願い、私を見て！」

「アレク、偽にせ者ものに惑わされないで！　私はこっちだよ！」

　八人のモニカに詰め寄られ、アレクは思わず後あと退ずさった。

（な、なんということだ……！）

　アレクには夢があった。

　いつかモニカに囲まれたい。左右から、四方八方から、見渡す限りモニカで、全員が自分にべたべたしてくれる。

　ついに、夢が叶かなった――！

「ああああ天国か！　ここが天の国なのか!!」

　右腕にモニカ、左腕にもモニカ、前にもモニカ、モニカモニカモニカ――！

「ア――ッ!!」

　しかし興奮のあまりに上がった声は、途と中ちゆうで痛みの叫びに変わった。

　右のモニカを抱いていた腕に、レームががぶりと食いついたからだ。悶えるアレクにモニカ達の顔色が変わる。

「レーム！」

「めっ！」

「嚙んじゃダメだよ！」

「いつも言ってるでしょう？」

　四人のモニカに口々に叱しかられレームはふにゃりと泣き顔になったが、すぐにその側から声が上がった。

「そんなに怒らなくてもいいじゃない」

「本当だよ、アレクを嚙んだぐらいで！」

「泣かないで、レーム！」

「怒ったんじゃないからね、レーム」

　残りの四人がレームを慰め出したのだ。

（ふ、二手に分かれられてしまった……！）

　レームの攻撃により正気を取り戻したアレクは、改めて八人のモニカを観察した。

　服も一緒。顔も一緒。体形も声も一緒。

　寸すん分ぶん違たがわず、何もかもが同じだ。レームに対する態度も、どちらの陣営もありといえばありだから困る。

「はーいはい、質問です森の王様」

　のんきな声が聞こえ、見ればマーシュが手をあげてエルを見ている。離れたところからアルトが、森の王はオレだと言わんばかりに意思表示しているが、全員無視だ。

「リーちゃんを排出させたってことは、この八人は二人が混ざってるんですね？　まったく混ざっていないモニカ様というのは存在するんでしょうか」

「リーは？　どこ？」

　不安そうなレームに、へたり込んでいたエルは驚いたように目を瞬またたいた。

「ありがとう、リーの心配をしてくれているんだね。混じっていないモニカもいるよ。ただ、他のモニカも、リーが混じっているけどモニカ本人なんだ。仮に選んだとしても、一緒に過ごすうちにリーっぽさは消えて、本来のモニカになると思う。だからどの子を選んでも同じだよ」

　なるほどと聞いていたアレクは、ふと疑問にぶち当たった。

（リーが混じっている？）

　同じことを考えたのか、マーシュが再び手を上げる。

「待ってください、森の王様。リーちゃんが混じっているモニカ様を選んだ場合、リーちゃんはどうなるんですか？」

　アレクが考えたのもそこだ。モニカが主人格として残るなら、そこに混ざったリーは消えてしまうのか。リーが元の肉体に戻ったとき、性格なり記憶なりの一部が欠けたままでは可か哀わい想そうだと言いかけたアレクに、エルは厳きびしい表情で衝撃的なことを告つげた。

「リーは戻れないよ。モニカに混ざっているのはリーの部位じゃなくて、魂の本質だから。どのモニカに混ざっているものが消えても、リーは戻らない」

「な……っ！」

　アレクだけではない。マーシュもレームも、八人のモニカも身を強こわ張ばらせた。

　絶句したアレクに、エルは更に淡たん々たんと言う。

「これがモニカを傷つけずに、確実に戻す最良の方法だ。リーのことは気にしないで、君達にとって一番いいモニカを選んでほしい」

「気にするなって、そんなことできるわけがないでしょう!?」

「君達にリーの命を背せ負おわせるつもりはないよ。僕が責任を持って、君達の中からリーの記憶を消す」

「そんな……！」

　確かに、勝手に体を取り替えられ、リー殺しの罪の意識まで背負えと言われては理り不ふ尽じんすぎる。モニカの生死を懸けるのもごめんだ。

（だがこれでは……！）

　拳を握って逡しゆん巡じゆんするアレクから目を逸そらし、エルは静かな怒いかりをもって血の気の失うせたアルトを見つめた。

「アルト。これが他た者しやの体を軽々しく乗っ取った結果だ。君とリーを止められなかった僕も一緒に罰ばつを受けよう」

　アルトの全身が震え出す。ただ姿を戻せばいいと思っていたのだろう、想像もしなかった結末にショックを受けていることが見てとれた。

「……リー、死ぬの？」

　哀しそうなレームの声に、エルはゆっくりと口を開いた。

「……本当は、何も考えずに選んで欲しかったけれど仕方がないね。今のモニカ達は僕が力を貸して姿を維い持じしているから、術を解除すればそれらは全て消えてしまう。もしもそのとき君達が大おお元もとの、誰とも混じりあっていないモニカを選んでいれば、魂の欠けないリーは戻ることができる」

「な、なーんだ、可能性あるじゃないですか」

　笑顔で息をついたマーシュに、だが、エルは強こわ張ばった表情を崩くずさなかった。

「君達は本物の中からたった一人を選別できる？　何もかもが同じなのに。できるとすれば、それは直感でしかないよ」

　姿形だけでなく、考え方や感じ方まで同じなのだ。

（だが……！）

「殿下」

　思案に暮れるアレクの背後から、マーシュがそっと耳打ちした。

（なに？）

　内容に驚けば、マーシュは真剣な声で囁ささやく。

「いいから、言ってみてください。違いがないとは限らない」

　違いがないとは限らない。

　その言葉に、アレクは目が覚めたような心地がした。

（そうだ。突っ立っていても状況は同じだ。見つける努力をしなくては！）

　できればリーを戻してやりたいし、何より誰とも混じっていないモニカを選びたい。

「すみません、モニカ。私は――」

　息を詰めて見守るモニカ達をぐるりと見渡し、アレクは静かな声で言った。

「――八人の誰も選べません」

　宣言に、モニカ達が一いつ斉せいにざわめいた。

「アレク……本当に？　アレクなら選んでくれると思ったのに」

「絶対に見つけるって言ってくれると思ったのに……！」

　正直なところ、自分でもそう思う。言うべきは「選べない」ではなくて「選んでみせる」ではないかと思うのだが、ひとまずマーシュを信じるしかない。

「でも、私達の中から一人は選ぶんだよね？」

　唇を嚙んだアレクに、左右からモニカが取り縋った。

「お願い、アレク。私を選んで」

「アレク……お願い……！」

　二人は翠緑の瞳をうるませ、ひたむきにアレクを見上げる。

　お願い。愛する女性からこの言葉を言われてやらずにおける男はいるか。いや、いまい。

　しかし心を動かされかけたアレクに、真正面からぶつかってきたモニカがいる。

「アレク。私……」

　しっかりと抱きついてきたモニカは、声を震わせアレクの胸に顔を埋うずめる。

（モニカが自ら私の胸に……！）

　だが前に心を惹ひかれたとき、今度は後ろから温かさと柔らかさを感じアレクは硬こう直ちよくした。

「アレク……お願い」

（背中から、抱きつく……だと……!?）

　モニカから一度はされてみたいこと番付、上位に位置する行為だ。

「アレク」

「アレク！」

　アレク、アレク、アレク――！

（おおおおおおおっっ！）

「わかりました!!」

　自分を求めるモニカ達に囲まれ、アレクは力強く顔を上げた。

　誰もが「お！」と身構え息を呑む。そんな一同に向かい、アレクは拳こぶしを上げて宣言した。

「八人、全員連れて帰ります!!」

「ええええ――――――!?」

　一斉に驚きと非ひ難なんの声が上がり、エルの「む、無理だよぉ」という情けない声が響く。

　――そんな中で、小さな囁きがアレクの耳を打った。

「嫌い」

　場がしんと静まる。

　なぜ耳に届いたのか分からない。それほど小さな声だった。

　目をやれば、群がるモニカ達の向こう側に一人ぽつんと立つモニカがいる。

　彼女は泣くのを堪えるような顔で、じっとアレクを見つめていた。
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　こんなことは今までになかった。

　七人のモニカの言葉に大喜びするアレクを見ていると、ふつふつと心の奥底からいろいろな感情が沸わきあがってくる。

（アレク……！）

　これは誰だろう。

　自分ではない女性相手に、嬉しそうにしている男は。

　心の中がぐるぐるして、重くて、文もん句くを言いたいのに口を開けば泣き出しそうだ。

　今まで、こんな感情を持ったことはなかった。どんな素敵な女性が現れても、絶世の美女がアレクの側にいても、何も思わなかったのに。

　婚約が内定してから、モニカはアレクと一緒に様々な女性と会った。モニカが国を離れていた四年間でアレクの交友関係は様変わりしていたし、明らかに親しいとわかる女性もいた。モニカの知らない夫人もいた。令れい嬢じようもいた。他国の姫もいた。

　それでも何も思わなかったのは、アレクがモニカを特別扱いしていたからだ。モニカにする以上に優しくしない、親しくしない、甘くない。アレクにとって、世の女性は完全に二つに分かれていた。

　モニカか、モニカじゃないか、だ。

　アレクは今、モニカに接するように他の女性に笑顔を見せている。

（それは私じゃないよ……！）

　同じ姿、同じ声でも違う。

　いくら自分自身だといわれても、違うものは違うのだ。

　彼に想いの丈たけを伝えなければいけない。本当に本物は自分なのだと訴うつたえなければいけないのに、どうしても体が動かなくて気がつけば正反対のことをつぶやいていた。

「嫌い」

　それは小さな囁き声だったはずなのに、誰もが言葉を止めて振り返った。

「アレクなんて嫌い」

　自分はこのまま消えてしまうのだろうか。

　だとすれば、この意識はどこへ行くのだろう。術が解とけて一人のモニカが残ったとき、もう一度融ゆう合ごうできるのだろうか。

（いいや）

　エルは「消える」とはっきり言った。

（もういい……！）

「アレクなんて大っ嫌い！」

　涙交じりに叫んだときだった。

　ぐいと腕を引かれ、気づいたときには温かいものに全身が包まれていた。

「すみませんでした……！　浮気してしまった」

　うめくような声が上から落ちる。

　懐なつかしい力強さや温かさに、凍こおりつきそうだった体が溶けていくのが分かった。

（アレク……！）

　泣き出しかけたが、モニカは思い直してアレクの腕の中でそっぽを向いた。

「好きにすればいいよ。勝手に他のモニカを選べばいい」

「すみません、本当にすみません！　演技なんです、八人全員選んだのは本気じゃありません！」

「言った。八人全員お持ち帰りって言った」

「び、微妙に言葉が違う！　本当に本当にあなたを見つけるためなんです！」

　アレクはモニカの髪を撫で、頰に触れ、懸けん命めいに機嫌を取る。

「本当にすみません！　でも、もう見つけました……！」

　撫でられているうちに怒りの治まってきたモニカを強く抱き締め、はっきりとした声で言った。

「あなたが、誰とも混ざっていない本物のモニカだ――！」

　判定に、マーシュも異い議ぎを唱となえなかった。

　だが七人のモニカは違う。

「アレク、そのモニカを選ぶの？」

「嫌いって言ってるよ？」

「アレク、私はアレクのことが好きなのに……」

　怯えたように、次々と口を開く。

　アレクは本物のモニカを抱き締めたまま、微笑んだ。

「ええ。あなた方も間違いなくモニカだ。でも、私が愛せるのはこの本物の、森の王を愛するリーが混じっていないモニカなんです」

「でも！」

　まだ何か言おうとするモニカ達に、モニカはキッと顔を上げた。

「でもじゃない。本物は私なんだ」

「本物は私だよ！」

「嫌いって言ったじゃない！」

「そうだよ！　私はアレクのこと好きだよ？」

　同一人物の声がいろいろな場所から聞こえる。おかしな夢の中にいるようで、モニカはきつく目を閉じた。

（だけど本物は私なんだ！）

　みなが同じことを考えているのは分かる。

　それでも、ここで引き下がるわけにはいかないのだ。

　モニカはアレクを背後に置いて、他の七人に睨みを利きかせながら一歩踏み出した。

「アレクは誰も選ばない！　たとえ同じ姿だって、アレクが好きなのは私なんだ！」

　アレクが好きなのは自分なのだ。他の誰でもない、モニカなのだ。

　他人に言われなくても全部全部知っている。

　だから――！

「アレクに近寄らないで!!」

　ほぼ絶ぜつ叫きように近かったかもしれない。

　叫んだ瞬間、モニカの全身を何かが駆け巡めぐり、声と共に七人のモニカに襲い掛かった。

　例えるなら覇は気きだ。「近寄るな。消えろ！」という強い意志を持った叫びに押され、モニカ達は甲高い悲鳴を上げる。突風に蠟ろう燭そくの火が掻かき消されるように、七人の姿が大きく揺らいだ。

「……！」

　声のない声を上げながら、次々とその姿が見えなくなる。

　アレクやマーシュが目を見張るうちに、その場にいたモニカ達は全員消えていなくなってしまった。

「え!?」

　まさか消えてしまうとは思わなかったモニカはぎょっとしたが、七人のいた中心にはぶよぶよとした塊かたまりが出現していた。

　巨大な軟なん体たい生物のような液状の塊に、レームがととと、と駆け寄る。

「リー？」

　小さく呼びかけ、うごめく物体にそっと手を触れる。

　レームの指先が触れた刹せつ那な、ぱしゃんと水音を立てて塊が破は裂れつした。

　ぽたぽたと髪から白いドレスから水すい滴てきを滴したたらせ、そこには一人の少女がへたり込んでいた。

　現れた銀色の髪の美少女は微び動どうだにしなかったが、徐々に周囲を見渡し、側にいた少年をまじまじと見つめる。

「……レーム……？」

「うん」

　レームがこっくりとうなずくと、リーは自らの体を見下ろし、髪に触れた。

　色を確かめたあどけない顔がくしゃりと歪み、その紺碧の瞳に大粒の涙が溢れ出す。リーは飛び上がるように立ち上がると、エルに駆け寄った。

「うわあああああああん！　パパ――――！」

　自分が解くまでもなく消えてしまった術に呆然としていたエルだが、大声で泣きながら胸に飛び込んできたリーを受け止め、その額にキスをした。

「よ、よかったああぁぁ……！　お帰り、僕の可愛いリー！」

　気の抜けたエルと同時に術が解けたのか、アルトのうめくような声が聞こえる。腰が抜けたようにその場に崩くずれ落ちると、長く大きな息を吐はいた。

　見事にリーが戻ったのを見て、本物のモニカが選ばれたことを知ったマーシュが大喜びで拍はく手しゆする。

「素晴らしい意志の力です、モニカ様！　殿下に近づく女性を吹き飛ばすなんて、どれだけ殿下大好きなんですか！　モニカ様だけは敵に回さないよう、女性陣にそれとなく伝えておきますね。近づけば消されるぞ、と！」

「なんか別の意味っぽい！　大好きとか違うんだ！　そんな気持ちじゃない！」

「ああモニカ！　私はもう浮気はしませんよ！　この先何人あなたが現れても！」

「現れるわけがない！」

　そうそうこんなことがあってたまるものか。

　じたばたとアレクの腕の中から逃げようとするが、離してくれない。レームの力を借りてなんとか抜け出すと、立ち上がったエルが微笑んでいた。

「ありがとう、モニカ。それに、モニカのことをよく知る君達が来てくれたのも、僕にとっては幸運だった。本当にありがとう」

　アレクとマーシュ、レームに深々と頭を下げ、エルは群れの子供たちに目を向けた。

「アルト。リー。君達のしたことは、これぐらいの重さを持ったことだったんだよ」

　厳しい声で言ったが、やがて表情を和やわらげた。

　腕の中のリーを離し、涙を拭ってあげる。

「だけど……ごめん。元はといえばパパのせいだね」

　泣きじゃくっていたリーはやっと涙を止め、鼻をすすってエルを見上げる。

「パパ、どんな姿ならリーはリーじゃなくなるの？　リーは大きくなったら絶対にパパとお別れしないといけないの？」

「リーがリーでなくなる動物なんて、きっといないよ」

　エルはやっと戻ってきたリーの、美しい銀色の髪を撫でた。

　レームにしたように、小さな娘と目線の高さを合わせる。

「いつかリーは群れに戻ると思う。でもそれはお別れじゃないんだよ。誰かのお嫁さんになるということは、パパを失くしてしまうことじゃない。リーにとって、パパ以外に大切な人ができるということなんだ」

「……パパだけでいい」

「今はそれでもいいよ。でも、いつかきっと誰かを好きになるときが来る。僕以外の誰かを好きになって、相手のお父さんやお母さんとも家族になって、そして子供も生まれて、リーの世界が広がるんだ」

「…………」

「だからリーは姿を変えたりしなくていい。今のままでいいんだ。パパは今のリーが一番好きだよ」

　分かったような分からないような。納得しきれていないようだが、しばらくしてリーはこくりとうなずいた。

「わかった。いまはパパと一緒にいていいってこと」

　一応の理解を見せてくれた娘に微笑み、エルは立ち上がった。

「アルト。リーのわがままに巻き込んでしまったね。だけど、君にとっていい経験になったと思う」

　こうして皆が無事に戻ってきたから言えることだけど、と声をかけられ、脱だつ力りよくしていたアルトも顔を上げる。

「彼らの……アレクとモニカのことをよく覚えていてほしい。アルト。君がいつか、本当の意味でリーのことを好きになってくれるなら、僕は喜んで祝福しよう」

　事の重大さを分からせる以外にも意味があったことを知り、アルトはぐしゃくしゃと銀色の髪をかき回す。

　やがて大きく息を吸い込み、モニカに向かって頭を下げた。

「……悪かった。ごめん」

「リーもごめんなさい」

　アルトに倣って、リーもぺこりと頭を下げる。

　どうしますか？　とアレクに目で問われ、モニカは仕方なく微笑んだ。

「いいよ。みんなに心配かけちゃったけど、いい体験した。一角獣になったし、他の動物ともしゃべれたし」

　レームのことを知ることもできた。

　責めないモニカに、エルも子供達と並んで深々と頭を下げた。

「本当に迷めい惑わくを掛けたね。ごめんよ、モニカ」

「いいえ。元の姿に戻してくれてありがとうございました、エルさん」

「お礼を言うのは僕の方だよ。ありがとう、モニカ」

　エルはきっと、レームに謝しや罪ざいの言葉を言いたかっただろう。

　だが、言わなかった。

　一言も口にしなかったのは、謝るつもりがないということではない。踏ふみ込まないことによって、エルは自らレームと距離を取ったのだ。

　レームに父親だと明かさないことが、エルにとっての自分への罰だ。

　エルは手の平を握り締めると、そっと開いた。

「ひとつだけ、レームに僕から渡したい物があるんだ。どうか受け取って欲しい」

　その手には小さな青い宝石が載のっている。

（……水？）

　硬こう度どのある極小の球体だが、なぜか揺らぐように見えてモニカは目を瞬いた。

　エルはその青い珠たまをレームの左耳たぶに押し当てる。飾かざりのように綺き麗れいについた珠に、エルは微笑んだ。

「お守り。僕の涙なんだ。君に影が寄り付かないように」

　困ったようにモニカを見上げるレームに、側に戻ってきたリーはふんっとそっぽを向いた。

「もらっときなさいよ。リーとお揃いだし」

　言いながら銀色の髪をかき上げ、耳を露あらわにする。言われたとおり、リーの形のいい耳には青い宝石が輝いていた。

　リーの顔は知っていても性格は知らなかったモニカは、可愛らしい言い草に噴ふき出した。随分と気の強いお嬢じようさんだったようだ。

　リーに頰を染めながら睨まれ、笑いを収めたモニカはレームの髪を撫でる。

「綺麗なものもらったね、レーム。ありがとうございます、エルさん」

　魔道に目がないマーシュもうらやましそうに眺める。

「いいなー、レーム君いいなー。俺も欲しいー」

「おい、おっさん。これは特別な物なんだよ。誰でも持てるもんじゃねぇぞ」

「そりゃ、もちろん。もらおうと思って言ってるわけじゃないよ、アルト君」

「君付けすんな！　オレは森の王だぞ!?」

　ぎゃーと吠えるアルトをマーシュが軽くいなし、アレクは興味深くエルの涙を見つめる。

「魔ま導どう師し長ちようが見れば狂きよう喜き乱らん舞ぶしそうな代しろ物ものですね」

　それにはモニカも同感だ。一角獣の涙など、手に入れようと思って手に入るものではない。

　皆に褒められ、初めは耳を気にしていたレームも笑顔を見せた。

「モニカ」

　エルに呼ばれ、モニカは顔を上げる。

　芸術品のような美び貌ぼうが微笑みを形作り、エルはモニカの前髪をかき上げると、丸い額を露わにした。

　そして、そっと唇を寄せた。

　柔らかな感かん触しよくを額に感じる。

　アレクは止めようとはしなかった。それは男女の愛を感じさせない、親愛に満ちた仕し草ぐさだったからだ。

　温かく、穏やかで清すが々すがしい春の風のような何かがモニカの全身を駆け巡り、爪つめの先から髪の毛一本一本に至いたるまでが浄じよう化かされていくような気がした。

　目を開けば、エルの瞳がある。

　深い、どこまでも澄すんだ紺碧の瞳だ。

　その吸い込まれそうな目が慈いつくしみに柔らかく細まり、歌うような美しい声が聞こえた。

「僕からの感謝の気持ちだ。君に祝福を。僕のキスは必ず君を守るだろう」




　　　　　　　　　　[image: ]




　リーとエルと、一応ついてきたアルトに見送られ、モニカ達は狼の岩場から川辺まで戻ってきた。

　霧のせいで蛇だ行こうしてしまったが、直線で帰れば川までは意外と近い。三頭の一角獣と別れ木々を抜ければ、せせらぎの音が聞こえ、モニカにとっても見覚えのある風景が現れる。

　やっと緊張から解き放たれたのか、マーシュは大きく伸びをした。

「ここまで来れば迷わず帰れますねー。ドルチーノさんもローズも心配してますよ、きっと。この実をお土産みやげにしましょう。この赤さ、宝石のようですよ」

「そうだな。森の奥深くで見つけたんだ、珍めずらしいに違いない」

　アレクも重おも々おもしくうなずき、モニカは語り合う二人の間からバスケットを覗いた。

「あ、これリンゴの仲間だよ。ペンテレイアでは一年中食べられるから、ほぼタダで売ってるけど」

　お土産みやげにはなるだろうが、喜ばれるかどうかは微妙だ。ドルチーノのことだから「こんなもん家にもあるわい」などと言いそうである。

　がーんという表情で、アレクはよろめいた。

「やはりお前の言うことなどあてにならない」

「ひどいですよ、殿下！　珍しいに違いない、とか言ってたくせに！」

「お前の、宝石のよう、よりましだ！」

　二人は騒ぎながら川を飛び越える。モニカとレームも笑いながら後に続いた。

　だが、川を越えたレームの足が止まった。

　白い光が目の端に映り、モニカは振り返る。気がつけば人から子馬へとレームの姿が変わっていた。

「レーム？」

　唐とう突とつに子馬の姿に戻ったレームは、川の方を向いてぱたぱたと尻しつ尾ぽを揺らす。

　レームの視線を追ったモニカは、その先に真まっ白しろな馬の姿を捉えた。

（馬の長おさ……）

　あっ、と息を呑んだ。

　長の背後に白い馬の姿が見えたのだ。薄い灰色にも見える、美しい葦毛の馬だ。

　レームの視線は、真っ直ぐにその馬に向かっている。

（レーム！）

　モニカはとっさに腕を伸ばしかけ、だが、ぐっと止めた。

　このまま細い川を飛び越えて、母親の元へ行ってしまうのではないかと思った。

　レームの尻尾が揺れる。

　見つめあう母はは子この姿を、モニカは固唾を飲んで見守った。

　永遠にも感じられるような一瞬が過ぎたとき、レームの体が淡あわく輝いた。その姿が子馬から人へと変わり、川から踵を返してモニカに駆け寄る。

「レーム……！」

　戻ってきたレームを、モニカは強く抱き締めた。

　いいの？　と問いかけそうになり、言葉を飲み込む。

　モニカにはとてつもなく長い時間に思えたが、実際はアレク達が振り返ることもないような短い時間だった。

　惑うモニカに、レームはきょとんと小首を傾げる。

　いいも何も、レームはもう森に戻れない。こうしてシフラが来たのは、きっと長の優しさだ。

　モニカは絵かい画がのような美しい森に立つ二頭の馬に向けて、深々と頭を下げた。

　大きく手を振り、モニカとレームは手を取り合う。

「行こう。ドルチーノさんとローズが待ってるよ！」

「うん！」

　レームはぎゅっとモニカの腕に全身を預けてくれる。その温かさを感じ、振り返ったアレクとマーシュに追いつくよう、二人は駆け出した。
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　ドルチーノの小屋では涙ぐむローズと無事を喜んでくれたドルチーノに迎えられ、一行はその日のうちに王おう都との宝ほう珠じゆに戻った。

　ライに時間をもらったお礼を言い、後は懐かしい面々と再会を喜び合う。王おう妃ひやリチオ王、ガレやウィトス、ドルチーノも交えた盛せい大だいな晩ばん餐さん会かいが催もよおされ、一角獣になったモニカの話で大いに盛り上がった。




　その夜。宝珠の懐かしい貴き賓ひん室しつで、レームの寝顔を見ていたモニカはノックの音に顔を上げた。

　扉とびらからではない。月光の射さす、バルコニーに面した窓の方だ。

「…………」

　誰が来ているのかはすぐ分かる。

　なんだか素直に出て行くのもしゃくで、しばらく動かないでいると、やがて音は消えてしまった。

（あきらめたのかな？）

　レームを起こさないようにベッドを抜け出し、薄い肩掛けを羽は織おる。細く開けた窓から外を覗いたモニカは「ぎゃっ！」と短く叫んだ。

　バルコニーの端に、夜よ着ぎのままのアレクが足を投げ出して座っていたからだ。

「何してんの！」

　慌あわてて飛び出せば、アレクはぱっと顔を輝かせる。

「もう来てくれたんですね。あなたが出てくるまでここで待っていようかと思って」

「私が寝てたらどうするつもりだったの!?」

「あなたの朝は早いでしょう？　明日の朝窓を開けるのはあなたでしょうから、ここで待っていれば朝一番に会える」

「馬ば鹿か！」

　思わず叱り飛ばしたが、返ってきたのは笑顔だった。

「そうです」

　肯こう定ていに油ゆ断だんすると、ぐいと腕を引かれた。あっという間に、立ち上がったアレクの胸にすっぽり包まれる。

「あなたのことが大好きな馬鹿です」

（ああもう！）

　得意げな声に、文句を言う気力も消えてしまった。

　大きな手がモニカの滑なめらかな頰をなぞって仰あお向むかせる。

　一度目は深く、二度、三度と口付けを交わし、アレクは搾しぼり出すような声でつぶやいた。

「ああ、やっとあなたに会えた……！　本物のあなただ！」

　たった三日で何を大げさなと思うが、アレクの気持ちを考えれば仕方のないことかもしれない。

　モニカはアレクの安あん否ぴを考えなくてもよかったが、アレクはそうではなかったのだ。無事かどうかも定かではなく、モニカの体は側にいても中身は違う人物である。

（……辛つらかったよね）

　もしもアレクの体だけがあって、それがアレクでなかったら。

　どんなに中身が良い人でも、本物のアレクに会いたくなるだろう。

　ぎゅっとアレクの背中に腕を回し、広い胸に擦り寄った。

「ごめん、心配かけて」

「いいえ！　あなたは悪くない」

　確かにそうなのだが、なんとなく謝ってしまった。

　唇に、こめかみに、首筋に。何度もキスをして、アレクはやっと落ち着いたように部屋の中に目をやった。

「レームは寝てますか？」

「寝てるよ。ぐっすり」

「初めて頭を撫でましたよ。少し仲が良くなったかもしれない」

「本当？」

　くすくす笑うと、アレクはモニカの髪を撫でた。

「森の王は……レームの父親だったんですか？」

「……気づいたの？」

　アレクには一言も言わなかったのに。
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　驚いたモニカに、アレクは苦笑した。

「単純に、似ていたので。あとはリーが言っていたんですよ。前の森の王が、してはいけないことをして王の座を降りたと。半端者……という言い方はよくありませんが、それほど混こん血けつを特別視するなら原因としてありでしょう」

　勘かんがいい。そしてアレクが気づいたなら、マーシュも気づいているだろうと思えた。

　モニカは少し声を落とした。

「レームには……」

「ええ、分かっています。森の王が言わないのなら、私達が口にすることではない」

　ほっと息を漏もらすと、アレクは話題を変えた。

「ライにヴァルダンへ誘われたんですね」

「うん。駄だ目めかな？　ウィトス先生が行くし、私も行ってみたいけど」

　晩餐の席で、モニカはライからヴァルダン行きを提てい案あんされたのだ。驚いたことに、ウィトスも外がい交こうではなく用事があって訪問するという。

　もともとの予定ではアレクだけがライと共にヴァルダンに向かい、ペンテレイア訪問を終えたモニカは別行動でカゼルラに帰るはずだった。

「ベルナルド陛へい下かが私に会いたいって、本当なのかな？」

「まあ、私がさんざんあなたの話をしていたので噓ではないと思いますが」

　どんな話だ。不安になったが、ライはベルナルド王がモニカに興味を持っており、見舞いに来てくれれば喜ぶだろうと言う。

　いきなりの話に途惑ったが、モニカは概おおむね行く方向で考えている。

　一つは単純に外国に興味があること。もう一つがベルナルド王の体調だった。

　どちらかというと、この話に良い顔をしなかったアレクはため息をつく。

「あなたはまだ正式な婚約者じゃない。私から離れて公こう務むをすることはありませんから、今のうちに行っておくべきかもしれませんね。それに……陛下にはもう、時間がない」

　起き上がれないほどかと言われれば、そうでもない。だが年が年だけに油断はできないし、モニカがベルナルド王に会う機会などめったにないのだ。会えるのなら、会ってみたい。

「アレクはどうして行かせたくないって思うの？」

　晩餐会の後、ライと何かを話していたのは知っている。

　見上げれば、アレクは目を逸らした。

「……会わせたくない人がいるんです」

「ロクサーナ姫？」

　しかしアレクは意外そうに首を傾げた。

「なぜここにロクサーナ姫が？」

「いや、えーと」

　ライの言った「妹達」が気になり、モニカはこっそり彼に聞いてしまったのだ。リディやディアではなく、他にアレクを好きな姫がいるのかと。

　そのときに出てきた名前が、第二王女のロクサーナだった。

　口ごもるモニカに、アレクは思い当たったらしい。

「確かにロクサーナは私のことが好きですが」

「断言した!!」

「すみません。でも、彼女が私にこだわるのはリディに勝ちたいからですよ。純粋な恋ではありません」

　やけにはっきり言われ、モニカは上うわ目め遣づかいになった。

「そんなこと分かるの？」

「それはまあ、彼女達の関係を見ていれば。……私が会わせたくないのはサウル王太子殿下です」

「ああ、あの方……」

　納得だ。近きん隣りん諸しよ国こくに轟とどろく女癖の悪さを見れば、アレクが心配するのも無理はない。

　だがそれを承しよう知ちの上で何かあるとは思えず、モニカは月明かりの中で微笑んだ。

「大丈夫だよ。信じて」

　サウルがどれだけ魅み力りよく的てきな男性であっても、アレクがいる限り入り込む余よ地ちはない。

　モニカの自信に、アレクはこれ以上はないというほど嬉しそうに笑った。

「あなたも私のことを信じてくださいね」

「え？」

　目を瞬またたけば、アレクは身を屈めてモニカの耳元に唇を寄せた。

　――あなたは意外とやきもち焼きだから。

　小声で囁かれ、一気に頰が熱くなった。

　素早く身を翻ひるがえして逃げれば、これまた素早く腰に腕が回る。捕らえられ、モニカはじたばたともがいた。

「離してー！」

「すみません、からかったりしてすいません！　逃げないでください！」

　走っているのに進まない、と思えば、腰を抱え上げられ足が浮いていた。空中でバタ足をするモニカを抱き締め、アレクは吐と息いきを漏らす。

「嬉しかったんです。すごく。嬉しすぎてどうにかなるかと思った。マーシュに演技をするよう言われたとき、そんな作戦上う手まくいくはずがないと思ったんです。八人のあなたがどんな反応をするのか見るためだったんですけど……まさか、あんなにやきもちを焼いてもらえるなんて」

「やきもちじゃない！　アレクが私以外にデレデレするから腹が立っただけ！」

「ああもうなんですかね!?　この、心臓に針はり金がねを巻きつけて左右からギュウーッと引き絞しぼられている感じ!!」

「い、痛っ、怖いっ!!」

「私も怖い！　あなたが好きすぎて自分が怖い！」

　はぁはぁと両者共に肩で息をし、アレクはまずモニカをバルコニーに下ろした。

「落ち着きましょう」

「そ、そうだね」

　こんなに騒いでいては兵士が来てしまう。

　ちゃんと逃げるのをやめると、アレクも心を静めてくれたようでモニカを覗き込んだ。

「私のいない三日間、大丈夫でしたか？　現在の森の王が一緒にいたようですけれど」

「アルト？　うん、あの子は全然何も……あ！」

「どうしたんですか？」

　落ち着いたついでにとっても大事なことを思い出し、モニカはふふふ、と笑いながら体勢を変えた。

「そういえば私、アレクに話したいことがあったんだ」

「なんでも聞きますよ。どうぞ」

　アレクは優しく目を細める。

　モニカはバルコニーの手すりにアレクをもたれさせ、ぴったりと抱きついて体を預けた。

「アレク、アレク」

「はぁい、なんですかモニカ」

　甘えるようなモニカの声に、アレクの声も柔らかく溶ける。温かな体を寄せ合えば、二人の影は一つになった。

「あのね」

　逃がさないようアレクを囲ったまま手すりをしっかり摑み、モニカは笑顔で額に青あお筋すじを浮かべた。

「ローズから、ドルチーノさんの家で起こったこと聞いたんだけど……!!」

「!!?」

　夜のバルコニーから悲ひ痛つうな謝罪や弁べん解かいの声が響いたが、駆けつける者は誰もいなかった。







　終章　―Epilogue―







　ソファに腰こし掛かけ、リディは身動きもせずに待っていた。部屋にいるのはリディと腹ふく心しんの侍じ女じよ、マチルダだけだ。

　振ふり子時計が時を刻きざむ中、小さなノックの音がした。

「ディア！」

　リディが立ち上がれば、妹達の中でも一番愛らしいと思える末の妹が現れる。

　ディアは待ってくれていたリディに、ほっとしたように微ほほ笑えんだ。

「お姉さま。ごめんなさい、こんな時間にお呼び立てして」

「いいえ、いいのよ。話があるのでしょう？」

　ここはリディの部屋ではない。同じエリオの宮ではあるが、マチルダ以外の侍女のいない場所でとディアから指定があったのだ。

　話の予想はつく。リディは厳きびしい顔で膝ひざを屈かがめ、ディアと視線を合わせた。

「ディア、何度でも言うわ。帰っては駄だ目めよ、王太子殿でん下かは」

「お姉さま」

　ディアは静かに頭を下げた。

「ごめんなさい。わたくし、やはりヴァルダンに帰ります」

「ディア……！」

　しかしリディは言葉を続けることができなかった。

　ディアが背はい後ごを振り返り、もう一度扉とびらを開いたからだ。控ひかえの間にいたであろう人物が、ディアに呼ばれ現れる。

「誰に託たくせばカーライル殿下とのお約束を守れるのか分からなくて。……本当はモニカにお願いしようと思ったのですけど、事情を知らない方では限界があります」

　小さく開かれた扉から入ってきたのは、一人の侍じ従じゆうだった。

　絹きぬ糸いとのような美しい白金プラチナの髪と、海のような青い瞳ひとみ。華きや奢しやな体に黒い侍従服をまとったその人物を目にした途と端たん、控えていたマチルダはハッとし、頭こうべを垂たれた。

　同じく言葉をなくしたリディに、ディアは哀あい願がんするように両手を組んだ。

「わたくしに代わり、かくまってあげてほしいのです」

　並んで立つ二人を、リディは呆ぼう然ぜんとしたまま何度も見比べた。

「シア……、あなたこんなところに……」

　長く行方ゆくえ不明になっていた、リディにとっては同い年の従妹いとこ姫ひめ。

　カーライルの婚約者であり、ヴァルダン大たい公こうオデリージ公こう爵しやく家けの末まつ子し。ローレンシア・エリ・オデリージ――。

　名を呼ばれたレオは、無言のままその青い瞳を伏ふせた。





〈終〉　　










　あとがき




　こんにちは。小お椋ぐら春はる歌かです。

　担当さんと私の間で「大っっＮＧだよこの馬ば鹿かやろおがああぁ!!」「な、なんだって――!?　好きに書いていいっつったのはそっちじゃねぇか、こんにゃろー！」みたいなやりとりが交わされた第四巻です。なんとか出版にこぎつけました。やれやれ～。

　やれやれはこっちのセリフだよ！　という担当さんの声が聞こえてきそうですが、おかげさまで今巻の三章はかなりシンプルかつマイルドな表現になりました。安心して楽しんでいただければ幸いです。二巻の精神統一の件もあり、どこまで書いていいのか試した私も悪かった。連発するようなネタではありませんので、また書く機会があれば今回の規制を念ねん頭とうに置いて書くことにします。少女小説ですからね。

　さて、今回のラストについて。二巻からいろいろと書いてきたつもりだったんですが、いかがでしたでしょうか。予想外という方もいれば、予想通りという方もいるかもしれません。ネタバレした時に周りから「全然わからん」だの「びっくり」だの言われたんですが、担当さんからレクチャーを受けるほど乙女おとめ心が解っていない私なので、読者の方々の反応がちょっと気になります。よろしければ、ご意見ご感想をお待ちしております。




　イラストの加藤絵え理り子こ先生。私のせいで今回は本になってから挿さし絵えを拝見することになりそうですが、楽しみにしております。『コミックビーズログ キュン！』でのコミカライズもびっくりするほど丁てい寧ねいに忠実に描いて頂き、感謝の気持ちでいっぱいです。本当にいつもありがとうございます。

　そして担当様をはじめ、本作に携わって下さった皆様に御礼申し上げます。ありがとうございました。




　三巻四巻と離れ離れが続いたので、次巻の主役二人はずっと一緒にいる予定です。予定なのでどうなるかは分かりませんが、できる限り頑がん張ばります。

　それでは、また次巻でお会いしましょう。





小椋春歌　　　　
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著者

小椋春歌

Haruka Ogura




12月30日生まれ。山羊座。Ｏ型。

「マーシュ！」「マーシュ」「マーシュ[image: ]」

「マーシュが一番好き！」

「マーシュいい男だよね～」




マーシュ、三次元にてモテ期突入。

４巻目です。よろしくお願い致します。







イラスト

加藤絵里子

Eriko Kato




北海道出身東京在住　５月19日生まれ

おうし座　Ｏ型

４巻目からペイントソフトのＳＡＩを使い始めてみました。（今まではフォトショ）

違いは…わかるでしょうか？

作品のすばらしさを表現できるように

精進あるのみ!!
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